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は し が き

｣助長研究･T,22最 として重'後日lrJJ碇の付 - 伯山LI.拙 紫什付 - Ji_,公T-uするD本.評価潮15･.,lFは

IfL'凧 52咋 7)｣2()l~l(水 )から24日(u)まで,㈹LLLy.t英11JlmTJi紫創 寸を対射 出としてIll('仙 火

I:芦9I帯学と胴上倉恥 .i/攻 ･小指の3咋J火!L/I5抑 こLf.る′達弁鵬iiの胡脱 状 であるOluJLurl→の糾lL･11調

Llfには社 会 村 数&'の 全 教 酌 湖在朝仁は .卦7分出虎猫 し,rJ川11,i-1機 の調査 も脳il失地 LTこ｡

こし州 Iji･]'ll山史柴J/i-相良をはじめとして幽係機朋 ･LTl休及び村民の方々の仝而約1JuJをいただいたO

公川に騰して締せられた脚J-1TTfJ-に対して攻めて磁剤の8-杏(<するとjl1--に厚 く御礼を申し上げたい｡

野栄CJ村はIJY;1LLL肘の北洲軌 というJ:･')は北窮の'kLli部に位irこした面も'128,01にni,人口150

5人 ("日和 50咋同調 )CL)r･f-lL圭ヨ山地の山村であ7Jo北側の後山を伯成峰とし,三方を500- 1,:i

00ntのLIlによって閉まれr=軸に向って朋かi-LT:谷i･なしており,交通はこの谷によって両隣J)火

脚 汀との仙こ最 も緒である｡北隣の兵仰山 T陛町とは,i-;引峠により,頼隣の兵ql.i.幣佐川町 とは処海

hlL.QJ=,=),また.北は西東fT村を軽山して鳥1鵬 とと帆 Jかていろ｡ この村は梅故山皮の粒 も低いと

こ ろでも250m程虻はあり,このことが現LlJ='東栄rtHの1三要な琴丘金収入となっていろ東軍の大仙

栽培を可能にしているL,漢/こ,hI李の学/l三村や規Jll･TにもTl~利な条件となっていろO

小はILけ山は山が深 く,山相成野の占める巾湖 の7.1糾合かlT古い｡この付も例外では/Jい.節二次大槻

後の木炭か ら石iLlt,i･1-ガスへの燃料71'･:命は村のJIb物肘をも-･変させたといわれる亡.王どの帥林を

行う遠出nJl'L,たれ これが山村にあt)がちな.I:.'1-旺if_折成昆にとも/J:う過疎化,i,くいとめることと

なった｡ これ らは良い雌むをもつ後山イ;';.'仰と共にどれJ:fとってもlj｣に生 きf=村であるというに充分

であろC.

(後山山姥の村 Jはその象徴的妻側であり, もってぷ令としたゆえんである｡

山舵分村はIQij'粟爪村 と-出 こ江JIJ時代に架aFr.と岬ばれていたことが文化 12年にJFかれ.たr煎作

訟Jに,iLiされているQしか し,このた仁間にLyJする小ILL.a)史料はないO紫色J:1･:は恥 吋に/Tlかれており,

如紫nL1--.は吉ELl･大u]･野原 ･l皆野 ･lrl裕 ･輿触 ･後山の7村からなっている｡F比在 の如薬指村は

こ0)i-i-i柴缶ELの村々に吉ult･1削 ､原比内の川棚 寸がイ)｢きれ/こもa)である｡これらの村々は北の方後山

から細長い裕を繭旅する後山川の流域にt.'lJJt]三する小村である｡文化 12咋では 8)一村合計で364

ij-,別布の如来L̂f村は425戸(j帽 日50'LT;周LNJ)である0人口もそれぞれ 1,649人に対 して

1,505であり,いづれにおいても大きな変化はlJかっT=といえよう0㍍地 についてはrilはそれぞ

れ 78町 5反 】畝斜 こ対して 1875Ra,州=ま94町 9)-15畝余に対 して 8804 11であるから

ttlがほは2.51F'1･にftl加 LTここと(こT.i-る｡後山村ではすでに明治 TJiFの｢後山村地誌 ｣にEll畑の割合



の逆転がみられる0)で,江戸時代束にはすでに/J(ru化が進行 していたのであろう｡この変化 も,帆

えば文化 12年当時の巾谷村のlJ:]駒の鉄抄(砂鉄 )の採取 とか,lg]治,大正の荘蚕 とか,戚近の大

,供というような･こ0)村の彦菜は変えf二が,村の基本的なあ り方は長い雅史香油 じて変え柑なかっf二

であろう｡

この報告輝の[;rl一節はいずJLもこのような伝い榔史を油 じて,一つの村 として/Jiきつづけてきた中

仙 L川bの山村の-こま,一仙Trru-である｡

ム立役 に求姫ijL村の発娘を祈念 してはしがさをお くことに Lf=いO-



発 刊 によ せ て

碇柴忠相村長 春 名 明

IR作目52年春,岡山大学教育学臥 三浦,右も正他数名の先/JJJ'が来庁され,r■粥と部tL会科教室の

r地域.rJf兜｣の対卸 也に火薬由村を避びたいが如何かというお申し出がありました｡趣旨は,当熊

襲宙村がどのi:うな歴史的過程を総て今日に至 り,新たな時代にどう対応 し,また変貌 しつつある

かを,雌史,地理,座業経折,社会.教育,文化o:)諸分野から総合的に研究 して,調禿報告坪を拙

めたいということでした｡

お話をうけ†こまわE), こu)際当村の雌史と現状を学術的に研究 して頂 くのは有難いことで, この

研究姫が発刊きれればこれを村民と共に愛読し, これか らの村づくりに役立てたいと,rLlいまして,

叩唾に協力を約束したのであります｡

阻Jll52年症,一過tEUにわたり諮lh生方と学生さん.言I55名が来村 されました｡炎忍のなかで昼

夜をわかたず現地調査と研兜にあたられ†こ熱心さには円心解いたものです.

その後,大学内で調査結果の分析,研兜か紡杭されているとIl'(1いておりましたが, こ こ に研光雄

が上梓の遊びにな()ましたことは胡びに堪えません｡L泊係者の方々に対 し心か ら敬誌を表 し懲曲を

小し上げる次第であります｡

木嬉をより数多くの方々に愛読して偵き,これか先人の第力によって守 り育てられたみどりlhか

lJ郷土を,さらにさらに発展 させる棚 となることを心から願って,発刊にJ:せる,-言柴といたしますO
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第 1章 自 然 環 境

第 1節 東粟倉村の地形 と地牛

(1) 地形 ･地質の抵触

岡山県の最北乗場 .英田都東粟倉村にある県下放高時の唖峰 ･後山(1544･6m)比奈良の大湛山と

並ぶ修業道の行場 として今なお女人葬制を守る山岳信仰の聖地である0

地元の人は後山のことを行者山と呼んでいる｡行者山/､の出発点は村はずれの迩摩堂である｡ ここ

から50丁 .谷沿いの急な坂道をあえぎながら登っていくのである｡中道を駐年令の上ではずれ.後山

山頂をめざす｡後山^台目(棲布約 1000m )にある延命山道山寺の典 ノ院までの道は険しい｡登山

口の周囲は杉桧の人工造林地帝が広がっている.規則正しく,計画的に拙林きれており,美しい造林

地帯 とな っている｡登山口か らしばらく山腹を登ると.後山地区の山鹿緩斜面の広が りが望める｡周

囲が山ばかりのこの村の中で.この様斜面の広がりは一段とあきやかである｡周囲の山々を中心とし

た移桧の造林地帯と,その山の掛 こ拡がる緩斜面の大枚蛾を見れは .この地区の人々の生活の様子が

一目でわかるo)である｡

岩をかこんで流れる後山川沿いに行者道が続 き.谷の紬価はうっそうたる広柴針林がひろか ってい
こり

る｡しばらく登ると入布俄という小さな木の帖が掛かってお1),これを渡 -'T:所にある女子垢脈取硯

で休む｡このあたりから後111川は岩をかんで流れ.見jftfJ渓谷美を見せる｡その上流の男子垢鮒取壊

を過ぎると,女人堂に1こどり器 く｡ここから上は ｢女人if!刑｣でありいよいよtT修行の道場 "に入る

わけである｡女人f,i-制を過ぎたと1=ん.足鵜が急 に 放くfsり行者参道にはところどころ岩脈 も走 り.

ますます捗行の場の険しさを増 してくるO登 り始めて 1時間ほどで.後山川のなす岩槻にかか った.

自然木を掛けただけの粗末な丸木0)橋を汝った所で休猫をとる｡川沿いにはいくつかの岩場からなる

渓谷があるが.そこを流れる水はまことにきれいで.まさにqJJ流という名がピIJタリであるD尾根筋

からの水を集めた後山川には.行者が身を柄める10711近い落差の大滝から,身の丈くらいの小さい梅

まで大小50の滝があるという｡この梢流に手をつけてみた｡ 山夏であろというのほ長 く才をひたして

おけないほどの.しびれるような水の冷たきだ｡(='いたいlC?℃ ぐらいであろうか｡この3'lこりも.港

I:LfA鍛樹林はかりである｡今は日にしみるほどの背と台の胤からほとばしる消耗で失しいか,冬はさぞ

教的損であろうとliLわれる｡ このあたりから流紋岩や安山'Liの石かごろごろところが っておりとても

milりにくい｡登 り始めて2時間あまりで.炎 ノ院 (八介n.持高約 1000m)に岩いTこ｡境仙 ま杉の

巨木で囲まれており,伝年 9月7･8r]に行なわjlる大曲7tff法磐では.燃え上がる火と4/trLJji者 ,I;r者

たちの読経で全山をゆるがすほどであると召われているが,今はまったく静かであ(),まわりには人

の手が入っていない自然林と山腹にlyT;;出している令培地呼の附の行場が厳 しさを見せつけているT_/り

であるO行者頚から上は.踏み分け適である｡あまり人か登 らないためか道が伯えかかっていて.鶴

牡か迷いそうになった.木の脈にすがり.掛 こへばりつきILがら頂上をめざしたか,il:小てiTlIか.lLL.て

きたので挽念ながら登頂はあきらめざる得なかっ†二..

-1--



東粟南村は.名山後山 (1544.6m )をu7主とし.船木山 (1554m ).鍋ケ谷LII(1253m ),

駒の尾山 (1280.7m ).日卜名愈山 (1047.4m )と菜を拡ける後山迎峰を背負 って,この山地 より

源を発する後山川の谷間に 7つの射落よりなる山村である｡東西約 9kx,南北約 12血で.総血税は

28.OdkJ,如高所は 155416m (児下山立高峰 ･後山 ),般低所は240m程度 (川東地区 )である｡

川が5つの谷川を堆めて地域の中央部を繭酬 こ向かって流れている｡耕地の分科 ま標高 250m～ 7

00mの間に牌棚状に点在し,総廊蛸の92%(258Aa)に相当する｡山林は 67･5%(1895ha).

採草地 21.15g(590.9/za).宅地 0.A,i(18.7ね ).その他 1･5%(41･4hii)であるt,

行較区画からみると.rF'.1山県のJl立北束端に位旧し,北の村界は兵唾鼎宍粟郡千種町 ,束の村三和ま兵

蹄県佐用郡佐月｣町 との県境をなし,西辺は剛lj県兵刑部西粟倉村 と,繭辺は岡山県英四郎大原町に接

する｡帥山 .兵印両県墳U)後山と日名店山とがはほ南北の方向に一連の山脈をなしており,吉井川水

系と千1剃り水系との分水界をなしている.

写其 1-1-1 中央に白く雪を残すのが後山D雪 どけ水

を流すのが後山川で,三段の河岸段丘を形成している｡

(3月初旬掘彫 )

この地域の地質については.｢氷ノ山 ･後山 ･御 庄山国定公園侯祁地学術調査報腎｣(日本自然保

.KG協会 ,1967)に岸田孝臓が記述しているOそれな変約すると以下のようである｡

この国定公開地区およびその周辺部の地質を概観すると.地区の東南側には北東一雨西方向に舞釣

手削こ屈する古生代から小生代初期の詣岩脚泌 こ巾生代末か ら古第三紀 の火成活動に由釆する火山岩If-g7
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惚 1-1-2 地質概略鼠

(注) 15万分の 1阿山9詩仙田Ll(開山LLA,

1965年)Lたりf'g品

1.即操縦灰岩を主とする地層

2 変放れい岩

i 流紋岩貿砕屑岩研 (熔岩流 .貫入岩を含

む)

41 安山岩および同質砕屑岩赦

5 粘板岩を主 とする地層

6 変花崩岩 .変石英閃緑岩および変種長岩

N.

7 花柏岩掛

_81 宋団結砂環屈



瓶があ/こかも地区を取 り師tl･よう[L形で分布 している｡Iも駁 .仰山掛こ兵雌県脚 こ沿って粥立 した 昂

ノ山 ･須釣ノ山 .後山および榔岐山頂を'A旅する亡qJ肺 と公幽0)内部地区は古い地fiから/Jろが ･Zfi

il.ノ山繭他地区以北はおおむねJtや三紀のql新世以降 u)火山件の来し､岩朋軌か ら成 り立 っている｡

この地区の地質とこれに的雄せしめて地形の成 りTEちJl'の低空を涙nJけ るc

El木列砧全部の土台をなしている樹 木は.石炭hl一二怨紀 (550n0- 225(川 方咋 )にかりて軸

庇で鵬坊 LT=白岩 ･仙台および栃尾火山の脚 勿でLf'ろFtl松呈胤 に榔細沢灰宕TLを挟 lJ;T/JII_tl一封 七のlui周

であるG

この時代の郵他称 ことも/Jう夜久野岨益軒崇朝 ･lik久野f牧舎態類IJLよび帯紙花I'･Bi岩知は劫他II判別 仁

研時 (ペルム紀 )に同時掛こ出入 したものである.占虻代桝の雌f.L'JIこ引 き統いて起った造山迎J裾{-よ

り広 く睦化するとともに侵食きれて11叫三代日脚 己申如 (約 9000力/rT=一肌 )には戸_b両 日木のlJj即は叩平

原をlJしてい†こと推定されるC,この陸上Itr平原上でb:山岩JL･1おJ:び流紋岩'Llの血しい火山清U,JJが ,こ

の地区から中国地相-‡削こ亘 って行われ,Pl-い火山牡の他例を堆机し.これに引き就 いてJEil劫tLiマグ

マの上昇ff人か起 った(約 8000万年rilf)｡これ ら一匙の乱しい火山前掛 ま後妊肘 1!l一代白恥J紀中仙頃

か ら古第三紀まで続いた｡

中生代末別の流紋岩幻火LLl治,JSlが陸上は食を受けて平出化した新生代巾新_/Ji(約 2500万年rrrJ)の

帆には地Eよの北部即ち但馬からJf.1,JIV垢uE部にかけての地蝿は再び激 しい火山店動くこ見舞われ1=｡ この

捕弧で玄武岩J,(IL､しノ安llげi風 の-I_‡7J-から旅紋皆'Bの.'t托火山ll'拙 物を鵬払 LT:｡ これに引き続 き広域

くり也盤の沈下により,射西に延びた水城を形成した このHJj戚盆地が耶滅 して睦化した.のは.中節tu,

末 (約 15DOJ7j'Lf舶 )であるo

その後 ,節:新t此初矧 (約 1500万年in)に妙地山 ･郎武ケ岳等oJ山陵の凸仇 .乱親即1-LI滞お<とびま

方町地区に南北Iこ良い仰殺陣牡鹿地か発生 し[=bこの盆地の形成 と相前後 して感 しい火Li川や捌かあり,

酵件/i'いし塩益軒の火山栖岩 ･火lLl帥Jr4台のFTfl出物が盆地内の相成の腺fl.砂岩 .頁だ桝とともに雌

机 したo

ILI,,OL)地域て.は噂ら敬平原他作m o)日食かT_Iわれてtリこ鴨代 に この他蛾o)7'て_JJ,JG.店曲 と触れYFjllが

行われていたものといえる,,眺払tuに入 って.こuJLi包kはEii耶 ノ11｣r川 l専占仏 として上界雌勅を続〟

るとともにこの上昇柵に沿って.禿&-ノ山 ･鉢f大山 ･i.-I/LLl等g)山陵を形状する新山.rの火し｣1(6-Lrr畑咽.

鉦0)山JTl部付近で起 り,鉢伏火IU皆lr･i(甜ノLLl火LJJ･F,肘 )を堆軌せしめている｡この⊥好餌でOL)小心

Pl1人の活動はt]本の第四紀火山の特徴 と言えるものである｡

(2) 河岸段丘

本村域の中央部を南抑こ向 -'て流れている後L川jl(吉州 H･吉yFHl水系 )にt,.'ト-'て.はく.r2段の7q

拝殿GT:が発達 している｡河谷の平地面は,ほとんどが殴丘b-とそれをおおうFB錐,LTi状地ttりli-る｡

川-Gi,吉FtJ地区で段丘血は最 も幅広 く.平出な水川かLL峠的多いのか†!jerlJ-ある｡段丘面は7,.JL4:よL)

1- 2mの比砧で,山際では扇状地がの一}ている｡九rTl.市町仙Eiに入るとそ0)抄庄作吊ま恨紬,'かIi･I)

抜 く(.L-ち.段丘上での水[tlも少なく.かわF)Erl駅SJLRrの.TgL､肌 tJが目立って くる,J小心rL .I,i,LT)太目1兆
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区はこのBt丘上Iこあり.村役磯や郵便局li･どが'Bかれている,段丘面の左掛 ま水田,右掛 よネギ,ナ

ス .エンドウなどの棚に利用されている｡青野地区にわいては.この段丘から山掛 こかけて扇状地が

広がっており,小学校 .軸椎臥 皆野神社rL･どが殴かれている｡中谷,後山地区においても後山川沿

いに 1- 5殿の段丘がひろがっているが河味から2-5mの比高をもち段丘面はほとんど水田として

利用されているが ,面朝 としては非常に狭いものである｡
ら亡

まT=後山川には推淵と呼ばれている淵があt),昔からの伝説を現在 も伝えている｡

写炎 1-1-2 太田付近における後山川の河岸段丘面

(5) 山並緩斜面

本村域内を後山川に沿って走る爪適を北上 していくと.軸心即3.急性斜の1いよかりで.平坦面 といえ

はわずかに後山川に沿って発淫 した河岸牧丘面1:/けであるが.中谷.後山.地区においては.後山山鹿

部にひろがる摺斜面を見ることができる｡この山鹿疑斜面では.後山,中谷両地区にま/二がる.のペ

40hdの大悦月rlがBll:,']▲れており.クロボコの真Ptい土質の餌でとれ7:後山大舵は ,京阪神に トラックで

厄送され,束架台の地業を支えるEi-.要な姥物となっているO

探斜血のJr3舵要田としては.その一つにペディノントが考えられる｡(ペディメント-内陸盆地に

おいてペディ}ンテーションによってできる.基盤を切る綻斜面｡ふつう傾斜 60- 7OcJr･:,,戒について

K･R,yam(1932)は.1)f･!!j)'jGZ食,2) 山広斜面の末節=こおける網状侵食 ,5) 表層風化のさ

まざまな,-m合わせによるとし.W.D'tvi8(1958)は1)よりも商状at-水による山脚末端のfa食に韮

点をおいた｡ILSl川 rP(1940)は定'拝,瀧 とやわらかい地田の地域では 1)那.はかの場合は2)･

5) が中心になり･4:dの'LIJ合であるという｡乾腺地域での普対的な地階か香かの曲論が多い｡山
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写実 1- 1-5 日名倉山中放J:り後山 ･中谷地区に広がる硬斜面を望む

血煙斜面ともいい.岩石屈伏地 とはほ同義である.-平凡社.地学事典 )a

ペディメントは背後に急斜b-があり,ま1こ明琳な傾斜の変換点があり,ある高殿で直線的に連なっ

ていることを特徴としている｡また乾燥地域に多 く,岩石の剥離され1こものが時おりの面状洪水 (

8beet flood.乾漁地域における降雨が岩石味の上を流出するときは定常流を形成せず.面状に

流れてはんらん状態となる｡この水によって洗い流されるf]L屑は雨水と混じて#t水状闇になるので.

これを布状洪水または面状gt水 という)によりできるので.乱楓地域にはない｡

しかし日本にもペディメントが存在すると考える艶かある｡背後の山が安山岩o)ようなかたい岩石

で.頓斜面が花納岩のようなやわらかいtl石の所のそれはかつて日本の叱煉胤にできたペディメント

とするもので,中国山地.吉備高原にもペティノントが多 く認められるという｡

本村域の接斜面は花尚岩が卓越しておr).その背後の後山をはじめとする山々は安山岩質の堅い岩

石でできているわけで,ペディメント形成の要素を多分にもっている｡しかしペディメントだとした

ら傾斜の変換点がある高圧で曲線的に連なっているはずであるか.後山 ･中谷地区ではそれらしき由

線状の変換点は認めにくいoむしろ後山連峰か ら山鹿BF斜面に流れ出るいくつかの糾'(_tの谷口から横

斜面上lこ谷すじと尾根すじとが放射状にのぴているようにみえるQ これはそれぞれの沢から発 した厨

代地の形成とみ1.:方がよいかもしれない｡後IlJ･中谷地区においては. このようなそれぞれの谷から

谷すじ･尾根すじが.放射状にひろがる扇形がいくつかあl).それ らが迦担 してひと続 きにな って横

斜面を形成 しているとみられることか ら.地域全体 としては,扇状地か集まってできた社台LJ封大地で

あると推察される｡また,もしこの地域にペ7-:ィノントかできたとしでも.その後砧状地がかぶき っ

て現在の地形をなしているとみたほうがよい｡

扇状地といっても,かなりの起伏をもち,沢口から放射状にのぴる尾挺状の高まりと谷状の控みが

あり.尾根すじの露頭では.淘汰のよくfJい鎌朋の上に欺 10cT以上のクt3ポコかのっている｡これ

らのことは.尉状地の形成が新しい時代ではなくクロかコ堆地脈であり,娼収すじは占いL占状地で形

成後にかなりの開所をうけていることを示す｡後山川はこの複合扇状地の南船を 1- 5段の糾岸段丘

をつくって細 りこんでいる｡扇状地の谷すじの地形面LT)一部は後L川rlの同相段丘につ/,1･がる｡ この後
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山川の下刻に伴 って扇状地の開所が行われたULJである｡この谷すじから河岸段丘にかけては水田が開

け.尾根すじは主として林地 ･畑地となり.後山大根はここで生産されるQ写共 1- 1-4は,篇状

地末端近 くの-轄頭である｡淘汰の惑い錬屑がみられるo鎌種は花的岩 .閃松岩が壬で･フ*ルンフ

_lルス化した古生用の康 も含むD後山川の谷垂や朝状地末端近 くでは基盤 となる花胸岩が虞出 してい

る｡

写真 11 1- 4 厨状地末端近 くの塔頭

横斜面の背後には花細岩類.変花組岩,変石英脚線岩および変種長老などを含む地層 とともに.後

山をはじめとする山々には安山岩および間男砕屑岩布が分布 している ｡

県北部に分布する花削岩の大 まかな現明 として,岡山県地質国税耶β(岡山県 .19日 )を婆約す

ると以下のようである｡

県北部に分布する花尚岩類は,分布範囲が広 く.薬歴郡から英EEl邪にかけて分布 し.岩質も夢枕多

様である｡県北部の花樹岩類については.文魚花樹岩類 とその他の花樹岩魚に分EH:0

文象花絢岩掛 よ典斡町西方から.真庭雛北部の中和村 ･八東村 .新庄村なt'lこ小さい痛切を占めて

点在する｡柵成鉱物として斜長石 ･カリ長石 ･石英および鼠雲母が認められ.か)長石と石英 との闇

に文教細魚を生 じているQ

その他の花樹岩としたものが.一一番広い面gtを占める｡この花組崇板は花細岩 ･花tlij閃緑岩 ･花樹

斑岩 ･石英閃緑岩よりなり ,これら岩舟の茂人時期には差異があると考えられる｡このうちで.最 も

広い面概を占めるものは ,中粒-粗粒角閃石 ･県賢母花樹閃緑岩で,か)長石に乏しいO

野外では ･収載件含有物にとみ .この岩体の商標部 (宮村常 )では石英閃鮮 封になっている部分

も多い｡また奥沖町北.伊茂岡付近ではこの培体中に零母状赤鉄鉱 ･蒼鉛鉱物などを含む鉱師が発連
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し,この ような鉱脈は奥津町羽出に も多 く悦某 きれる,,

束部の勝田郡奈義町史尾付近の花F.g岩矧 ま,政虹色の カリ長石に宵み.有色鉱物は少 TEL､O英日1都

東粟倉村後山の花拙岩も同様で ,石英脈に尉み ,卿水お鉱を伴 うO

(池井宏lJl)

参考文献 (約 1扉 )

1.｢束葉食曲芸最邦地域変更盤備計画笹｣(繋) (197叫∋岡山娘英田野栄粟台村

2･｢山伽新恥は伸 餅 ･後山 ｣

51 r氷 ノ山 ･後山 ･桃 山規定公流転補地学軒別ff削 与｣(1947咋)Er本自然坪漫u/l会

4. r岡山県地牢固魂胆中1日 94叫三)I.qLILu'よ

5･ r地学辞典J 平凡社

第2節 気 操

東粟倉村は.その北他か ら蚊側にかけて.駒 ノ鳩LLu･叶 卜山 ･故山 ･目名也tuにい1:る.=】Ontn

を越える甫山を有 している.これ らの山々は.氷 JLlJ･故山 ･榔岐山同定公地の一一劫であ l).こうし

た一選の山系は,中国地方を麻酉に縦断する守軌 り脈である.

こうした地形が来襲愈村にわける気候に多大な彫捗をおよばしている｡ これ らur:,Ih々 の商い所は.

はば山岳気辰を示 しているO

血巣食村における気ai.陣水良等の触弛兜i副t兄山せなか -つたので,大原町占町の触別記串 と氷 ノ

山 ･後山 ･都岐山国定公園候補地学術副査軸性に所収 された太EEL巌 (19占7)の該当地域のEjirt候 と気

象についての記述を参考にして以下を速へ るO

太田の報告では,この山系には氷 ノ山上で2倍年余の気象私利値 しかないので.その観測値 と蹄棲

地域の句集観測値および氷 ノ山とよく似 た伊吹山の轍RlH顕等を用 いて,このLLl系ならびに隣接地城の

気候 と気象について .気温分作図 (1921- 1950)･降水量分布図 (1921- 1950)･降水日数

分相図 (1955- 1964)･最深概雪見分布図 ･軌甘 口軟分布図 (1055- 1964)を描いている｡

それ らの分布図から東粟倉村 ･後山 ･目名金山fLt'の気卦数値を涼み とって ,以下のFL三速に用 いてい

ち.したがって ,ここで用いられているそれ らの取払は観邸値 その ものでは/Ei-い nI.1･お季節qj移 り変

わりについては太田の調査をもとにし,幣栗有村での岨取 りを加えて述べる｡

(1) 気温

乗粟Gr村における年平均気軌 ま∴太田の掃いた気瓜分相岡 (1921- 1950)から読みとる,LH,ほ

ほ 11- 12'C前後で.市町 よr)l'C樫圧低 (.r.JiJユr)1･C-岡山 ･監岡 上り5-C印鑑低い｡後山

で比8■C,H名fI山では 1['C母艦である｡

1月の平均気温は,東果食倒では-2- 日Ic.田町では 1- 2℃で .r:FrMl･'{r叩(I)4- 5℃):比 べ

ると相当掛 ､｡臥 JJは-4'C,日F.愈山は--1 .C揮TRであろう｡
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8月の平均気温は.束葉上_IiJでは25.C-d'u後 ,古町では25℃ ･岡山 ･笠岡は27- 28'C程度で

ある｡後山は20'C樫D:.口名倉山は22-C程度で,東強倉村は相当涼 しい夏であるといえる｡

以上J:ち,古町と比べて東菓倉村は.1- 2℃傑瓜気温が低いことがわかる｡これは.東粟倉村の

標高が,古町よr)150m程度か ､ことからいiほ推察できる｡

4月の平均銘温は,古町で12℃前後で .桜の鵬花は 4月 d～ 8日頃で,津山とT;'いたい同 じであ

るo東粟倉村では.それより2日程度遅い｡後山の行者本堂 (標高 1150m )の桜は.ム月 10日頃

咲 くということであるから.d月初旬の支経 が後山の頂上付近では.ふもとの4月初旬と同じである

i.言える｡

また後山では. 5月まで雪が残るということから,2ケ月遅れの春をむかえるといえそうである｡

5月に.入ると,後山や目名舟山の西斜面ではつつじの花が咲き.中旬に入るとつつじの花は,国定

公園のほとんど全域に拡がる｡また ,大部分の山系では.いっせいにふじの花が咲 く.

臼植えが東粟倉村ではじまるのは,早いところで5月 10日頃で.掛 ､ところで4月2 0日頃であ

ら.たいていは.d月5 ･dE=こは終わる｡刈 り入れは,早いところで 9月20日頃はじまり.遅い

ところで 10月 20日頃である｡

9月に入ると北方気EZlが入りはじめ秋雨の季節に入 1).気温は急激に下 りはじめ,後山などの山系

の高い所では早 くも紅薬が始まる｡紅射 ま次章削て低地におよび,10月下旬頃までには,国定公脱一

帯は全部紅葉する｡

落葉は.11月中旬までに全部終わり冬夙色に変わる｡そして.この頃から高い山に冠雪が始まる｡

以上のような状値であるが.村の人の話によれば,鬼平台村の気温は 10年はど前から,した'いに

低 くなってきているそうであるQそのため,米の収樫が一反8俵から,現在の-一反 4位に激減 したそ

うである｡ この原因として村の人が語 るところによれば,これは杉 ･ひのきの植林が考えられるとい

う｡杉 ･ひのきのため,地面が暖まらないう九,乱逆Lがよくなるので.土地が低温になるというも

のである.それは.東葉舟村J:り早 く植林を始めた西粟倉村で背 しい｡東粟倉村 も米作lこ不向きな土

地になりつつある｡そしてその植林の膨廿か ,植林の多い役場から北は特に臨 しいそうである｡

鼓 1-2-1 月別平均気温

廻 1 l 2 5 4 5 6 7 8 ; 9 10 ll 12ム4 年

岡山 47 i.1 5,5 8.2 15.2 lab 21,8 28.2 27.1 22.i 14.9 10_8 15.3

48 5.4 ム2 7.1 15.5 17.4 21,8 27.7 28.4 22_1 1ム4 ?.? 5L9 151

49 iO 18 &占 1ま8 la7 2D.o 25.5 27.5 22.4 1ム7 1D.0 iO 14.7

50 id ユ5 7.0 一id 1&1 22.7 27.2 27.1 25.2 17.7 ll.7 i2 15.5

51 ユ5 ム1 7.7 12.7 17.8 22,1 25.8 2&7 21.0 1L5 9_5 5.1 14,5

笠岡 47 A.5 5.6 &57.16.6 110 17.? 21.7 2ム5 27.0 22_7 17.5 ll.2 ムム 15.5

4849 5.5 5.9 14,7 17.5 21.8 27.8 2at] 22.2 14.5 10.2 4.5 lil
17-----+l id 15.7 18.5 21ー5 26.0 2&5 23.5 18.0 11t1. 7.1l15.1

ー 51i4.4!ムム a5 …12.9 la1 22.a24.4i27-4 21.7ilL9 10.1 5.7 15.1■
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坪山 47 4.6 4_4 7.f] 12.4 17.5 21.1 25.2 2ム5 21_8 15.79.25.2 14.2

48 4_0 4.8 &1 14.6 17.0 21.4 27.7 28.1 21.4 15.68.6 2.a 14.5

4950 2,占 2_A 5.7 15.5 17.i14.8 21.U21.7 24.8 26.5 21.2 15.4 8.5 4.9 15,7

2.5 2.7 A.1 12.4 2&.224ー825.7 24.1 1L1 10.5 4.7ま占 1,4.1

Ei了 47 4.2 5.7 5.9 ll.5 1占.1 19.7 24.5 25.0 20.i 14.4 8.27.84.A 15.2

町 1il49 1.4 l 1.51.占 4.7 T1-2711.).-a 2O.吉 2一.0 25.91.20-占巨至1?_1 8.210.0了芸｣1105051 1.5 5.5 ヨ 票 .21.5 25.占 25.2 16.2 ′15.5
(紘 ) 桐山気象台 ｢観測所年表 ｣

(2) 隙水汲

降水鰍 ま年によ-'T相当な差があるJ:うだカ㍉ 太肘の降水地分7rl一国 (1921- 1950)によれば,

頗締台村における年降水茄_tの平均は, 1占00- 18M JJrで後山もそれと同樫皮と推察 されているO

古町のそれは,およそ1400- 1500Jrfの仙で.1∩ntr程度は東栄余村と差があると岨われるo

hlI近 5'lfrm(1972- 197叫 i)の此奴では,市町の年軒水盤は 1900肘程圧とみろことができる

が.史襲台村における年降水lj主もそれに恥じていると岨われ, 2000RJl前後の降水があっJこのではな

かろうか｡

( 1月の降水11日

7L一町 ･虫粟爪村 ･後山の陣水石t.は.1921- 1950年 の記線では.50- 100mJrと.はっきt)

Lfこことはわからないか.およそ100Rhlr川後と考えてよいだろう.,

1972- 197占年 の5咋[相の古町の降水鎚をみると,j滋低が 78年の72Jrd. 娘櫛が 75年の 1

44W,で,'4:-iこ上ってかな･')差かあるか,だ いたい 18 0Jq前後であるとJliLわれる｡I,rA北ではもっと降

水が多いと.liLったがぶ外であるOこれは,後山 ･蜘ノ尼山の北にある鳥取県の氷 ノ山をはじめとする

10uO〝Lを越す措山のためであろ兎口本拠で多iitの水分をIAM足した大陸性媒気仙は.それら0)EJJ々 脅越

える時に.降雪 としてLLl陸側に多山の降水を与え,後山あf=りでは .すでに吃煉 してしまっているか

らであろう｡

庚零台村では,50Cnになることは少なく,197占年には40佃が2回あった(=]けで,あまり'宙は

多くないということである｡

(占月と7月の降水 )

占町と煎粟Ll村の 1921- 1950年の平均降水血は 400- 500JIhIと推察され ,後山では500

- 600柵である.1 日名倉山は,束粟宙村と同席度でやは1)400- 500朋である｡ 1972-197占

年の古町における記録は,Ld-大で 1972年の927TTで,L止低は 1974年の 5043rJrと年にJ:って大

きな差があるが.だいたい500JmrTU後であり.6月ltJ7月の方が降水TLI.は 100仰程度多いよう

である｡
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またこの時1掛ま.1月の降水塵 と異なり山陰側では降水が少なく,中国山地の山隣側で降水が多いO

これは,台風や亜熱相性低気圧等南方からの気組のためで .冬鵜とは逆の現象がおこっている -

一般に山地の雨鰍 ま,蒔きが相加するはど増加 し,任芯の高さhほおける雨滋 Rnは ,

Rn = tLo+ ah となる｡

(旺Oは推定海面百地主.aは定数 ,なおhは比拭をとt),そこの基準的丑をttoとすることがあるO)

しかし.全ての山地で観測TL直と適合するようJT定数 aを決めることは難 しいし.またその他の地形

的妙筆劉こも左右される｡また山脱における雨出の山大は頂上よりも,やや下 った,八～九合E]に出現

することが多い｡したがって来襲台村でもこういった規範が現われていると懸われるoこのため,古

町よりも束粟か村の方が少し桐山も多く.後山 ･目名倉LLlでは.ふもとの村よt)は雨itとは多いだろうQ

表 1-2-2 月別降水丑 qJT

a 77【 51 128 115I222 514 95 244 44L誉 し-亮 1499

85 70 144 92 118十-507 dd 127 216 55 50 1252105014 9占1占72__? 01＼1275

2占 28 1._12 54 218 88 78 l45462 1_47 92 5 占

l 84｣ 刃 212T1-'正 159 158 dO 81 12 9 EA_4._5 58

1 841 54 110 25d 542 157 257164 - 1-721 86-L= 526出

14 55 12 120 98 150 65 48 9 5 2 1

6558 82 -T -ー~142! 54 80 SAS 46 180 22 1 29

7A 41 109! 49 250 169.21D 174 14 7 9 4 1528

81 _!_881T199 146 147 82 84 560 .蒜 Tn言 う-L 5 7 15672 90 1占2 154 511 dd1 95 174十 宣言 94 95 2 0占5

1 66 29 170 156 2口1 79 107 151‡ 80 204ー 14‖ 1日

a｣ _2 85 154 52 217250 298 70 176 147 4_2 1598L

0 671 55 17@ 125 229 241 167 145fl?_D77 2558 1658

4__14 118 75 190⊥⊥旦呈 147 171 259 556 85 1920
ヰ⊥旦_9⊥Ltd_219

55 1041197 91 226 577 154.1891151 一十59 ミヱ⊥178985 246 ･7止 202 287 2D9 1161205 119 52 1945

(江 ) 岡山気象台 ｢観測所年表 ｣

(5) その他の気象現象

東栄台村では駒ノ尾山 ･後山 ･目名舟山等の 1000m を越す高山を有しているため,天候の変化 も

はげしいようである｡低気LEが通過すれば山の頂上付近は.たちまち頚がかかり,雨が降 りやす くな

る｡後山では頂上付近はほとんど侮日のように甥がかかっている｡村の人の話では,後山に密がかか
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ると雨が降 るという｡

大境現象日数について繭の臼は.1955- 1944年の記録では,古町で150日prJi.1後.親紫,O村

では南部でそれより10日.後山のふもとでは28Lj.後山では50日程度多いと似われる｡後山が

町歌台村のLA朕に大きな彫郷を与えている｡

1972- 1976年の古田丁の記録では.娘Ftl'が 1972年の 177日,般低が 1974年の 145日で,

これも年によって大きな差があるが.平均 155日前後である｡栄粟台村 ･後Ill･もそれに幣じている

と凪われる｡したがって,後山においては,一･年のう11,5分の5近 くが,熊襲台村においても一年の

半分の日,が何 らかの的を見たといえる.

大気現象日数で雨や晋は.f桐山県南部と大きな差は/H､が,降水姐が lJrJr以上の日数.1Dbrq以上

の口数 ,50qd以上のFl数を . 1972- 1976年の古町の記鎚と他の観測場所の もo)とを比べてみ

ると.各々について,その日数が多いことかわかるO舶紫T3村は古町よりもその【=l数が多いと/tiわれ

る｡したがって.深紫fj村.1-_WJは,南部 と比へ一一何の降水iitが多いということがわかるo

蘇葉軒村の冬は,秋の終わりに,きた11'(醐雨 )那.もみはしのもみをしめらす時から始まる. こ

れが.11月の初旬である｡

初雪は,(3i町で11月Ft=I旬以降 .常襲台村でも同し頃であるo

後山 ･F]名畠山で足'_Tがuじまるのは,12月下旬節である｡後山 .Fj名蔚山の記'_4'が杓える0)は

4月初佃であるれ なお後山では5月頃までTrjt.Jが残 っているというのは,前に述べT=とおE)である｡

切望については,/̂t..;Ltのところで,'=Tは多く降 ら7t･いと糾いたが,fLTLT=1-'日数は. 1955- 1964

年の記録では.古町が 40日未納であるが .椴近 5カ作間cL)1972- 197占年の古己蝕からわ りだす

と,およそ55- 54日僅L虻が古町の平均であると魁わi-LるO輿棄凸村においては.それより多 く,

50日融接,後山において(i.60E]樹皮であると妃1われる｡

一回でどo)挺朕のも-1留があるかはっきりとした記fiはないが,1972- 197占年のrlぅ'町の記録で

は ,10ChIを越える枇雪は 7EHTU後で ,20- 50佃か2 ･5日というところであろうか｡賦栄缶村

においては .それより各々2日程虻多いぐらいであろうと恐われる｡

後山においては.1月 12月がLdも舶哲が多く,2月の終わり頃には4mdTJ後となり.その他C)連

山も2-5mとなる｡

如来台村は,以上の様に,後にそびえている後山をはじめとする1080m級のL.iJ川こその天候を大

きく左右きオーしている｡そして夏季は,rrYJLLJ児の天気予紺がTごいたい当っているが,冬季には,鳥取 ･

良師北部のものが正確であるらしい -,
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衷 1- 2-5 気象資料

】I閃山笠 年皮 大 気現象 日数 i降 水 日 数 軸 雪 日 数 融雪の深さm 起 節

繭 】雪 ひ､よう # 1*>350 (｢研≧10 亡-淵≧20 cm≧50 放大 海自 一一百 一一一-1面百 一百 百-;1

47 177 14 1 259 11688 45 15 0 D D 0 2.10 11ー29 4.2;

JIB lsd 1920 0 54 7 D 0 D 0 12.2占 ll.21 5.占

49 149176 D 7 99 59 8 0 0 0 2 2.8 12.4 5.24

50 24 0 ll 1〔】5 58 5 0 0 □ 0 2..を7 1.5 i2512051 1占5 19l O 12 lld 45 9 0 0 0 0 2.12 12.22
47 141 12 1 5 112 49 17 0 0 D 5 2.10 12.12 5.51

48 114 9 1 1 90 57 4 8 0 0 - - ll.21 5.i

岡rn:I山 49 110 5 0 95 40 14 0 l 0 1 2.8 12.7 5,15

50 150 9 0 0】117 42 ll 0 0 0 2 7.--｣LL2V 1.12 2.28

47 202159 2 日】9 lad 58 14 2 0 0 19 j2.281ll.25 4.8

48 176 47 0 8288 129 一三≒ I10 0 0 0 8 日 1216 12.10 ll.21 5,25

▲19 178196l⊥48⊥空l45 1 】121 44 15 1 0 0 ll.18 4ー250 1 69 144 57 15 5｣ 0 0 19 12.25 12.5 4.25.2551 190 1 91 140 54 18 1 1 0 0 11 一.12 12.15

lL: 当 177,2占_～________｣_ 0 .40 159 48 21 5 2 0 52 2.28lll.29 Lt.1

l151159 0 4u1119 150 44 15 7 2亡互 29 2,25ー11.21 5.21

145 45 149 54 15 る 2 l O 2A l2,ll日.19 4.24.25.255051!1dO｣竺__i.52 l li,62日 8 17 12 ! 7 0 40 2.25112.6i

(江 ) 岡山気象台 ｢観測所年表 ｣

(I;ぷ紅H明 )
参考文r淡

大出 巌 ｢氷ノ山 ･軌Ir･那岐山国危公順朕郁地 気侯 と現地･,｣(19167年 )

日本自然保瀧協会 r水ノff｣･後JLl･榔岐山 酢と公岨脚 拙樺 術鋼査鞭/tt,･J

L･4-
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第 2 葦 歴 史 的 背 景

第1節 古 代 ･中世 の 棄 粟 倉

(1) 東乗合の過物 ･池跡

兵脚 畏佐用郡船山の陵のBlおよび典庭郡中和村字聾のW/てなどか ら考えるに,兼作においても腔史

は恥文時代にさかのぼることができる｡

古墳時代に入ってからは,英m部内においても.平br古墳 (注 1)をはじめとして円墳および的lJ'

後円墳 ･的円後円墳などが,みうりられるO しかしなが ら,繁栄愈村FAILこおいては, この時代の もの

と思われる出物 ･出跡は現在までのところほとんど発見されていない (注 2).

申しはE･Cはいると,山王宮跡の宝圧印坊7僻 (Ef_5)/Jどこの時代に築かれたと考えられるものが現

存するo しかし,発射調律が行Ii-われていないので許 しL､ことはわか らない｡ その他(こ. 次に示す も

のがあげられる｡

㊥ 経 塚 吉即一掛 目

(旦) 寺院跡 金剛焼寺跡 吉田金剛#

③ 城 跡 T̂t_山城跡 吉Fllびくにじろ

0:)寺院跡 刺 ヒ臆寺跡 F7野栄光-=!f

(I.a;) 寺院跡 中谷坊鵬寺跡 中谷軒の下

(吋 寺院跡 神宮廃寺跡 rll谷神宮寺

(7) 製鉄跡 ,JITl肥 l和地跡 rllJdl軌 IL

檀) 墳墓地 後山経教

(tT)寺院跡 法泉坊鵬寺跡 後山法仙坊

QIg) 寺院跡 刺 本坊嫡寺跡 後LLftうり̂ は う

(ill) 寺院跡 後山･/Tf木

(江 1) 英lH郎美作町平掛 こある接収占払墳丘などの外部の状況ははっきりしないが. 18

9占年に見っかっf=陶棺 f碇南開正昭物館蹴 )は,身の触辺柵面に人馬の腹を浮雌であらわしてお

1),文様絵Fuiu-の見 られる1!1gfな資料 といわれている｡

(注 2) 『英別 れ;諾考 Jlによると,吉田神社の亦山頂にある古墳は仏教伝来以酌の ものである

としている｡

(江 5) 室町時代 よt)遡るものか｡

(2)蘇葉fT荘 とその時代

天武 ･持続 ･文武の頃,吉鵬 (注 4 )を前小後にか J.朋鮒 .郁中 ,郁後が生まれ,さらに克明天

I:;!の和銅 占年 4月.節約の国から勝ul･英多 ･久米 ･宮川 .大庭 ･共L為の占邪を分別 して美作の国が

陀かれた(注 5 )O型和銅 7年 1D月には初代の国司印守AI'前が任命きれて (注 占),E_BI司の統軒す

る地方政治がつづいた｡

その後,寒老 7年の三世一身の軌 天平 15年の重刑永粒私別法により母材を有するft族 ･社寺 ･
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権門勢家は争って使役による朗型を行い,LlJi民のひらいた土地を円い占め.あるいは寄進の手段によ

I)その手中に収めていった. これらの占める私有の土地は公地よr)も広大となり,国の制定した排日｣
制も乱れ口分圧柑 ついに私有化して個人の所有するところとな り.土地を失っ1こ戯民は耕作労働者に

くみこまれ,荘関が形成されてい ったのである｡

束薬缶荘が歴史上にその姿をあらわしたのは,まきにこの時代のことであろう(注 7).
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lq42-1-1 実作EE幽分和国 (注 )r軌 Ll市史J恥二IL1耳 明 t七E)･損 ･,;io

珪久 5年,軒赫軌 ま錐掛 こ描府をtJ臼きこれまでの国司 ･紬家の椀力は柚朝の手中に'lJL,文治元年

には守誰地頭を穀粒した.守誕地酢 こは部下の武士をもってこれにあて,武家政柿による全問支配が

押立していったO

この時代,矢作の同は梶慣 ･和 tl.北条各氏が相次ぎ守離職として支配 していた｡その後南北朝の

対_OTを期として拡L･舶 l比定は助摘をはじめ,応仁 ･文明のlli乱時代Iri入ると許拒馴ま解体をはじめ, これ

に代って大名細が台頭する｡南北朝ま抑こねいる美作の大部分は北朝のJj,'力掛であっf/.から.元弘元年

に赤収則村が守.-;堕馳 こ任せられて以来赤松氏のrl!irEが続 く｡正平5年則相の子別祐が守離mとな り.

同15咋同じく則村の子月職がこれにかわる｡Ir(]19年には刷 屯は山名崎氏と交戦して敗退し,山名

氏が美作守離職となっfloその後,lJ｣名氏は赤松氏に征服せ られて赤松義則が美作守離職となったが
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その子満掛 ま山名氏に敗れて宗吾元年には山名取柄.つづいて政稲が美作守誰暇となった｡ しかし応

仁の争乱とともに赤松 ･山名両氏の抗争が続き蒋府の聴力も地におちて乗作守詐職赤松氏の図13Ei支配

は終りを告げ,美作国内は折雄割拠による申ほしの時代に移るのであるo

その後.浦上則宗が赤松氏を敗退せしめ美作の大半を帆ヒ氏の勢力下におくことになったが.天文

年間出雲の尼子氏が美作への侵出を企てた結果美作全土は尼子氏の細石するところとなり,以後十有

余年尼子氏が支配を続けた｡永禄に入ると西方.より毛利氏の勢力が進出し.毛利氏札下より秀吉側に

転じた字幕多氏と激しい職いが耗いたが,天正 10年の秀吉と毛利氏の和解により, この地域の軌乱

も一応の決着をみ.宇再多氏の支配がつづいた｡

この後,小早川氏,在民と美作の支配はつづくのであそ'｡

ところで, この時代の索粟f31村はいかなる姿をしていたのであろうか｡足利の末tLtより毛利 .宇宙

多を粁て小早川の除国にいたるまで小原城主斯免伊f5'守の所紙となり,同家中の竹内申務大輔久盛が

全非を哲理していたというが,その詳しい住子はわからない｡ (注 8 )

(江 4) 文帆 こみえる苦節国の初見は『古て拝妃』の考即天皇の条.｢大吉榔秤目子爵与若建吉

節津日鞘 ,二柱栖F剃而.於針間氷河之的居忌盆両,斜Ⅷ為道口以,言向和吉備国也⊃｣ である｡

(托 5) 『紀日本紀 .H~利腕的国英多勝tJI苫F_r久米大庭出島六郡始箭美作飼｣

(注 6 ) 『続日本紀 .D｢従五位下印守連濁為美作守 _I

(注 7) 角川軒店 『日本史辞舛』によると架台拝は近布家餌である.

(江 8) 東粟丹荘 に隣接する大原恥 こ関する論文が.当時の在地の様子を克明に伝えている｡

この論文は,圧TFIl修lTI氏の｢中世の美作大原保｣で岡uT将教育委員会『教育時報 』1976年 1･

2月号に珠録されているO大原餅は.現在の英Fl孤大原町の北臥 同郡東粟宙相 川 憤地区 ).内

実fi村雨部を含むl虹号であり,m FI･山金剛三味院紙として,『㍍野山文田畑に,主として訴訟文17.7

を中心にとりあげられている｡

(高見 和宏 )

を 考 文 蹴 (第 1 m )

･ 山勘新制祉 『古代のかたち』

. 鎌木義貞著 『岡山の古耶 』

.坪山市史折詰素見会 『津山市史』 野二巻中世

. 椎 口 松玲 『英江l郡史考J)

. 跳rfl町史桁第委艮会 『勝田町史 』

.･岬柵新訂国史大系 『続日本紀 』 後175

･ 小学館日本古興文学全銀 F吉野配 』

･ 角川軌古 『日本史群舛 』

. 河出軒摂 『日本歴史大辞典J]
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第2節 近 世 の 葉 栗 倉

(1) 領主の系譜

当地は.段長 7年までは小早川氏の縮図であったが,同年小早川秀秋が 2占歳で病没すると,蘇忠

政が美作に封せられている｡帝忠政は駿長 5年 10月従 51_,?'下で右近太夫,同5年 2月従 41)Ll下で侍

従, 7年 7月信州川中FI=tuへ封せ られ,小早川秀秋病没後.同8年 2月 18万 5千石の封 乍守となって

いる｡当時森の入内叫の様子を述べると次のようになるo

小早川秀秋の家臣の卿披六郎及び子の矧時 ･宗守 ･故守 らは,小早川氏の没落で-一門は払拭 と/.i-る

ため作乗務架の講将と相談 し-硬 の甲を起し.森氏の入国を拒み,蘇氏を滅そうとして.5干余塀で

作東の帯域を守っていfこO これを軌 ､て蘇忠政は手兵干余駒を率いて来て.肺州山崎で榔在し,作衆

議円の-入所免有元に降旧を勧め,新免の手引きによって蘇代は美作に入相することができた0-万

他作煎%･掛 1.61-:氏の人跡 こより,一機 も交えることなく手を引いている｡=rqi忠政の入[馴こ先だちFl

誕屋九郎左裾 つが入内し共作を調べているO又同じく川上付新鋸 耳左術門.下Lr三軒 ド挺九郎兵術の 2

人を頭廻しとし,家中の可宛兵太.(,I.7久rFi]長左衛門の 2人に土地丈訳させている｡ これは勝抜 9年に

完成 している｡在民の支配が続 くわけであるが.延宝 2年 (167418月 28日それまで挑名を｢

英多 ｣をLTJt･いていたのを｢英Ell｣に改めているo疎家は忠政一長鮮-長義一長成 と続 くのである｡Iki

戒の時に祖国の年頁米 を伸すために検地をおこない 18万百を25万百lこ切 りあげている｡ しかし疑

likには子が/JL､まま元禄 10年d月 20日光亡している｡養子式部は同 8月 8日.山.附 していたが.蕊

中の81勢桑名において屯臣を=T:封にしたため除国となっているO この1うにして在家は斬紙し.以後

Li碓府の天佑 となっているC天敵になった時.おかれた代官所と代官を衷 2-2- 1で示す｡

蓋 2- 2- 1 燭 台地区支配の代官所 ･代官
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久 美 浜 野村櫛九郎 鷲酔 5年～悪政 1 1年

h-谷大円即 諾政 12年一文化 9年

EH口五郎左衛門 文化 10年～文化 15年

】 1-網 彦兵術 i 文化 '4年～文政 4年袋 策 之 助 l 文政 5年～天保 咋和 相 場 LA 4年～天保 8竺

娃 野 範山汲左肺門 I 天促 9年一天Ci.10年

(江 ) 『英田郡誌』,『英田邦史考 Jより作成.

この糞のように元禄 10年より天領となったが,狂串 2年から2年ETi‖よ,凶肺伯潜の伺1三松平宗ホ

相映守の所餌となり代宵耶許 ヒ.大仁1獅五郎が下町什TT所へ出張支胤している｡延宰 4年よl)吉野郡

は.I.%紳士紺船主土屋鞘痢左門托登守の所餅とlfっている｡'･,di:政2年揃府は吉野邦の巾で1万h-を天

禎とし.その内に東粟倉村 も含まれており,H･JtH久東浜の代官lTrJり支配している｡その時の代官は

蓑 1に示している｡ただし.吉Fll相川恥 ま仙 ･H生野代官所より支仙されている｡天保 9年からは久英

浜代官所に代わり生野代打所の文机するところとなっているO天併 1 5年 4月捕州明石城主松平斉宜

典雅大棚oL)細地とlJ:ら.下町へ仲尾.を設け,郡代が出舶支札している｡ もっとも後山は生野代官所よ

り支作Jをうけてい/こ｡そしてlyj治の鵬珊駅爪に至っているO

(2)支札の親株と桃川

架粟缶村は.江戸時代Er_おいて天絹であった期間が[:いへん長い｡江戸-:jB'府lことって財政の供給源

の小心は天歓における年iTlであり.老中.または助定串行の札下の郡代や代rLFに.tり支h-L!されていたO

天領の支月山こついては,熊村伽菜軌には.小Jn自立を進め,また過大な野郎的El体制を保持するた

め夫子itの賦課は張くこの夫役放収に照応する地軌 ･代官の宙旗文化体制をとっている｡そして代官は

地方功労者であることが任･用の並木的条件であっf=o しかし正伽元年になると代官の忠志的支nJL!の根

軒である代官手作 りや南井 ･.由'利壬軒ラ鵜の軌L:等に止-'て代官を勘定所柄押下の地方行政73'に位IFFLづ
l

けているOすT.=わち将叩一老中一物定奉行一代官一柑々庄屋という支他系統である｡そして代官も初

l抑こねいては.支侃地のFは '師掛 こおいて.みずから手代を拒挿して支爪を行なっていたが元禄以後

になると.mC木が多く地方行政ff.'として代宵になったこともあって江戸住いとTJって接見の時Iこ任地

に赴く村政となり実際の民政は代官所の手代や手附によって行なわれるようになってくる｡それぞれ

代官所の執務は公邪方と地方,又地方にJI)山13'と分かれていたが代官は転任･が頻繁であったf=め代.

昏所の川成は愉即であり,代官所の暇flの人数も汀戸-溝と任地の代官所およびLH張陣屋許を合わせて

も7.8名～ 20名前後で,何州久美折代官pTrでは8名.生野代官所ではd名であっf=Oそして各地

の代田 il7-rは絶えず江戸託の手附 ･手代をi柏じて馳定冶行itf=は舶係上司にrul結 している｡ これにより

江戸をFll核としたIJi櫛的な稀府の天領支Pl'L!体制ができ上っていってる｡代官や郡代の下で実際の活軸

. の中心となっているのは手附と手代であるが,羊附は幕臣であるのに対して,手代は代官が支配洲 こ
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おいて.地方の弓喝 の老練/3人を.E''il君.あるいはその子郊のなかから採用 している｡そして代官陣屋

が特別に鉱山 ･別所 ･JR肪等の支配を-封臓 していると士者の符のなかからその疏務に施役人として任

せられている.生野代官所では銀山があるので

衷 2- 2- 2のような地役人が任せられている｡

東粟台村の天韻時代の穀後の代官所はL=&即代官

所であるが.天伽9年の『徳川薄何県桁要略 J)

によると伯蝿 .美作の支此地昂は7万百となっ

ているoそ03時の代官は大串太郎方術門である

が,汀戸の本所御料臓後に出曲を持って.江戸

請の手附 ･手代をinj_じて支h-Ll地の邸務を行なっ

ていたようである｡

では鞘府の天頂支FTLlの方針はどのような もの

であったのだろうかO天紬 ま光にLDL､T;よう

(こ軒F付の封建JfJ文机を強固fJ:ものにするためゐ

表 2- 2- 2 生Tf代'r?支配の地役人

(注)安藤博編 『徳川#府県拾要略 JlよりrF成O

蹄府肘政の供給WであったOだから代官を通じて少しでも多くCL)年日を徴収しようとしているO しか

し天頂の出民はJlfJ付のとったFfl央袋桁的fi支舵のた桝 ことった政解.交油粕の穀僻等により商品 .岱

幣相 月のE)_人が軌しいことが飢和やLtJH乍にbllわって.経新約に閲窮する原因をB)めからもっていたo

又江戸中期以後.畑万代宙としての位駅が定ま-3てくると安全な処世術で在任期間を無恥 こすますの

みUL)fe宵や不Jl:.別的'Je官が多くなってくる｡ しかし多くの訓示 ･禁令 .牧草等にもかかわらず代P.I

の不正行鵜は府 くならfJかった.

天節の刷串は江FllPjfe初1剛ま4公d良であったと言われてるが中期以後は 5公5民となっている｡

代田はまず村々の施朝や石盛を秋定するのに検地を行い,次に諸条件を考倍して宙租の非準を決め,

負担すべき出Lg-.を決めている. そして横地帳に登録された戯R.が年月負担者になっている｡厄年0..)年

irlはiJJ朋は検見法であったが後Er_定免法で決めるO その年の年貢i-が決定すると代官師屋から相知に年

t7LJ,lJ付1人が出されるD この写しをFl三定は高札として掲示し村民に知 らせ,村役人は各人に持蒔その他

の条件にEL:じて割付けるのであるO

こ0)よ:)に各村々の庄屋 ･韓苛 ･百姓代の村役人はTil租の制当てばかりでなく,治安緋緋や村政に

ついて も,村の利右㌫の代議するとといこ支配機川の未恥となってい.るo表2-2-5にはこの村方三

役のうち分っているもののみ掛 ､ている｡ このrllで吉ril村卿 比の庄屋を務めている山根又兵柵につい

て,彼は,当時,どのようであったかを述べてみたいと!.Jq.う｡

l
●l
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22表

太 田 村

尾 崎 村

り日東 )

野 原 村

吉 江1 村

(酉組 )

′ヽ観衆′_

村方三役

IFF掩.;I｣年｣EE屋｣Ⅳヱ_旦___
天保 41' 楢 吉

文政 1 1

天郎 1

10

撃和 5

文政 5
文政 7J2

天保 7

弘化 4

文政

天伴

天探

弘化

宙水

薪水 2▲】0414

四郎左術門長石衛門

長右術門

林兵衛
林兵衛
軒右術門

和四郎

林 兵 箱

和

治

兵文

官

苗三右術門

漸栄肋

四

四

四

和

和
知

鮎兵衛

兵兵

紬又甚

恥

紬

Ef･,
右術門

安五郎

安五郎

味四郎

峠源

Ii安政91若石和門､虹
_
旦｣担｣
__

郎門｣

(症)LL傾家の借金琵文より作成｡
吉F:tlHの西組･床組のは断定できるもののみ.

吉 野 邦 E 44ケ村 大庄屋 3川 西 .苗4川鉄石術門

村々庄屋 吉 刑 :宙 治

野 原 l艮右飾門

締約郎

四郎兵術,利右平

太郎左符門,他太郎

.-
-
1
-

-III
1
-I
I-
-
--I-
I-

後 山 源太郎,柿右衛門 1
二_二二二二二二二二二二二二二- __A

(注)｢作嚇苑須鎖｣より抜抄｡
(文政12年)
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(2) 村方地主の性格

今回の地域研究で東粟か村において,畑方文Li!1が殿 も多 く見つかったのは.江戸時代の吉田村,つ

まり現在の字書Enの山根家であるO そこで山根家に残されている借金証文か ら村方地主の性格をみた

い と思 う｡今 山根家 に つい て ,わかっていることは,江戸時代に於いて庄屋であったというこ

とである｡

史料についてみると,虫食いもほとんどなく,保存状胤 まとても艮かっ/こO借金証文Eこついてみる

と.たた/1枚学保期のがあるはかは,す-て宇和以後,つまり1800年以後のものである｡ それ以

i 前のは.紛失したか.もともと存在しなかったのであるC こ こでは,宇和以後のことのみ考えてゆき

たいと思う.又fTElr･金証文の受取人は.二王和以後山摂家は,又兵術となっているので.山根家に存在す

る借金証文の円で受取人が又兵術以外の人の場合.(例えば仲野の喋助,下町村の変成,播州皇Jn福村

の膝枕等 )は,それがどのような選出で山根家に存在するのか,はっきりしないので今は対象外とし

ておいた｡

山根家に有る借金肝文のうちで.捌合併準的なものをあげてみるO

山林設文之申

庄ノ原

-､壱畝歩 粟雑木 下ノ弐

運上四屋

外二

朋加三畝弐冶四歩 碍三斗八升 荒

此墳 西者ft熊山尾切すそ八t't殿良 L日か り切東者おしを口里よこの田山尾切

低下夕者畠之吹上山境也峯残 り而侯

おしを里よこの頂

-,吹上山 朗･ATI弐畝歩 甫弐斗 荒

外ニ

此墳 Fj者庄原山居墳 但下夕者別ケ吹上現地,輿者みの若山尼切すそハ若川切躯ハ不残二ヶ所

咋開通路迄左支此こ御座候
. t l

高巨_q升五合 無作筒削合
TL･..-1 l

〆高六斗弐升五台

tT帯苗LF御年fi抜二差詰り野面之帆 JJ古灯=共質物二人fE只今銀六百三拾六匁九分櫨与謂削 り掬1上納二

仕業正二御唾侠年季之践者笛午毛I16より釆ル末三月切二相定メ尤御上様御年賢諸役掛 り物共fl殿方8

机 r;F'披成駐此林山荒灯‖共協を構巾もの･J喋御座然,ン上者来ル末三月限 り元利銀返升いたし急変荊遁可申

iW '-h=r7返之俵不中経成侯ハ 弥ゝ流切二相凌侯間林貿以而御入上成共心得二枚成此休山荒蕗非脇外6

紙料もの細動盛蚊為後日村役人加判田地記文相渡シ申成仙而如件

年寄 米蔵 (節
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庄屋 官給 ㊥

安政五年

午極月

同封山根

又兵衛殿

これは,甚六が本年の年貢銀を納入することが,ネ可能であったので,圧の原にある1畝の粟新体

と5畝24歩の仙馴及びおし杏里よこの跡 r_ある吹上山0)2畝のLIFJ]州悼 担併 (野地 )として.山根文

兵術から銀 65占匁 9分借りたものであるO これを適所する肋間は来年の 5月までと(_.-っている｡利

子についてはこの証文には明記していないが.他の肝文によると,[='いたい 1割 5分か ら2割である｡

この件及びnIが,11雌 家に質入している1年間は, この土fLhにかかってくる年諒 ･吉井紋及び掛 り物は

山根又兵衛から出すことになっているO (繁雑JBはm上円座 とあるのは,山榊 こ課せ られた小物成で

あるO) そして, 1年後甚六が又兵鰍 こ対し.借 りた銀11ぴその利,lflを返さなかったならば,蛇田と

して.仙 Llと朋州HLi又兵術に渡すとい うものである｡必後には,非府の規則in:日つ年-鞘,fi=屈の.1.,n判が

加えられている｡では 1年後置占六はヌ兵術に元利銅を近所したのだろうかo これは返済しなかったと

見ることができる｡甚六が近所することができなかったので.この証文は山根家に残る所となり.質

畑は山根家の土地となったO-)であるO

山根家のILJl:金訂文には,Fl地が帆 _LIであるのとrr73しぐらい ,r_ll地が民地となっているものが多いの

で,もう一つ例として, この場合CL)を見てみる｡

質物田地銀子借用詔文-Lz邸

合銀百拾匁也 但元分宮西十月排

利足定之逝

此質物

字寄元

一中田弐畝拾弐歩 高三斗八升四台

内筋壱斗六升 水損引

間断五畝拾弐歩之円

-中田拾五妨 高八斗先溝代

同断右之円

一中rll弐畝拾五Ji:.-;t!.il四斗荒

同断

一下げl壱畝弐拾四歩 tIi弐斗五升式台 荒

〆高壱石壱斗壱升六合外二ハ升六合加代-百方襟‡TJJ､去申ノ御咋tli'銀こ差詰 り中二付百両之Erl油田物二差

入銀子只今嘘ニii-,'1-取御上抑銀二相立巾候虚実正PJ]日二御座燦然ル上ハ雷酉ノ十月切二右定之元利足を

加へ元利共少)lil.rrEは急粧御返析可仕侯前一班方玉将梶弥者引笛之田物流切二相渡シ可小俣左侯へ者琵

文什加へニ不及御公横御年貢高掛 り等迄教鞭 を御勤稚成手作下作ハ勿論御心糾二被成恢其俵不及申脇

外 右足乱軌巾候 もの毛頭無御座鮫為後日之村役人訴人辿印仕田地質入銀子借用悪文仕渡シ田中侯虎依
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而如件

吉圧は寸TI人か り主 兵吉 釦 .

請人 軒左裾門 厨も

. 年符 勘兵術 印
天保八年酉ノ二月

同村

亦兵衛殿

これ も｢林山諾文之申 ｣とIn'1位に年市銀納入に差浩っT=ため,RIiu･4ヶ所を質地として鋭 110匁

を借りTこものであるO この質地としての仕l地が銀 110匁の価(ull'に他するか どうかは疑問であるO封

建時代に於いて地価は現代と災なり,一定の土地の総生産丑J:り幼主取分 (年賞諸役等 )と小作取分

(必要労励部分 )を差 し引いTこもののili･によって土地の価値を決める基礎 としており,現在にわいて

その土地の生産力の大小によ｡刷 柁 決め るのとBV:-fJってい舟 この詮文の場合 摘 鋸 同掛 こ
'Fl流れ となり又兵衛の所有となっているO_(又兵舘の｢又 ｣を｢亦 ｣と削 ､てあるのが少し見られた

が,岡一人物とみな-LTこ｡) そして. この土Abは又兵衛の手作地にLTこか,あるいは.小作人(こ借し

たのであろう｡

きて,今まで摂幣的な借金証文を見てきたわけであるが, これ ら多 くのものから検討してゆ きたい

と思 うoJ泣初に も述べ T=通 り借金証文は 18a0年以後に雄申 している｡衷 2- 2- 4の証文の年代

別枚数を見ると1820年代か ら1840年代にかけて射中している｡ そして. これは文政臥 特に

天保掛 こ多いO天保期のものは,実 に 67枚 (全体の 64〆 )にも昇っている｡天保期は全国的に不

作が掛 ､てお｡･全国では天保 7年の大凶作･岡山滞T'Eよ翌天休 8年が凶作 となってお(2)･ 訓 の

勘合 も.その例にもれず. この期闇は不n満 さであったと思われるO 鮎金証文において,銀を借 りる

場合の理由は.大部分は｢年貢銀こ叢話 リ中二付 ｣であることでもわかるO そしてこれ ら質なかれの

表 2- 21 4 借金証文の残存状況

証 文 の 年 代 枚 数

18DD～ 1809 1

181〔l- 1819 5

182〔)- 1829 2JI

1850- 1859 l 47

1840～ 1849 1占

1850～ 1859 9

18dD～ 1871 4

表 2- 2- 5 又兵術の石高変化

年 代

天体 15年 (1842 )

弘化 5年イ 1846)

茄 永 年

文政 2年 (1855)

軍政 6年 (1859)

TIJ 斗 升 合

8. 1. 1, 8

11. 1. 8. A

19.

25. D. 5. 5

57. 5. 9. A

土地を又兵符は攻概 していってるQ芸 2- 2- 5の又兵符のhjF話の変化か らも迎えるように天保 15

年では, 8石余 りにすぎないo従って, 180 0年付L'EL抑 こ於いては,山根家の石高は. これよりず

つと少なく.村の一般百姓 と変わ らなかっT=と払われるC それがなぜ.この時代に高利賃にJ:り急に

土地#き馴 )'可能になっTこのか･史料が充分ないのtで説明できないのが残念である｡全国的lこみるとfl

地により土地 肘 行帥 れるのは･~股に 181脚 ばであ(f)o 表 2~ 2- 5や･借金証文か
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ら考えると,又兵衛が田地の袋概をするのは天保期か らと考 えてよいと思 う｡ そして安政 6年には
(4)

57石強と天伴 15年の石-Bl'の実に 4倍強となっているd安政掛 こは,又兵衛は,すべて手作経営で

な く.小作人に壬モ与えて小作料を受取っていたようである｡手作揮旨と小作地との面戟比は.はつ古

り分からないが.｢安政弐年pp惣作下作小鮒二l之受取帳 ｣によると10人の小作人の名前が見える｡

IiliJじく安政5年のでは 15人o)小作人が見える0

日]地とともに,又兵衛は休LJlも多く蛾 していることが粒える｡表 21 2- 日こよってもわかるよ

うにIht金の質物として(質物の記賊のある場合のみ生 麦 2- 2- 6 質物C)内容

計 1林山朗係は.全体の約 5 0弟であり,崩畑J･荒鮒

も含めると約 45番にものはる｡東粟愈村は,地図で

見ると分るように.中央部を流れる川沿いの低地に水

FJが有るのみで,村の大部分は山であるO現在は大正

期からの植林街渠により杉が多く柵ヌてあるが.江戸

時代に於いては現在はど杉は抑えてなく.哲iruの外山

が大部分であったと思われるO しかし当時では,山は

現在考える以上に出熱 ことって芭要であり,面8'Iは.

はっきF)しないが多くの林山を持っ又兵術は.皮革搾

鞍の上でも有利な立掛 こあったと思われるO(林Llrl.i

借金証文における質物の内わけ

〟~頂 訂 嘉右 前 ｢ ｢l

崩糾,耗鮒

Fi](上圧t.中江I,下田 )

･ql!

午

土蔵,栄.家具等

大工道具等

鉄砲

その他

質物の時境は記ヨJTRきれてるが面倒の記誠はないO)

｢'Ll蚊三年辰惣作下作米瀞収帳 ｣によると,OOケ裕の八右佑P■1分の嘩山を又兵術の小作人ヰ･E･三右

tllLfPqは鎚 2/jlで借 りているQ他にも同様な小作人がFl･1隼 5人いることからもわ)JlるO

では.山根家は当時どのような経営をしていたと言えるのであろうかO索粟fi村の位liLLしているよ

うな岡山県北部に於いては大地主は見あたらず,地即的 ･地形的 ･歴史的発展等の画から見る必要が

あるとされてる｡ 児北の地主としての大林家は封班的nl租の罷圧.EL川‖存在の有限件.生産力の
(5)

低位件により寄生地主への確立をはばまれているし,徳山家は天明期より土地のit-･ntをし村役人とし

ての地位を符村方地主として発展しているが.やはり等生地主とはならず村方地主のままnJl治朋をむ

かえているO私は山根家においては石絹こそE.t安故地IrJDTいても57古拙と少ないけれども,件格と

しては･村方地主に近いものがあると思うo村方地主の基本的特熱 と して 一 1多くの場合村役人周
で村落規制のヘゲモこ-乎擦者である｡ 2村方地主白身が本百姓であり,手作経営が村方地主の全経

常を規制している｡ 5小作経営を併有する0 4村内市城乃至商品生産を多少支配する.の 4つがあげ

られている｡今山頼家を見るに,庄屋としてIf.･J旺l村内においては村役人としての洲 かこあり,又肥料

採草地としての山を多く持っておt)生産条件の有付lr騒所にいる｡又兵術自身本百姓であF),小作揮

軒も行なっているが,手作締i;i'が主であると思うO去 21 2- 7の解合手作米が不明であるが.小作

人-人当t)の小作旗が.明治期と安改新では-背しく究なっている｡ これは,明治期に於いては.小作

人が小作に出されている土地に.対して自分白身のff任と計画において耕作を営む経済上独立している

と言えると思う｡一方安政期では,地主の手作経営の残 りの耕地を小作人が自小作的にやっているも
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のと思う｡村内市場の支配という面か

ら考えると,困窮百姓が年貢納入に差

しつかえた田地を男にとり,その用地

が借金返済不能のため質流れになり,

それが袋枇されて貿地地主的段階とな

っているoそしてこれにより高利貸的

菱2-2-7 小 作 の 状 況

`年'一 代 I小作米I(倭)I小作人 l事作米(倭 )

安政 2年 25r T㌃

.安政 5年 28 - i

商人としての仕楯を強めていると言え-ると思う｡以上のように見てみると村方地主的性格が現れてい

ると思 うo しかし山根家が全国的規模あるいは,岡山県の地主の研死等から地主と言えるかどうかは

疑問であると思う0 5町末舶 小地主と呼んで区分していZi,'')･ 寄和 年には硝 19石で 1町 4
反 8畝の緋地を もっている｡安政利には5 7百強となっているので耕地 も倍近 くなっていると推紅

でき(岩が.これで見ると山根家は.桝地面抑 i,),蝦 であるように考えられるo村方地主にか て

は,その村落規模から見て,一鰍 こ村落全体の土地の50- 40多,=p小作地としてしまうとその地主

小欄 係はほぼ限界に酎 (?)と言われてるoLu相 の雛 吉川 (那 05石 )では7臓 こすぎ
ないが.庄屋をしている吉飢柑輯純分 (168百 )について見ると22秀である｡ しかし.名辞帳等

を見ると,又兵術が古布において他の百姓に比較して絶対的に多いとは言い切ることはできず,同時

代において吉Eu村の百姓の階個分解が著 しいとも言い切れない.又山根家の借金証文の田地の照流れ

で,買主,売主共EC吉Rl村の人々のものが,少し混っており,吉刑村Iこおいて又兵衛以外の人 も前利

賃的/A.･堺をして江湖 の士地袋敬を少fi:いなが らやっていた人がいるのではlJいかということが推定す

ることができると思う｡

以上のIb-を考えてみると,山根家は文政軌初期ごろまでは一般の百姓であったが,高利矧 こよF)質

地流れの土地興研し始め,天保期に入り庄畠をするようになると,その地位を利用して,盛んにFHl;刺

袋を行fLって,土地喋･糊をし村方地主的性格を強めていく｡ しかし百m村の内においては,絶対的な

力を持つまでには至らず村の有力な百姓の一人に数えられるまでになるO天俳斯以後急激に土地砧概

を行ない.明治維新期までその勢いは続いていると見ることができるが,明治期に入ってどのように

変わったかは史料不足と学力不足で述べることはできないが.明治 15年の｢手下作米詣取勘定帳｣

か残ってることから考えて,脳炎拝謝 こおいては手作とともに,多くの土地を小作人に下作させてい

たことがわかるぐらいである｡

】 (水草 実租子 )

(注 )

1･ 古仏敏雄編 'F日本地王制史研究 』
l
-
■

2･ 谷口〉雅夫 『岡山滞』 ･ 7

3 『体系日本歴史 』4市浦休制

4･ 六郎 7年9月の｢相泣叫取秘儀定PJt之那｣に私萄近来二御即地流切二諮取居中侯成 ･- (後

略 )とあり,EE虚の名寄蝦免刑帳に記載の駅 ()が3'るため又兵衛が御役人.組97ffこ取調べを軌 ､

出ている｡
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･ F 5. UJN氏卒論 ｢県南における地主制の一考察 ｣

L 古L;13敏雄嗣 『El本地王制史研究.JI ー

7･ 育元正雄 ｢巨大地主の吉郎剛lJ]く再生産軌道> J 『土地制度史学 .A48号

&

二一i上

II.

9･ 『体系日本歴史 』4揃 淋体制

外に 参考文献 (帝 2節 (1)(2))･『英田･郡誌 JI

･『英EEI郡史考 』

･村上面 『天領 Jl

(さ) 検地と村高

天正十年 (1582)に大槻検地が鮎行されて以瀬.全国/jl地で検地が行TJわれ 莫作でも文禄三

一四年 目 594- 5 )に純主宇皆多秀家によって.柿肋 ;行なわれT=. この検地は太閤検地の方式

にのっとって実触きれ,備約 ･栄作および柿酢 ･伽 lの一己だ57万 4000石の銃国において, 20

余万石を新たに打ち出したO これによって当面の助迫 LT=肘政を舶載 したのであろ うが.そのため｢

家中共のほか国中の難儀いわ/LかT:な く. この卦 こつさて老臣以下不可7-のこと出来,すでに弓矢Eこな

るべ き堺などありし樫｣(『仰前耶 己』)の反対かおこr),事由多氏衰亡の迫田の一つになったとも

いわれる｡ このときの検地帆 ま那 fしておらず許鰍 iわか らないが,太閤検地の原則に従って士地政

輔がすすめられたようである｡

その後･殴長五年 日 d00 )に僻的 ･黄YFを節卸 し,'=小早川罪秋 も.｢両国の柑地の境界を攻め

悉 く検地ありO柘を打 ちa''し寺前 ･礼弧 ま改めて寄付状を出 して,以約1り其如 戎少せし所多 し｣(

『備前耶 己』)とあるように,総検地を突鮎したiうであるが,検地帳 も残ってお らず碓かな ことは

わからない0

位長七年秀秋の死によって小早川家は漸絶 し,かわって齢前は池ul忠Wr(兄利院が代用.!で治めた )

美作はな忠政がそれぞれ拝如し.Tl5氏とも入相早々に杜扱地を実施した｡

上Zt長八年 (1a83)八月,蔀忠政は絹地にさきたち,行政の蝉位であった村々の境界をnJJらかに

するT=め.'f'-lr村々に･Tli達を出し, 家臣を派推しr=. これは.当時村々の間で境界をめぐっての紛争が

しばしば起 り,快iiLiの突鮎 に支符があると判断したか らであろうO そして,その謝九年三月.忠政は

快地累日を定め.検地奉行を選任して縄紬に取 F)かか らせ/こ｡

この座屈横地に･!J-いては.太閤横地で用い られた六尺三寸の問竿に代えて六尺五才を用いT=こと.

村をその地味/JとLこよって上 ･巾,･下の三3-'に栴づ(1し.曲地については.村ごとに田を上 ･中 ･下

の 5蜘 こ.Jjmを上 ･Fll.下 ･下々･切か憾 灯1g15級に区分LT=ことがその特徴として考えられる｡

衷 2- 2- 8 顕然の石絹

ホLl下托I･中油下mi--‥下抑!
一 一.'二一一--.∴二二ITl-:_:--
･ 了二十 十 ÷告 二 .二 一一

1 . 4

1 . 5

上田1.中日J･上jlLl
_トー一一一一一一

-I -H ｢ JT百 ･8可 -1-p-二一一'A

,I,-I有T1 .- 7 ! 1.5J
亨L打~-rTrlー~r 1･4 ..･._.一･._..･.[｣.･..一..

1･2 1･01 _
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表 2-2-9 大 棚 検 地 の 石 盛

田l｣二 畑 下 四

lI0 1 '8

(症 ) 『国史大辞典 』による｡

上の石盛比較表のように,上村の上Lql反の布を1石8斗と石鎚 し,中村の上mを1石7斗,下村

の上巳Iを1石 占斗 と1斗下 りとし,以下中臥 下mはそれぞれ 2斗下 りとしたD まT=,上nlは中田に

同じとし.以下friHこく2斗下 r)としたO上図の表で蔀嫌の慶長横地と大棚検地の石盛を比較すると,

上村と比べてみてもmでは5斗.畑では4斗 も高くなってお り.蘇冊の石威かか71-I)解 しい ものであ

ったことがわかるO

この検地は, この年秋の胤 に一応終結をつげT=が短軌間に強行したため粗雑な点が多 く.その後の

実収絹との間に大きな誤差のある所がでた｡ そこで雅はやむなく｢当有米 ｣として実収商を加顕 して

出民を承服させたが.検地称 こ対する当有米商は44葬～ 82秀に過ぎなかった｡ このような拙冊は

あまり効果がなく.なおJiB民のRiHこは不岬の声が非恥 こ高かったので.灘は｢諸引 ･永引 ｣lcLLどの名

目をつけ,年宙の軽減を行って穏和につとめた｡

しかし.このような耶掛 まあくまでも臨時的なものにすぎず,娼正な検地の勝正が必要ときれrこO

二代長継の時に｢抄免｣,三代長武の時には｢地仰 ｣あるいは｢地坪｣と呼ばれる検地修正が行なわ

れた｡特に｢殴免 ｣は他 【こ知例の少ない制度で, これによっ_て田畑=よこれまでの三等級の･附 寸けをさ

らに細分し.鰍 こ過ぎていた石盛を捗正してTJf矢上の減税をはかっT:｡

その後も年々の開発が盛^に行なわれT=T:め,助長検地から42年後の正保三年 (1a4a1まで

には,-Tt･i5万 6705石 7斗 9升 8台の崎百を｢改め出し｣た｡ (『.耶政旧記』)そして,㌍文4年

(1664)4月.柵 は｢甫合わせて 18万6500石余,年々開発 4万2700石余,都合 22

万9200石余 ｣(『作州記』)という｢石高改め｣を群府にさし出した｡ さらに.5代長武の時貞

苧年間 (1684- 1に行なっfこ地押しでは,さらに多くの有を証 り出し,元禄 10年の除封までに

は･1万6124石 15升を許し,これを｢昭 ｣と呼んだ｡入封当初の受訴砧 (｢Ef由｣),正伽 5

年までの｢吸出｣.および元禄 10年までの｢閑｣を合計すると.総副 ま25万9527石9斗 2升

8台となり.在民改易後.耕掛 よこの総高をもって莫作全州の石高とし,その後明治維新までこの石

棺がiIB用LJ:0

なお煎粟台村 (後山H,中野谷札 を剛札 太Etlf寸.川帝札 川西村.野郎 寸.胃野村 )の石高は

検地帳その他の史料が残存していないため.わからないが,書 Rl村については, 505石5升 (年貢

拙走帳 )という百fr'･r,がわかる｡美作各郡の石高ほっいては,『緋山市史』か ら引用する｡
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衷 21 2- 10 美作各部別石高調

慶 長 八 年 受 領 J=Ji

典も州/‥､~o~5dTToo-英多部!/【'-Z
野 郡 ⊆ 14400.100

正保三年までの 妻元禄 10年までの t 総 石 高

一一-2Iご芸 ;J---ユ 聖1105
..~ -●..~- - 十~~-

4767.058 j 76

[[-i｣ :

‡~_I:--__ _-:-:I-I I:,-≡

18440.500 i 488Li.117 1148.795 1 24475.410

堅竺些野LilSエtioヱ_L_叫 . ｣ __._..____Z
72771800与2769･
9741.408! 4110.

苫 南 部 王 769840O F 2069占4

苫 西部i 18217.800 ; 占 162.05

久米北都
大 庭 郡

二 二

7504.90 0 1 5898.745

-1---I J' 1~~m~-〟- ~
2110･100 i 5505･274

1449口.6a0 E 470D.417
一一一1日ー-日馬郡i21425.780 ! 8964.788.～____1__一.I-_.____⊥-._I計l18占5〔】0,000…567｡3798

表 21 21 11 美作各郡市別の村数比較ま

606,529110654_815
12占9.152 I15120.805

719.744 1 10487,784

955.987 1 26555.844

1 1570･455 : 22774･4日

†■一了丁 {㌃ 石 言 T 7 -8AT γT .㌻ o'

- 1ll-･6-0･} -チ8- LI Fi 51･L 6-5

;-26-三二三-ン2

5294558159527.928
(注 ) 郡名は元禄 10咋の称による｡

700石以上 i500劉 二i50873;i,u:llOO甜 上 ilOO楠 .Vi

の村数 I の村数

tJ-一野 郡 † ; 5
- -I- 7 -- ' -r-

防山南邦 i l 5
~-~ ~｢- ~ー ~ ~■｢-

l

即 枇 郡 1 5 1 8~~---+ r~----+ -~十 ---

三 二-;-i--享∴ ~二~--'l-I9 !51

〔翌 Li _(i )｣_1_81 三_)

苫 熊 郡 上 2 (2日 1 (1)

a (5)i14

1: ('55,日 1125 :こH l† 二 十 '

5

5 (5) I I

11

草旦 "EBL _-ri}.-'i31 ｣ ･2--(i
苫 西 部 t5 (2日 5 (1)い

_.リ 2⊥ L.1_ll ?⊥｣___'_

圭 一:三_-_ 二:二 三

1 1 5 1 6 !15 (4) i22 (8)

旦 米北m !4 ! 9 ⊥ 一望

L三___I_斗 ｣ ___-｣__竺
苅 鹿 部 r l 5 1 8

一 一了 〇 一
58 1

計 l:17 (5) !58 (81;62 (ll)llll(1日

村 数 計

る4

58

68(10)

55 (8)

14(14)

52( a)

25(10)

51( 4)

54(17)

(注 ) - ( )は現市内,内敬 一

上の表で ｢改出席｣とあるのは,慶長検地以降.正保三年までの開発による増石であり.｢開高｣

-51-



とあるのは,正探三年から元禄十年までの開発による増石であるo そして,摩長八年の受領高に｢改

稿｣と｢関前Jを加えたのが総古布であるo

(難敵 倍 )

(4) 戯民の生活 'L

(1) 年-Ei収納

束薬缶村に於ける史料残存状況は,昭和52年 7月調香した範囲内では余 r)多 く兄い出せなかった｡

特(こ,江戸時代的中期の古文野が皆佃であり.文鰍 こよる概容しか報告出来ない｡本稿に於いては,

比較的史料が残っている吉江1村の#末期 (天保～安政 )の様子を収 Y)扱ってみたいo

表 2- 2- 12 東粟倉庄洛村村高一覧表

Il ･ 美作 鮫

翠保2年

(1717年)

科 IJ拾 .

後山村 5B2.072

中谷村 224･805

■育野村 240.520

太田村 110.641

野原村 74,占27

吉田村 505.075

川熊村 562.701(磯 村)

lヽ
LT 7I

作 州 記

事保10年

(1725咋)

Tiこげト合

582.972

224.805

24〔l.520

110.641

74.占27

505.75〔】

562.701(聯 肘)

ir

･X･東 作 駈

文化1.2年

( 1815年)

石工tll恰

582.872

224.8口5

240.520

I.I

110.621 4･

74.占27

5〔】口.705

L1

275728(JF確柑)
155180()IP鄭寸)

150･780(簡 肘)
(億汁 557.d88)

吉野郡 46,801.921 19,945.094 19T945.094

58ケ村 58ケ村 ," 69ケ村

r:一･ ･. 1-. 庄数 7

美 作 鏡 ◆
】

提永5年

(1852年)

甜 十台

5 8 2.07 2

下

22Ll.805
I

24口.52□

710.641

74,627

505.750(紛 ..Tl紛う

152･794(周阻 ヒ分)

142.947(同村下分)

135180(JJF西 村)

1501780(亀 崎 柑)

(舘十 582.701)

1?.154.245

74JTGJ

(注) .( )は節者記入 ･※作脱掛 こ<L･る ･その他は英田郡史による

I
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表 2- 2- 12は『抑 1郡史ILl『作限駈 』止り･『美f確 範 ･g『作州記′g『東作削 『美作別 の

記職の札 束難爪村舶床分を抜 き出したものであるo この朱によると,当地方で大規模になされた班

コ,I:5年 (1A77)の棉地以降の村石に余 り大きな変化が細かったことが稚拙きれろog.村の粒段と

しては,吉m村が500石余と一幕村IT-:.1'-が多く,野馴Jか少ない｡ これは.詳しい過去の村堺が解 ら

ないが,現在の状況か らみると,桝地面堺の比率 と同じくらいIこなるのではないかと思われるoJ三世

に於ける煎薬fi相の村域は現在と多少51与なっている｡当表にも示してある陳に.川東村は,『英rTJ耶

史』によると,承応 2年 (1占55)に,,J,l利水J5時対れ 尾崎村.川西村,川前tJIこ三分割きれ

天伽9年 (1858 )に東局崎村と改められ 上分下分lこ内分されるが,明治 5年 ｢1872 )に再

び合して川東村となり.明治 22年 (1889)に顕紫蘇村に細入きれる｡また.東粟宙村には.輿

L 栃村が含まれていT:が,明治 29年 (189り ,Ji･印県作月価 に編入きれT=ため.当職では除外して

いる｡

さて.吉BJ村に於ける年-副文約についてみていく駅であるが,免状,皆析目録が皆鰯であるTrめに

年代を追ってその状況を調べることは不可能に近いOそれ故,表 2- 2- 151こ示した様 に,割賦帳

lこよって,当地城の概容 とその特色を取 り扱っていこうと思 う｡表21 2- 15は吉田村の野軌を示

したものである｡ この表に於いて特徴的な点を列挙してみるならは,

ll i:ld'Eこ比して諸引苗が五割を越えているため毛付が少ない｡

21 免 (荷÷定米 )が融 ､為に,胸免引を多 く計上している0

5 銀納の比率が,米納よりも砧い.

の三点ぐらいにまとめられるo諸引高が多いのは,燕を返せば,石感に見合 うだけの反当収右rt,が縛 ら

れなかった,ということであF),冷害.早乱 tLt水乱 病む苔等の凶作や.百盛の不当性が考えられる｡

天休 11年の290石の諸引福は,他のiFと比べて50古市多いが,これは凶作によるものとみなせ

るが,拓年的 SLukJJもの諸引筒を計上しているのは,石盛の不当件にJ:るものと考えられよう｡妊宝の

検地は.かなF)厳しいものであっTL･という報dL;-が,他村の研究で明らか(こされている油 ()のことが.

当地域に於いてもいえるのではないかとLBうO次に抱免引であるが.以上の様な検地の為に.収嘩鎌

の8割近 くに及ぶ芯免率な定米の収納が現実になされ[=とすると,石碗以下の収確包しかない桝地を

持っ大半の腿民は生活がEJJ一来なくなる｡ その為に.拙免引を設け.毛付免を四つにまで下げているの

であろうo毛付免が四つであるということが,当地域の良民を_粒かほしT=とは,決していえるもので

はない｡逆に,四つという毛付免準は.当地方の生琵松か らみて,非軌 こ苛酷-な年増収称であったの

ではないfごろうかと思われる｡ また,銀納 (石代納 )の比率が占割を占めているということは.鮒地

坪が-3ilJ-いことにもJ:るが.米の生産力が十分でないためと思われる.同じ県地の上斎原村を例にとっ

てみても,銀約の比率は天休跡 こ於て2- 5'HJであるのほ比して珊興的な数値であるo当地域に於い

て金になるものとしては.畑7地での商品作物 (蕎覇,豆塀 )畢乱 生野銀Lllへの出襟等があるとはい

え,これほど銀納率が副 ､となると生計が成 りTL-ちにくいものと思われる｡一般に.当地域の様な稲

作Erl産力が全国的にみて低いと思われる地域に於いては日給的な生産をしていたと考えられている｡

すなわち,水江l利用についてはその反当収穫米を年苛に約めるものとし,机作物を自給用にするので
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表 2- 2- 15 吉江1村 年 苗 米 銀

天保 11年(1840)天保12年(1841)
tI )

･Yb) 諸

lJ
I

TLn

〔:) 毛 付

Il) 定 米

e) 抱 免 引

f) 残 米

･x･高 免 (多)(忘)
･x毛付免 (多)(い

残米内訳 三雄一銀納

三歩二銀納

同米納

御 口 米

惣久離代米

･/; iJTlIL 札

伝 六

山 道 上

御 年 前

御 拘 引

口 銀

返 納 銀

. 欠米･くら敷

. 三歩二ノ内籾納

50 5.750

289.544

21 占.408

14 5.445

5 5 758

95.707

19
40
51.902
52.027

51.778

2.871

1.770

1,012

58.855

-
--

-

-

｣

2.1 9 5,5 8

2,2 占 8.2 5

20.85
1♀占0
75.8占
5.08
0.占8

1 1 ム ム2

4.78 0.5 2

F子lL支御年日米 鋭 御 抱 定 割賦帳 ｣

石505.750
259.701

24占.0LI9

149.44 5

49.7 5 0

9 9,占95

20

4 1

5 5 2 5 1

55.5 4 4

52.5 4 8

2.9 9 1

1,770

1.0 1 2

.5 0 5

1.5 1 4

7 占7

比籾 1,55 4

※ 40.40 7

′▲リ

ー
9

4

7

9
‥

4
0

8

一10

′0

2
2

2

8

25.079

19,60

5.0 0

.占8

占59.8 5

75.8 6

5,4 1 7.15 d

2 85.45

仙 一.1 .__-_____+

:諺御特質米銀邦
卸入用割符一件｣

(注 ) ･※は繁者が界出した｡
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天保14年 (1845)

嘉p 1 日~~~頂

軍政 5年 (1856)

嘉 ~ ~~ ｢ ~姦~

505-F,50 J 勿

259
.
701

246
.
049

149.445

45
.
818

105
.
847

21

45

55.209

55.155

2 5 7 2 1 2【12.05

40.02 1

.582
6,280.7D

19.77

卯誠御年賢米銀fF
諸入用勘定割賦帳｣

259.70占

24占.044

149.445

599 18

10 9527

22

44

55209 2,214.5占

5 5 4 49 巨 170･57

40,869 I

5359

1
1.77日 111.52

1
2.572 149.14

44_20 8 4.4 4 5.45

.50

穏和年白米抜群
･j､物成打入川拙走帳｣
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表 21 2- 14 EJ･A"iIV]成

吉 田 村 取 組

両 税 tfJ'

畝 歩 石
上 田 108･27 1?･dD2

中 m 1d8･15 2占,9占0

下 田 154.14 1a825

新 中 肘 2.1 .525

新 下 田 216 .508

硝

石
1
.
8

=

1
.
｡

=

1
.
4

又 兵 術

面 前 高

畝歩 石
18.5 5,2占8

50.24 4,928

24.2 5.569

上 州1 1

上 仰I田 5

申 対日 5

rP･L]ilB] 8

下 1117 7

下 ･DTT圧1 1

茄 仰 42

茄･加､田

所 JFl馴

新 下 NT

新 切 別

新 茄 4

2

9

ハU

9

nU

1

rO

l

1

5

0

1

a

Ni

5

d

o
.

9

ま

2

4

4
､

rd

4 5,DO8 1.A

5,527 1.a

4,900 1.4

11.242 1.4

&400 1.2

8 2.592 1.2

42.510 1.a

2.24 .448

15,15 2.480

9.15 1,550

2.5 .294

27.21 2.770

5 .250 1.0

8 .084 1.4(中田荒引 8.15 1.5占0)

.0 12 1.2(下田荒引 5.11 .714)

.240 .6(Jjr旧誘惑 l 2.14 .594)

占1 4･555 1･0(中灯=荒引 4･27 .占8り

(茄机荒引 22.6 2.220)

El方合計 4lli5 aa.020

同比率 35(秀) 45(秀)

棚方合計 72825 80,155

同比率 占7(秀) 57(声)

斑 七 110.5 7.2dd

72.29 11.54占

5dr帝) da(方)

57.18 7.522

44(%) 4Cl(#)

(荒引計 45.15 5.574 )

平均石盛

合 '計 1255.1 15乙459 1.22

l∫

(注 ) 袈紙欠 首永年間の ものか｡
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ある｡異体的な作物としては,llHE餅米,早軌 巾机 晩稲等を作し,･DTEこは粟,秤.大豆,小豆.

葡資等を作る｡ これは.生齢/J二の恋さに対する労力分取と冷害予防の対策になっているのである｡史

料的な袋づけはないが.ある窄2度,当地域でこれらの作物が作 られていたと考えられるが,銀納串が

これ村税 ､と自給的生産だけでなく,鵡SJ.作物の帝人が早くから行なわれていたのではないかと思わ

れる｡

土 地

吉Uf村乗組のRI･Arl畝福は,-G永年間の史料に依ると, 12町 5反 5畝 1歩で 155石4斗 5升 9台

である｡ その内訳は衷 2- ～l l4の如 くであり,脱離の平均石越は 1･2石となt),県北の地域では

平均的な数値であるo この数値は,当地域の地理的条件か らすると妥当なものといえよう｡すなわち,

現在と近世のLl笠菜のil軸条件がほほ同様であるとするrJらば,平坦部が少なく.川沿いの段丘ならぴ

fこ山旋部までの丘捷地相を排すJ日仏として利用すZlと,絶Ll｣JH,御地等の水利の良い秘所は別として.

滞慨設備のま剛 ､天水約の凹灯Iでは.itLJifl的にも恵まれていないため,土地生硬件が低 くなるのは致 し

方ないと貰えよう｡表 2- 2- 14に示しT=鰍 こm方面即割合が55番しかなく,万感 (生産性 )の

低い茄卿が飛び抜けて多い点が特数的である｡ この敷地は.吉m村より上流にあたる中谷,後山地区

であれは,もっと朗著な数僻が出てく,71ものと考えられる｡現に作州記の記載に依 ると｢村If古間上中

下 ｣と注釈して,各村々の評価をしているが.後山,小谷,帝野の評価は｢下 ｣であるのに対して.

割Il.尾崎は｢上 ｣とされている｡一般〟豊EEの土地IgTf布状闇はどうであったのかというと,EE屋であ

った又兵n-の所有耕地削合を滋 2- 2- 14にli!lげてあるので参照していT二だきTこい｡又兵砧は.当

約に於いては上桐戯Ee,であり州主的な仕･1LBも有する梓になってきTL-a(衷 2-2-15参照)鮎の所持す

るlllLAHは拝JJJ比率がt7;く.荒~引7.2.TJ-も2IlJ.lljを越える朽!度で,i_1'1時代に於いては出かであっT=ろうが,股

｣二屑でこの程虻にしかならないということは,後述の酢何升鰍 こもiるれ 下朋Jl'iEEのf栄布地と小YF:

状涙が推測できようC

脈慣FITq成

表 2- 21 15を参府していたTL71きたい｡ この未は天保 11年 (1840)i:り安政 4年 (185

7)に至るまでの 18年間で.記録に残 っている各氏の称 古の推移を示しT=ものである｡紐帯に多少

の変鍬 .iあるれ (天保 15年は一部か )附 .I.-の咽掛 亡よって区分すると●,(惣作分を含む )

ア ) 持両が上即日していく背 22fJ

イ) 持掛 こ変化がない者 9名

り ) 持諸が減少していく者 9名
I-..-

(枇百姓 も死亡と鑑別出来ないのでイ)に入れた )

の脚 こ,持前･-が相加していく者が三r徴 を占めているC 掛 こ滅少をきT=している新著rJものは惣作分で

あE).天探 11年には組-/.二).の占別を占めていT.･_のが,軍政 4年には約 511JtuEこ落ち込んでいるo図2-

2- 1は,主な百姓の綻迫をグラフに衷わしたものであるれ 10万百未満の者の柳 田と,惣作分の

急t.細くよく示されているo持高階月別節成をみるrJらは,これらの点が如実に示されている｡衷L2Jl占

図212-2はその推移を示したものであるが,徐々に土地卿 の傾向を見せている｡ しかし.全般的

にみると地主屑がおらず.経哲規模も小さく,階層分肝は未発達であったといえよう｡
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百姓名天保11天伴 11 同 15 間 1 4 同 15 ! 弘化 5 1(1840) (1840) (1842) I(18 45) (1844) (184占)

兵 助小 十 郎茂 左 裾 門市右 術 門栄 (原 )蹴柳 磯伝右 術 門 ,i仁 `I.I lIl巨 ､i l i ■r r 1. 1日 !

J

i

(史 料) I I 行 年御年-ii tー糊 勘定削匝 軌毒 i

褒 2-2- 1占 持筒階層椛成の推移

年 次 天保 .5 日 844) l 弘 化 4

十 色 -｣ 虹 Fi激越‡▲ 娼 金証 コ 二封 琵比 率 l戸 数 _ 】ー 比 塾

1～ 5 14 告 三 … 5 5,61 石 未 蔚盲■J頬 高.合 計 422 18.2 2.96110.O i54.925ト 5 5_5 i1 0 0 !lI

(史 料 ) l 1ー -.■-.-■■_一- .■■- I
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▲ ト
(5) 近世段村と戯民家族

(1) 近世EB村の変化

近世E笠村は.武士と出民が身分上の分離もほとんどなく定任して.血縁的結合の強いFIl性段村とは

らがい,出民のみが定住して強い地縁的結合のもとに,自治的な村落共同体を形成していたoT二だし

近世のE3村は,瀬#･体制の最下部瑞相として位田づけられていたので,腔民たちは.自問生活の柳部

にわたるまでの強い統制をうけていた.本百姓によって捕成される村では.普通その構成Elから選任

きれる村役人を通じて,法令の伝遷.年頁の納入,相互扶助の機経が果たされ.下部構造として, 5

人組がおかれていたO また,本百姓は,#部体制を支える封建良民として,所持稀の売掛 まもちろん

のこと,一定限度をこえた分割相続 も禁じられていた場合が多かっT:のは周知のことであろう｡

しかし,近lLr中期以降.商品経済の進展における血相への貸弊凝析の投透は,比民間の貧富の差を

助長 していったo芋運府は,天明糊以来の全国的な大飢餓 による年苛収納の低落から,ますます年日収

苛を強化しようとしたので,出村では,四･Nnを質入れしてまで年雷を納めようとしたが,その過程で

土地堆朱と壬かFTが行なわれ.結果的には少数の即 R,地主と多数の小作出藍が出現することになるO

この臥 Jli民の没落慣向は進展し.一石以下の勲掛 こ近い極貧出民層が急増してゆくのである｡

乗粟台村は.山間の戯村であるために,時期的にはiB!れがあるが,天保以降,圧倒 や林山を担保に

して.野地凹係がかなり進み,その結果.一部の少数の股民に土地が碑申されていた｡ これに附して

は,吉B]村 (この村は比較的資料を盤期 しやすかったのだが )の検地帳や数多 くの質入れ恕文からわ

かることなのであるが. こ こでは触れない｡

さて,この時期の吉ErI村(こおける出繋経営の規模はどうT='っT:のTLIろうか｡帝柵体制における出村

では.単折家族小粒経営の上に,安定した年乱 諮役の搾取を突現.維持させることが,非榔紙主の

小Ll泣維持政辞の証蜜な課題であったo しかし,吉田相でも,買地幽係が進展してゆく泡箱!で.出準経

営の塀細化や出藍の投渚が進展してゆくのである｡

表2- 2- 17は,安政 7年 (申2月 )吉酎村の｢宗門人別御改帳｣(山根家文相 )により,石高

別にL:n窮樫哲の大きさをあらわしたものである｡ これによると,安政 7年には.無宿のものも含めて

1石以下の出家co持荷は吉FfI村全持高の5･8多にもみたないのに,戸数は,全戸数の4L7串も占め

ていることがわかるO特に015石にもみたない仏家が9軒 もあり.吉EM寸の戸数の22,1多にもあた

ることから.投薬経営の零細化が出番になってきているO これらの好餌飽民掛 よ.しだいに没落して

ゆくであろうO しかも,これらの瓜民屑は, 1石以下の持筒にもかかわらず, 4人程度の家族を馨っ

てゆかねばならないのであり,その経営は,年も使わず2- 5人CL)労働力で行 う場合が多いJ:うであ

る｡ このような恭しい段EEたちは,江川Hや林山(来襲台村は地形的に耕地が少ない)を質入れせざる

をえなくなり,そのために土地を失なってゆくのだろうが.そうしてまでも耕作を断念することはな

かったのfごろうO山軌 ､吉田相も,時代の流れに逆らうことなく,必然的に,斑地地主-小作人とい

う幽係をつくっていったわけである｡ 1

J I
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表 2- 2- 17 石高別L'辻井経営

(症 ) ｢宗門人別御硬板｣ 安枚 7年 (郎 2月 ) (山根家文=,ll)より作成｡

(ロ) 出E･,家族

宗門人別改帳は,本来的には,群府の,キリシタンや不受不鮎派等の｢邪宗門 ｣禁制の手段として

E)i鵬されTこ僧家'l'L-u度を徹底させるものであったれ それだけにとど法らず.住民の生活をすべて監祝

し,規制するTこめの役割 もみのがしては/rL･ら/A:い｡宗門人別攻略には.所持の石高,牛喝数,人口や

家族の蛸成等が記職されており, これと.稚拙掛 こよって.腔羊蹄肖･の様子がうかがえるわけだが.

r･A岬 に.家族全Llの続柄や,令.泊 ･年齢が紀服されるので,一座の戸糊縛となっているO このことは,

曲民を土地に柴粁 ㌻る芯味で,きわめてTri要なのである〔

次に,吉rlI村の宗PFl人別帳について,Jl'注民税刑というJりもむしろ.且!皇民家族という側面から,考

えて(g'きTこいと想 う｡

r安政7年 申2月 )

柘三拾五百七升

(a) -.3:1吉宗宝妙寺旦那 官 次 年四十四才 6:TTL

･同寺.El那 Lfi!人女房 な み 年弐十三才 御

･同寺旦那 娘 て ふ 年十四才 の

･同寺旦灘 的 み つ ''7-:九才 (FIT.

･ rF'']寺旦那 娘 み よ 年期才 ¢:ib

_45-



同寺_El那 母 し の 年七拾才 節

男壱人
〆 六人 内

女五人 内管人他 5来
年一疋

昂弐捨石弐斗八升

(b) -.主ri吉宗宝妙寺旦那 苗 六 年五十四才 伊

同寺Lj邦 同人女帯 せ き 年四十六才 幹

一 同寺旦那 娘 き わ 年式十三才 ㊥

r-n｣寺旦那 件 炎 治 牢弐十壱才 師

岡寺貝都 娘 ゆ う 年十六才 (節

r=rTJ寺B.那 姉 つ ゆ 年五十四才 (卯
l

男弐人 外二壱人他へ出申恢
〆 六人 内

l ■

女四人 外二壱人死失仕侯

年-疋

告田村の尉 門人訓掛 ま,野軌人を中心 として.血縁者のみがまとめて配賦されているo(a)の鱗台.

家族の中には.他の村か らやってきた-LJ性が,おそらく肺胞によるものであろうが,一人含まれてい

る｡(b)の場合にも男件が他の柑-.拶勤し,女t紬L 人死亡 していることがわかる｡ このように ,宗門

人別改帳によれば.IB軌も含めた,家族構成がnJ3らかになるO これは.先にのべたように,LB民の規

制一土地栗kl],あるいは宗教政策の一粒として.屯要な怒味を持つのではないだろうか｡ このことは

同相の『Tl入組抑評判帳』をみれば,より卿掛こなると思 うO ここで.山根家文CLか ら引用し′こい｡

安攻三年 作別吉田耶

切支丹御法度五人組御諦判帳

辰二月 吉肘村控

切支丹宗門御改之灸々

､ -. 切支月宗門御制祭之儲卸荷札2両.逸々華承知.常々家内之老若男女江鰯僻怠可申捌,若

歌仙断不ETl出音有Jz.脇 夕於相afl候二者,可為罷雅之粂五人組共二吟味可仕侯歩 一

-. 弐歳以上9ヨ女宗旨改御帳面二付可中 心 ' -

-. 他国江被越侯男女又者.縦御領内ありとも,某所を酋住居仕候者有2分者.人別改2時ら

革新伸輔帳二郎職可出之邸

-. 他所5集り仁目地家屋 等相漂又者,令借宅住人二成又者.他縮 ら養子撃取媛取仕侠ハ.御法

度之宗門二両撫之井親族之者税源樹者等二毛不及承 .)鮫肌 詔文取之其村庄屋年寄fL人細江

中間恢上.大EE屋江栢断且又其節当iu,ニ而_El.都寺之討食思文宗旨車行所江差出申候,去人別

改之節増減帳二門出し可申候耕

一.他所古家二来之男女 鰐候節者,御法度之宗門類族二両茂鰯之旨経文取之差出可中野

-= 二 IJ



-. 宗旨を帝又者_Ei那寺を替申ti享有之者.庄屋年寄五人細江申談畦上大庄屋万江断承 り田,井

上二両毎春人別改之節宗旨奉行所汀可相断耶

(山根家文i昏)

宗門人別改帳と,五人親許刊帳を照らし3)わせてみるlJらば.出民の規利一という点か ら共通の宕

図が明らかだと思うo後者は,+.1日こ切支丹取締 りが未来的IL芯味であるが.撫軒者の存在をこはみ,

自由11出入を禁じていることがわかる.つま り,肺胞や.年季奉行 (吉Rl村の似合は明らかではない )

など,ある粒を度の出入は詐されるのTfが,その際は.自分の村の,庄屋.年寄などの村役人や五人紬

に.記文を適し,さらに,当地においても寺前悪文を宗旨奉行所に差出さねはならrJいのであるo さ

らに5WJ:Uがなされf=場合には.先にみてきたよう(こ.宗門人別帳に記城されねはならILいのであるo

こうしてみると,かなりの規抑 よあっても,ある押Bfc)興劫を含んで記載されている,宗門人別蚊

帳の家族というものは,榊 休制(こおける段flJのFllでどのような宕味を持つことになってくるのであ

ろうか｡砕かに,宗門人別攻帖には血縁とか夫如とかが.そこに記きれてからt=lfの韮準に/,(っており

その熊EJlを一戸の家とみるg_JBもありうる｡ しかし.血韓日1体を一戸の家として成立させることは,

近tB.'封地利を考える上では,間脳がある.,

中村吉給血 ま『JJ群耕体制論 』(山川出版i･JI)一検地鮎と宗門帳と出民家鮫-において.宗門人別蝦

の烹朕は,-riL租収取現場であり,ili一概負担者 としてエ民rzJ法定を行なっているとのペているoつまり

｢宗門鮭記tほのような凍.血縁者JJl日1という家は,ruなる血棺,生物挟l係によるまとまりを記したま

でのものである｡そこには士Iu!所有について,放棄の文現Lこついて.なんの糾約 もなく,関係もない｡

宗門帳はそういうことには.無期係 ｣ということなのである｡結別は.実際のL"1民生宿の土地所有の

Ltl･位としての家を考えるのは.如即なのであろうo

h) お わ f)に

以上,吉m付の宗門人別改帳を主な･原料として,近世E射 と段民家族について,やや典休的に考解し

てきたわけである｡ この過程で宗門人別Ic'(帳が果たして正しい記載がなされているか-という点につい

て,検地帳との吟味,検討を行rJわTfかったことは.反省の余地はある｡結局.仙 こ幽しては,割り村

のJ,'空襲経営の面から,近tu出村の変速をみていったTfHてあり,不充分Tl点が多いと思 うが.同じ日本

史班の訓死を参称 こしてほしい｡(ロ)lこついても,検地帖との関係においても,家族を考えてゆかねはTcL-

らTfかったのだが, これに関しては.今後,さらに研究してゆくつもりである｡

(加藤 Tfるみ )

参 考 文 献 (第 2節 (4)(5)) ､

.中村吉治 『Jj-1.喜怒体制論 』 (山川出版社 )

･山口啓二,佐々木潤之介 『体系日本の歴史一帯諾体制』 (日本評論社 )

･位原荘介仙 『日本史の韮礎知識 Jl (有斐閣)

･歴史学研究会 『封建日本史4 揃.雌制社会 』 (罪京大学出版会 )

'石島敏雄 『日本地工制政研兜』 (岩波lLt店 )
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第 5 章 人 口 と 集 落

第 1節 人口移動と過疎化の問題

(1) 総人口とその推移

岡山鵜の北東部 ･鳥取 ･兵痔県 との頻を境に位既する山間の小村である東粟倉村の人口規模は.昭

和 50年 (1975 )のEd噴JIIJ査vcよると1505人で,その円訳は男子 725人 ･女子 782人

で世p.'17奴は,425世帯である｡

この村の総人口,並びに,世相奴の推移を衷VEあらわす と,表 5- 1- 1のようvcなる｡これを

時代a･追って見ていくと'明治55年 (1902 )12F151即 す工.2195̂ ,円男子 1064

人,女子 1041人. 57d戸の戸政が記稚されてV,るDそして,大正元年 (1912 )作は 22

79人と言うことで.明治末朋から大正初期にかけては.Lj本環済の婚展 とともvE,全周的vE人口

が増加し,東粟倉村もその例外ではないということである｡そ して,大正 9年 (1920 )以降は,

因鍬凋杏が行なわれ5年ごとの記舞が充実 してくる｡ただ大正 14年 (1925)の記錬qrみられ

るよう(A(,剤 斗vrより故値vEばら1きがみられ, どちらをとりあげるかかなり迷 ったが,ここでは

原則として.良潤viCわたって資料のあるT国勢詞虎Jをとりあげて考額をすすめたい｡

大正9年以降の人口 ･世帯政の推移をより明確rEするためtR:,明治5 5年の奴値を 108として,

以後の奴値の指奴を間作あらわしたものが図5- 11 1である｡これをみると人口の明治55年か

ら大iE元年-のIf7加,大正元年から大正 9年-の粥少,大正9年から昭和 15年 (1940)-の

安定が,明らかである｡大正9年vtおレ､てもっとも特徴的な刺 ま,世帯奴の増加と人口の減少 とい

う現象である｡ これは.硯住戸奴をとりあげた頃料と世帯奴をとりあげた/跨料vEよる迎レーで生 じた

ものかもしれないが,一世),rTあたI)の人,iLiの減少化より必然的vtおきたもの.つまり,家族のうち

の一部が?,I-次世界大俄の好演気の中で跡 hI部へ流出 したのでは/iv･,かと考えられる｡

昭和 15年から昭和 22年 (1947)vtかけては急激な増加がみられる｡これvCは,昭和 16

午 (1941)vEはじまった太平洋戦争が大きく抄甘 している｡つまり,戦争の激化Kとも/=い,

疎開のためVt都市人口が流入 したものと考えられる｡その増加率は24･8飾VCも及び,わずか7年

間で502人も人Ljがふえている｡ただその円訳は.男子 1251人,女子 1292人で.これま

で.明治 .大正を通じ,昭和 15年まで男子の人Flの方が多くをしめていたものが,昭川 2 2年の

この時点で始めて'P,女の捕球比が逆転する｡また,l哨和 22年から25年 (1958 )-の 100

人あまりの増加は,べビ-ブームの現象のあらわれと思われる｡昭和 22年, 25年 と増加rLつづ

けた人口も暇和 50年Kは減少傾向vt入り,以後ずっと減少の一途をたどってV}る｡昭和 45年

(19a5)【･こ公布された ｢過疎地域対慣廉急括L'姑 ｣作よると,13-51勿T･JLL･]壷の結果に照らし,過去

5年聞vE人口が 10啓以上減少し,調禿年度を含めて, 5年間vE財政力が著 しく減 った (財政力指

政の平均 40勿未満 )市町村を過疎地域と呼ぶとVlうようtq一定めているが,東'雫倉村の場合は'昭

和 40年から45年vcかけて 19.8頭の減少 ということで.十分これVE該当するのではないかと忠

一49-



表 5- 1- 1 東粟倉村の人口変化

(江 )

明治55年大正 1年は｢岡山県統計 '00年史 ｣大正 14年 12朋 .Hは｢統計表綴 ｣さの他は

｢周軌嫡査報告 ｣-1JEぴVC｢統計台帳 ｣岬珊 41- 44年･ 4 年̀- 49年は｢流励人口｣(県庁資

料 )より作成｡
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われる｡ただ世帯奴の減少と人口の減少作は差がみられ.世帯奴は,昭和 50年をt:I-クVt以挨減

少の一途をたどりながらも,相対的Kは,明治 55年の甥住戸奴,及び大正 9年からJ唱和 15年の

世帝政を上回る政をしめている｡これは,高度経済成長vEともなう若年労働者の,h出,及び.核家

族化QCよる一世帯当 りの人政の減少,子供奴の縮少のあらわれであろう｡この幌向は,図 5- 1-

2V(あらわされるようVC.東菓R村円のすべての地区で7*られるoこの中で,後山地区は世帯鮎の

減少qc比 して人口の減少が著 しVlようVEみられるが.凍少の割合は.昭和 40年から45年の5年

間で.後山で5015多.中谷で1510〆,青野で1515帝.太田で55.4〆,野原で27葬,吉田

で24.2歩,川東で20.4序とvlうことで,全地区でほぼ同じような減少を示 しているとみなして

よいだろう｡

また.東粟倉村の人口の減少傾向をrdl山塊下の他の地域の動向と比べると,図51 1-5のよう

vcなるoこれをみると同 じ英田郡の中でも特vc東落せ村の減少は著 しいものである｡このような減

少を生んだ昭和 40年以牌の転出 ･転入及びL+J'年,壮年潮の都市部-の流出vcともなう人口の老齢

化vElいては,以下の節でくわしくみていきたい｡

(明 石 由実子 )

(2) 人 口 移 動

(イ)年峨別転出 ･転入

転出者紋,転入者教を年齢別vrみていくためt̂rJW和 4 D年, 41年, 42年と10年間を律て昭

和 50年, 51年の5カ年の男女 ･年齢別転出転入故を表 と人口ビラミグトveしてみJもと,以下の

ような考察を加えることができる｡ (図 51 1- 4-回 5- 1- 14)

(a)転 出

転出者数でみていくと,多いのは男女を通 L:て54才以下の階層であり.その中でも特KEl立つ

のが 15才から24才の階軌 つまり若年労働力の幡鳩である｡Ti5度経済成長期といわれた時代の

昭和 40年veは80人(77.7序),昭和 41年vEは84人(68.8飾).昭和42年は85人

(占ム9飾)というようve全体の転出者収VC占める割合がきわめて高く,これVC25才～29才の

階1酉を加えると80碑以上の端率を示す｡約 10年を臣た昭和 50年,昭和 51年vtおいても15

才～24才の若年労脱力の階 '̂jのLLt.'lJ合は各 々54人 (55.6飾). 57人 (5ム9啓)とかな.)の

高塀を示 し.これに 25才～ 29才の暗kjを加えると70車近い山率を示すことvtなる｡ しかし.

年次を産るごとVC転出者奴t̂Iおいてもその:-u合においても少なくなってきてお り往円すべきことで

はないだろうか.I-)去りここでの若年労脚力の階泊の転出者奴とその割合が碑少 してきているとい

うことが示唆していることは,惜和 4 0年～昭和4 2年の5年間は経済F:Jj度成虫期の巌中であり.
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.1掃川は.らの労働力の詔要も多く,若年別 物者の充分な椛喝の/Iかった当寸から.帝脚力として虫

ち;T蝿である若年蛸の転出とG.ったわけであるoまた#.済の不況1帥 入･-た昭和 50年.昭和 5 1

羊の転出で転出総数とそれK占める若年労働者の割合が減少 しているOlは,僻和 40年～昭和 42

年ol5年問の喝合の逆であり,他捌 結,他那 J'村での求職が減少 してきたことを示 し,転化が少な

く/まr),若年労働者が地元vrとどまり-1つあるという析向を示 していJ')かのようvir見えるかもしれ

Li.いが,これはこの村yeとってけっして再ば しいことではないともいえる｡つまり,村の絵人口,

男女別年齢ピラミッドなどをみても.この2,5年で碑,y率がvirぶってきてはいるが.これとても

いせん減少 しているV(はかわ りはない し,人口の老齢 化は否定することeJできないOまた年次を経

ろVeしたがぅて人口のビラミ,ドも典型的な過燕地域 となっていること'1示 し,特に24才以下の

人口の全体vE占る割合は低 くなってきているのであるoつまり昭和 50年. 51年vcおける転出の

減少,または若年労働力の転出全体vc占める割合の低下とい うの仇 鮫人口の若年労働力の減少そ

のものを示 しているのであるといえよう｡
L

l

(b)転 入 1r

転入の男女別ビラミ,ドを見ると,転出の場合と同じく,若年労働者層が多い｡ しかし転出と比

べると.総 じてその割合は低 くなっている｡転出転入総数に占める若年労働者層の割合は,昭和

48年転Lti77.d車,転入 55.2多,昭和41年転出 68.8序,転入 占5.5席.昭和42年転出

占･i9帝,転入 46,占頭,昭和 50咋転出55.6虜,転入41.5飾,昭和 51年転出 56.9か転入

Lid19飾となっている｡一)まり,当村は若年労胸者層の転出が転入をうわまわ ってお り,ここでも

人口の老齢化現象がみられるo転入で注目すべきことは, 20才～ 24才までの女性の占める割合

が痛いことである｡昭和 40年 15人,昭和 41年 16人,昭和 42年 10人,昭和 58年 17人,

;Jt5'和51年 10人で転入全体vE占めるTLtA合も,それぞれ. 22.4多,26啓, 14飾, 25飾,

20車と/=り全階周の瓜高であるO これは中学校, 高専学校を卒業の後.他府払 他市町村vr就職

し'結婚届絡籾i･間近に迎え.一度備付 したものと考えられる.

(佐 木々 態 二 )

'I∫

IlI
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衣5- 1-2 年次 別 転 出転 入 者数

Hi･二) firY']山リ.(一人｢1の必き.3及び火莱缶内｢庵LL他 人較｣より作成｡
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伯)地域別にみた転出 ･転入

まず最初に,資料が十分手PC入らず.昭和40･41･42･50･51年のものしかなかった

ため.軌前などとの比較考察ができなかったのは醜女であった｡このため考察の進め方は,昭和

40-42年と同50-51年の比軟vcよるものVrなる｡

(イ) 転 出

東粟倉村からの転出者数は昭和4°年 185人, 41年 128̂ , 42年114人, 50年100

^. 51年59人と51年を除いては海牛 100人以上が転出している｡ 51年に極端vt転出者が

減少しているのは.不況の影響でやむなく村円 にとどま.,た者がふえたためであろう｡

この転出者数を地域別 (都道府娯別 )にみると,まず第一に岡山,兵風 大阪の三府淋vt転出が

集中していることがわかる｡三府県の中でも特vE兵蹄脂-のものが岡山県円のものをしのぐことは

注目すべきことである｡ (5年間の合計,兵庫 185人,岡山 154人 )これは東粟倉村の位配が

岡山県の澱東端であり.距離,交通などを考え合わせてみても近故圏とのつながりが強いと考えら

れるからであろう｡

三府県の転出のうち,岡山総のものからみてみようO転出者総数と全体vE占める割合は次のとお

りである｡

衷 5-1-5 県内への転出者の年次別変(ヒ

ー＼ 年度 昭和 40 41 42150
娯円-の転出者銀山27415438

岡山娯円-の転出vcは二つの頬型が考えられる｡一つは大原町,美作町.秤山市/=ど-の比校的近

距離のもので,これには結婚Kよるものが含まれるため女子の割合が高い｡もう一つは岡山市など

Ll六両への転出であり.HG市部への出俊ぎ,挙家離村簿が含まれている｡

兵庫姑-の転出は三つVE分けられる｡謀‡-vcは佐川町など近距雌の転出で,大原町-の転出と同

様の憤向がみられる｡研二は姫路市周辺-の転出である.東粟倉村からの直緑距離をみると岡山市

まで約 8Ohm.これvc対 して姫路市までは約50LJである｡比校的大きな郡市-の転uJ,先として,

岡山市よりも近拒雌に兵庫鵜の都市がある｡ここ忙兵神保-の転出が点も多い崩大の原田があると

思われる｡転出の製憲としては抑IL市周辺-のものと大鮒司じと考えられるが.人数的Kはこちら

の方が多いと思われる｡第三には神戸市周辺-の転出であるが,これは阪神闇-の就Jii'&'進学ある

いは出塚ぎのための転出と考えられる｡以上が兵礎鵜-の転出型儲であるが.転出者虚礼と全体に

占める割合は次のとおりである｡

衣 5- 1- 4 兵畑県への転出者の咋次別変化
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特例日和 41年の 54人 (42.29g)が注目されるO

大阪冊-の転出は神戸市周辺-の転出 と同 じ意味 を持 ち,就職のため単独 で,あるいは琴家で転

出するものが多軌を占めていると思われる｡大阪府-の転Itjの場合, この他の何型 (すなわち,大

原町,佐用町等-の結婚等による転出 )はみられ/iい｡その分だけ転出奴は少なく,兵締,剛山tnr

次いで第 5位にあるのである｡転出者数 と全体vc占める割合 は次のとお りである｡

=& 5- 1- 5 大股FflJへ0)F転出者のLF.次別変化

≡ ≡ 三 二 三 二 ‡ ‡ 二 三

(症 ) ( )円は大阪市

以上,岡山,兵庫,大阪-の転出をみたわけであるが, この三府鵜への割合 を合計 してみると,

昭和 48年 88.5帝, 41年 95.79g.42.年 86.29, 50年 81.0虜. 51年 8iO弟, と各

年 80碑を越 えている｡ これをみてもいかVEこの三府妹vr壌申 しているかがわかる｡ただ4 0- ･

42年 と50 ･51年を比較 してみると40- 42年は85虜以上, 50 ･51年は 80- 85秀

とわずかL'(やが潤少 している｡塩奴が多 く′まいことと節付不足な点か らはっきりしたことは言えな

いが.以前ほ どの≡I符娯-の指向がなくな り転出先が多少広域化 してい るのかも しれない｡

前出の三府Lr.i-より旭の通.剛 ,L･-の転出は全 くlP変性は低い｡京浜J!i･r･'J,:-は各年 4- 5人の転出が

みられ,進学 または就職のための転出と思われるO比樺的距租が近い鳥取妹や香川娘-の転出は傾

l.

･. ∵ L∴ ∵ 二 二 ?.:=∴ ∵ 二 二 ∴ 二 言 ∴ 三二

果であると思われる｡

これが東粟倉村からの転出状況 であるが,最後托まとめてみると,頬型としては婚姻簿Vtよる寸､

のと,出稼ぎや就職vtよるものの 2--vcか ナられ.前者は周辺の市町村-の転出や;多 く,後者 は姫

路 を含めた阪神地域vt多くが転出 してお り,大都市地域-の転出の傾向が強 く現われている｡転出

先 として.仰山.兵庫.大阪の三府?,J,･が 8捌以上を占め,現在までのことを考 えるとこの傾向 はこ

れからも就 くことはほぼ聞達いない と思われろ｡

-Jトーー



(I) 転 入

東菜食村-の転入者虹はL唱和 40年 占7人, 41年62人. 42年 75人.50年= 人ノ51年71

人となっており,人数の増減としての傾向はみられないoこれは東粟倉自体が人F)が少なく,これ

とい った産業もJkいので,きわだった特徴が現われないのだと思われる.

次vc転入者を地域別 (都道府搬別)vcみると,転地の場合と同様剛山･兵庫 .大阪の三府県ve駐

中している｡また兵庫税からのものが同日｣l娯円のものをしのぐことも転出の場合と同様である｡

まず岡山県円からの転入をみると,次vE示すとおりである｡

煮 5- 1- 占 県内からの転入者の梓次別変化

年度】＼主脚 40 4 1 42 ![ 50 .fi .51

如 円 か らの転入者鋸刃 18 24 ･d 巨 4 22

割合は各年転出の場合と大体同じ比率を示 しているが,昭和 50年だけ転出の5&0弟K対 して

51･5庫と10序以上高い比率を示 していることが注目されるoまた51年も27.1兎vt対 して

5ll0帝と転入のほうが商い比串となっている｡類型としては婚嶋などvEよる比較的近距離のもの

と,..i一雨の都市または榔市周辺からのUター ソVCよるものとの二煩型vr分けることができるであろ

う｡このうち前著では女子の比率が高く,後者では逆に男子の比率が高いことが予想される.

兵稚971-からの転入は先述 したようK岡山鵜円のものよりも多く最も多奴を占めている｡人払及び

全体vE占める割合は次のとおりである.

-& 5- 1-'/ 兵雑損か らの転入者の年次別変化

年度 昭和 4 8 41 42 50 152

兵 頗県 か らの転入者数(A 25 1! 25 54 16 24`

▲tl.ヽ ( .L , ll･

各年 50車以上と高い比率を示 しているが, 50年だけは岡山鬼門のものが多く割合も少なく'J:っ

ているOその他の年は岡山よ')も多少多くなっている｡兵柏県からの転入の類型作は恥1傾 円のも

のと同様 2/-の額型が考えられる｡件月JWTやその周辺の近距離のものt,Lは婿鯛によるものが多 く女

子の比率が高いと考えられ･姫路及び神戸周辺からのものVEは男子の比率が高いと考えられる.兵

絹児からの転入を男女恥 でみると･男子 占9人･女子55人であり男子が 16人多い｡このことか

ら考えて長姉鼎からの転入V(は神戸や噛略周辺から転入つまり那 h-b▲らのUター ンKよるものが多

いといえる｡

一一7占-
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次に大阪肘からの1転入であるが･総数で占4人と岡山･兵脚 相-W btiLfrJ足 らずとなっているO各

年の総数及び剤合Erl次に示すとかりであるO

衣 5- 18 大阪府からの転入者の咋次iLTJ変化

て こ =ここ--＼讐床分 欄 和 40 皇 41 i 42 58 1 511 梱 ! .5(7,大 阪触 らの転入者叫 19 ll 15

E (注 ) ( )円は大坂市

40, 41. 42年と50, 51年を比較すると50年の?Ll帝が極端K低い値を示 してお り,大

阪府からの転入:比 率が低下気味である｡煩1･BI_としては神戸や姫路からのものと同様∴UクーソVE

よるものであろうと!･.Ptわれる｡男女別にみると,男子 28人,女子 56人であり女子が8人多いこ

とは兵樺県の場合と埴い,大阪府よりの転入の特徴となっているO

ここで転出と同じようVC三倍県の割合を加えてみると,昭和 40年 92.5帝,41年 95.5飾,

42年 89.0虜, 50年 8A.8啓, 5 1年8ま1序と/1っているOこれも転出の場合とrF.1様 40-

42年は90射嗣番, 50. 51年は80飾あまりと三冊県-の背き中晦は低下 しているといえよう.

三倍J!1-以外からの転入は地域別vi{みると少数でもあり憤向といえるよう/xものはみられない.た

だ京煎周からの転入は40- 42年代:は全 くみられなかったのVC対 し, 58年vr2人, 51年r,C5

人とl刑 n統向vcある.転出においても京浜間の比卸 i州加 してお り,三何県-の1姫中皮の低下とも

合わせて考えると.交劫鯛蛸のノ日蓮などVEより転入の前任地が広域化 しているということができる｡

以上が-Af驚舟村-の転入の地域的考察である｡全体の帆句としては岡山頻円,兵価,大坂の三JFT

県からの転入が圧:}11的多牧を占め,他の地域からのものは相加傾向はあるが,絶対牧 としては少な

い｡額型としては崎姻などによる比樺的近距離のものと, 50IR以上戯れた大都市及びその周辺か

らのUターンによるものの2つVt分けることができる｡

最後vE転出と転入の幽係をみるため.転入の転Ujvc対する比率を計貫け ると. 40年 65.0序.

41年 48･495, 42年 82･9多, 50年 日 韓, 51年 128.5飾となっており,特忙51年の

I20･5序とこの年だけ転入が転出を上回っているのが注目される｡これは不況 Kより転出を掩え

たことと,lJクーソが増加したためであろうと思われ,駐韓的なものではなく.一時的なものであ

ろうo伐 りの各年は転入が転出の 7割以下となっており過射 ヒ現象の原因vc大きな膨潤を及ぼ して

いることは締易K想像できる｡

以上で･-'東粟倉村における地域別にみた転出及び転入の考察を終えるが.埼料の人手不足IKより明

確な考察ができなかったのは非常作成念であった.

( 高 木 宏 幸 )
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第 2節 人口構成一老命化 一

人口現象の中で蛙も苑本的な人口構成は.rJ女別牌戒 と年齢別F.I-ri成であるが,ここでは年齢別

偶成vE頂点をおいてみていきたい｡

大正 14年 (1925 112月主lEl,昭和 25年 (1950). 55年 (19dD), 45

年 (1970), 50(1975 )1D月1日の人口ビラミ,ドを作るとr9u -2- 1のように

なる.大JIE14年のものははば笛土山)iLU_を示 し.虚人口の中で14才以下のしめる割合は41･0

飾占5才以上のしめる割合は5.5錦ということで人口増加を促す戎展的/Z偶成であるとみてよい.

昭和25年vEなると,男子 1,295^,女子 1,555人で男子の徴が械少し.特vr25才から

45:れ7)階級の人口の減少が目L̂Ilくが,これは明らか･,.tli屯争VC上る膨河のあらわれである.ま

た0から4才の階級が多いのはベビーブームO-)現句のあらわれである｡ちf=み咋この時の, 14

才以下のしめる'.I.川合は58.2多, i5才以上のしめる●割合は6.5弟であるo

-1.--
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昭和55年の人口ビラミ,ドは,奇妙な形態をしている｡このような形鳩は,一見 してわかる

ように.高度経済成放下KおいてのES_l山村の杯市-の人口流出を如実vt表わした典型的なもので

ある｡特に男女の 15から19才の階親 は,若年労iira者の郡市-の流出を示すものとして減少 し

ている｡そしてこれらの階級と20から2 5才の階級の減少Kより, 0から4才の階級も減少し

村人ロの老齢化が進み-,つある｡ただ10から14才の階級が先のべビープ-ムのなごりで他の

階級よりも僻をぬいて多くJiっているためK.全体的にみた, 14才以下の割合は5514申. 65

才以上の割合はa8秀ということで, 10年前と大差がない.

昭和25年から55年の 10年JIFJlと比べると順和 55年から45年の 10年間は大樹な変わり

具合である｡まず.成人rlの中で14才以下のしめる割合をみると, 55･4車から22･4序vr,

単純vr人口を比べると. 785人から561人vc減少 しており. 14才以下の人口は半分以下vr-

織っている｡これvc反 して, 65才以上のしめる割合は,a8車から1415多vr卿加している.

人口ビラミ,ドをみると,男女 とも25才から29才の階級のくびれがひどく, 40才から49

才の階級はあるY?渡 の数いることから,生藤年HuL音の中でも晋年債の流出が著しい,変形的なひ

Jうたん型である｡また男女比は, 100:115で昭和55年の 100:108よりまた差がひ

らいているO図 51 21 2のようK地区別vt,年怖別人ロを出 してみると,どこも青年層の減少

は変わりJよいが.帽Ja面織のせまい野原地区が65才以上の割合が 27.3蕗と高いこと,役場な

どがあり比校的メ-ソKq.耽する大竹地区が65才以上の割合が 1a9序と低いことなどは.全

(一t.1の稀1可をみるようでお手.しろい,,

昭和50年になると昭和 45年の帆句がより助鼓されて, 14才以下の割合は, 18,3序, 65

才以上の割合は16.9弟とほぼ同数.人口V(して 20人ぐらいの遭い忙しかすぎなくなる｡人口

ピラミッドはひ1うたん型で20才から54才の噌紬は,わずかK総人口の 11.4歩をしめる忙

すぎず.人口の半分以上が.中高年者 とい うこと作'1る.これは生産年齢人口.年少人口の流出

が赦しいためと,医非衛生の内周的進歩vEよる死亡率の低下に感関するものと考えられるが,こ

のようJ:Z中でどのように魅力ある煉村として生まれかわり老齢化を阻止するか.また.老齢者の

ための福祉施設などはこれからの側犠であると思 う｡

(明 石 由華子 )
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第 3節 職業別人口の変遷
ヽ

まず,座興別就業者の推移をみると,大正9年vcは, 1.055人もいた萌一次産業就第着も昭和･

50年Kは. 581人と2分の-以下vt減っている｡次に第二次産業社葬者は.昭和 55年までは

280人以下であったが.昭和 40年ごろから増え,昭和 50年では507人となり.第一次座薬

vE近づいてきている｡第三次座薬 は.絶対数ではあまり変化がないが少 しづつのぴてきている｡

(去 515-1参照 )

全就業者は,大正9年vcは. 1.151人であったものが,榊和 58年には, 845人となり.減

少率は. 25･4車であり.同じく,第一次産帯の減少率を大正9年から昭和50年でみると. 85･

1帝であり,帝一次産業の減少率が大きいことがわかるo萌一次産業の円訳をみると,林業 ･狩猟

紫等は第一次座業のうち5飾前律 しかしめておらず,漁革 ･水産薬は,研和 5年vc1人いたvEすぎ

ず,ほとんどいないO以上のことより.碑一次帝穀の就筆者数兆は,ほとん ど旗業就発着の減少で

あると考えられる｡ (表5-5-1参照 )

ここで,例F5-5- 1VEより解一次産第者の推移を見てみると,大正9年から昭和 5年まではほ

ぼ'jT<定 している.僻和 5年から昭和 25年までの萌一次赤紫就第着の増加率は,.18.5帝で,この

他o)人E)llf.11]n率は50帝となっているので,外忙出ていた人が終戦後もどってきて,終業vc従事し

たものと思われる｡その後,昭和25年から昭和55年までは,ほぼ安定 しているが,昭和55年

(Jrは, 96 1人いた第一次産業就楽音が,昭和40年vL'は, iG5人と,人敢vrして558人.翠

vcして57,2多の減少率を示 しているOこれは,人口ビラミ,ドを参照すると, 15才から29才

の若年労働者の人口が減 った,ひ lうたん型を示 しており,この年齢層が高度径帯域女のため,村

外-働きに出ていったものと思われる｡参考としてこの5年間の人口減少率をあげると9.0帝であ

り.位'常数の械少率は. 415車である｡また,昭和 40年から昭和45年vcかけては,人稚で.

121人,率で2010年,昭和45年から;tR和50年にかけては,人数で101人,率で28.9帝

の減少率である｡

ここで,図5-512vtより,産莱別構成比をみてみると,大正9年から,昭和55年までは,

裾一次建築の鴨砿比が,80-9D庫と.,t悪く,第二次産業 ･第三LX:座薬の捕成比は低 くなっているo

順和 55年から昭和40年tnLかけて.第一次轟然の作成比が, 8i4帝から. 61.8頚と, 2 1.6

01jOと減少し'第二次産業は,5啓から24･4帝と19.4啓と増加している｡この墳二次産業の円訳

をみると･埋設紫が59人から180人,構成比として,ま4車から1i.4飾増加 し,製造業が.

16人から78^･構成比として1･4帝からaO弟-と増加 している｡これは,第一次産業従車著

の大幡減と･総人口の減少,第二次垂井紅紫者の棚 口からみて.第一次座薬従事者の村外転出,及

び墳二次GLf-莱-の転職 という,如 順 因として考えられるoここで,戯薬と建設業の構成比の推移を

示 したのが.阿5-5-5である｡これより,昭和55年を境托して.壊井就第着が.減少 し.建

LL詰JT-ytJ針蚊苦が卿 ilしていることが叩らかである0第三次頓紫の成井老数は,大幅なのぴではないが.
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P.JiTl155

第一次産莱

"年

略称40年

昭和 45年
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■I
劇

図515-2 産業別構成比

匪) 大正 9年はi凋 輿鋼iJ=亡報i'上!,nFf爪の部帝521uR網L抽'.-(内閣統計局 )よt),

nl'j和 5年はr閉山Ll去鎌計 100年史.J(WFn45JII=-)よ･'_1,

榊和 25, i0/tl=-はrlTtdlll｣恨 i榊｣トトia姓lIij(昭血 50, 5ち/LI:)i:;),

rWl和 5 5, 4日, 4 5叶は毒I'YyIFl舶 艶車F脚.日 m1115日, J5′ 4 51I三)

.上Jn･JJk｡
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就菜者数.構成比とも少しづつのげを示 している｡

ここで,大正 1年から8年までの現住人口職井別と現任戸数職業別のグラフを示 したのが,図

5- 5- 5と図 5- 5-8である｡ これ牡就菜者汝では/Jく,●家族 も含めた数でtDるので比掛ま

できないが,第一次確業が,人口をみても戸故をみても多いことがわかるOまたĜ三次座j芋が秤

二次庄某をうわまわっているということが,人口をみても戸汝をみてもわかるOまた戸ibごりに

ついてみろと.あまり大きな変化ほ.なくほは安態して-いろといえろo

( 井 上 正 遜 )
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第4葦 交 通 通 信

節 1節 交通手段と交通路の変遷

川 交殉手段の変遷

(1) 訪車台敬の推移

衰 4-1- 1及び末 4- 1-2,兼 41 115よt).誘'Tll.台鞄の推移を考察 してみるO柑観 して

みると,岡山県全体の傾向と兼業母相 とでは大井は/rいと思われる｡馬串についてみると.LPt･の統

計では乗用馬車は明治 15年から昭和 5年まで漸次城少 し,昭和 4年か ら仲われ/Lくなったと思わ

れるO荷･n用については,明治 27年から大TTI15年にかけて増加 し,大TF15fF-をピークとして

その後澗次減少 している｡確'粟舟村については,馬恥 i掩われてい/1-い0年巾は町統計lこよると.

明約 27年か ら急に仲｢円きれ鳩め,nWT14年か ら 14咋にかけて徐々に弼少 し,一一時叩加したがそ

の後な く/Jったと思われる｡-･J!'繋介村のl勺合.′ト帝についての幣やHLt乏 しいので平熱 まで.い.･い｡

rq軒 Fは手軽な賀詞).卿 判として明治末より岬加の-権 をたどった. しかし′rが らJl'.?禿では,野竹紳

付l'j転車,rl物二輪車の洋及Iこよって,qGLi'い状熊T･ある｡環椎に,F-1軸率の推移をEl.ると馬帝.

牛車の相次純少に作なって徐々に叩如し.特にn71;TT140;f-代より笥掛 こ岬加 している｡ これは帝乳

-1がTlの確連及び′卜碑の向上によるものである｡

袈 4I1- 1 FIYL目し収 におけるラン-河手陀o)変遊 川F抽 1LZ,ilL～rTl柏tld'rlr･)

年咋 ト馬車■=●● 牛中 ll筒 中 ド1 朔 車 t i入力中 白 .FJJ 申 その他I平 Tfli帝 も●f用 白.GJJ 朔 r.F,'

l治15年 14 - - 5527 - - 4.-555 - - -

15 10 ･- 9,619 4809 -
1占 ll -- 1 8月88 ■-■■■■ - 4855 -- ･■- --
17 10 - ･.･.--. 12590 一■■一 - 4.154 -

19 9 - - 10月25 - - 4LI～1 ･-ll■■ - ･-.
20 8 - - 4854 - -

22 1 - - - - - 4DdO - - -

23 1 - - - - - 4.155 - - -
2 4 - - 4A96 -

2 ム -- 4A77 -
2 7 - 8 186 21255 - - 5L)98 - - -

2 87 9 --- 2851 5514887 28J44751,985 ･..- - 47095J〕575 - I-■■ -
5 05 1 2 6268 85945 5870459,588 ､ム285559

--1lnミ-



l馬車 l l 自 湖 畔牛 取 'M l 乗 用 恒 用 人力串 良 .fb 中 寺･-- - その他Fl.g,.bi沌 常繋訂耶 用

明治55年 10 115 1505 57,946 - 155ム2

54 9 l 15ム 1_271 57.944 - 一 - 5555 -

555占 封 ;喜od 1.541 57.1681571 57,595 55545220 ｣ ,..- ..･.._二7985
57 7 ! 555 1,455 ー57.255 1I1 4β95 1.477

58 11 1 471 847 29,895 -i 4,497 2D44
59 8 占57 1.195 55275 -- -- 4β97 2Bd0

4841 15 80221 1,149 1,1701548 57.55540,184 i- 48484.917 5カ755D84

42 25 1555 1.080 45758 ■▲ー! 5248 dL,18

454445 ● 49 1.5291.7占4;0. t 2D20 闇 …≡24.… 三 豊 5,1占54842_4787 8755.10ム8515Ll91

大TE2年 45 ` 25555 52 日 219l 875 51A801,119 555t)8 言j LIA524225 20.17L' 52dD70 d4

4 585 426 52 2A592fln52Boc) 1L]41 55.47′11.0∠)4 55T424922 54290 ∫1 i 4,19占4.0445ー900 225445I;≡82115185享引i::三享即I射155.481 2287140.115 2B5214875∠】 4299152725 5.44〔)155.277 11.U 84A 2.420 ir257 24,478 897 505 815

7 ■..■･...- 2(ー44 -ウ50 16.9占9 (10) 95占 60■9 810

8 - 2,10d 977 14D54 11) 叩11 (:i) 65占 490
9 2815 940 1 Lt,475 (12l'1,125 (t2) 789 548

1G ･- 1.922 954 15.545 (157 1212 (2i 951 404 528 189,591 15.990
ll ■- 1,E旭4 851 15.725 (f.9 1,292 (4) 990 549 482 199.285 14.587

●12 - し547 71ム 15.191 ■- ･■･..- 257 488 2ロ4ム80 15.つ1占

15 ･--..■.■. 1,515 758 15.751 ■..-.. - 228 445 211578 19.4L～1

ー4 - 1888 826 15582 - l 184 41占 225D65 21A81

15 5 lB91 1,4由 18,095 - - ld5 550 25?.278 22D96

､. 川 ') rmL=V,t統計 100年史 』Iこより作成D

Llf､ I●一

tJ7 1 1
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表4- 1- 2 岡山県にお'{TるEl軸申牧の兜冠 (n71和 20- 44年 )

次｢紹 敬 冊.1-lJ魚用円 .FlJ叩[小型 -乗JW SJ~殊円 仰 l'lT.円潮岬-∫ li17R 防長 拝1 醗Flp.f)]申

I,.C.1 僧弼Ff]小町叩輪 小)E_)三的花 瓦 離 桝 湖 中恒弔l用途

和29年22.486 2.175ll 舶8i.122 ,+515680102110IIIIIー 955i 与的 事 205占 579

5126L]41 2.1991,15∩8585 55ム

5255l54】…;.:7:≡;7日芸…Z,15552,15928829./9510,55510月57 占47779875
55 44.90412∠,905.8251日β.57 120喜 9911 5?_Oi 2A88 947

.56 55554 28944,92510β57 1471̀弓1101■ー041291451占0195242常 描 . 1,()12

5767.780 5560dL'()51LIJ]46 1,196
58 81,841 5,7018,9189.405 1514

59 95720 4.40112Ds占8,?52 1.482

40llUD50 5.1511占β27 8.179 1.占87

41129,188 595占224127,57.5 1,955
42157,485 7.492SUDO4砧90 2251
45198β7ム 9.451 58,5475上lさム 2∠)85

44次l247,548 日.059 45L]87 4.975 5.155

1丁古~勅T 一-.̀一一一一■■ー唯仁];切 tri tt■(;:F_)Ll岡山L'TL読計 100年史』により作

∴一二的虻 輪 中 島 FLq,.;:Li
和 29年 28 る')110.204.

50 52 1,∩?_8 12ム57
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蓑 41 1- 5 束粟分けにおりる交荊手管の,a遭 (大TE11年-m和 45年)

I1年 度 ' 内軸 帝 . 馬 車 牛車 荷車 人力車 自 転 車 桓 転車肘吊車 そ07.也 合 計
t乗用 荷印用 乗用 荷印Tfl I日和 三 .輪 三輪

ー11ー 18 5 1 - 121 - 145

12 - - 20 2 1 - 157 - 1- 168

l 15 - 14 2 1 - 144 - -l 161

14 1 - - r 12■ 1 1 - 159 - - 173

15 - - 9 5 - 157 - - 169

昭和 2 - - - 18 4上5 - 158 - 177

5 - - lb - 157 - - 175

年 度 1-7物車 乗合市 乗 用 4.:I l特 殊用 途 帳 日-.riJJ 咋I恒 弔l 海 神 原 付 自 制- I-/-__ 十1ヲY. 瓶 i中 和 普 菰i小 郡I

28150f 1l~II 5 l ↓1I ヽ 7l 440I 4占0475 280204I228 40- (558)

51 - ■一 1 1f - -

52 - - - 1[ a

554 .5 (5) (666) (51) 1(205) (818) (45) 792 505∫ ･L =■ 40414

44 (?45) (1加 9) (81) (6) (1205) (5占) 8? ′ヽ 442 6

(呂i)1･ 日内の数字は英田郡

2･ FIFq山県市町村勢要覧｣より作成｡

･,l ←●T
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奉考 :煎薬分相 こ至るまでの交涌f'i三関の慨輔

岡山 上郡 山限本線 姫路 大阪

閲 4-1- 1 煎薬仲村に苧 るまでの交:rfTll甘-11の甥略

(I) 神姫バスの刊用状況の推移 (大原～控LLC官)

口珊 55年 4月uI簿,火照介村内(,r,gut咋ほバスの乗 り入れを野望する鞘和が即 -r"された｡村執行部

及び村-亨梅会が神姫バス当札 咋;･E局に再三再呼 I州 LT:附 1:.村に乗 り入れ懸勃墳肺を巧求きれた

が,そのほとんどが泊rlt'･fl)さ院長個所の樵輔 であった｡付では領当刊所か EkhhiIWfg!.す るなど安食17LL転

を叩 増に.する/こめの TP.rl.'子をしてrCに榔 く雫.-I.lJiした指数.nT71LT154咋 dF715日に試澗転が行なわれ

同年 8月 15Hから1F15往役の乗 り入れがやmLT:C,その後:'桐 乍して 1日4往役 となったのは.

nnTT15b咋 9月 29FT以曙のことで,i,る｡

i'JE行帽的当初は.御 免の.ミスははみ.HJ.すほど多4'Dをきわめたが (約 50人./午.徒が中心) 4- 5

年揃より生徒の減少 とともに.またR'i,IJTI巾のT字Ttt.あったりして徐 々に刊田老が拭っていきf,rlh在

では (51年 7月)157,荏) 20人 (中や生がLtとんど)巧rt･である0 2本Fl, 5本 日の守川バスは網

:frE当時より利m考は少/,i-く,大塚病指に確 う老 人 5- 8人T=L-けであった｡ これは現在 もあまり窄わ

っていないo このr耳目'.1のL,EI明利FTlは大原巾学校の女+牡托かほと/I,どであるが (約 20人)冬1mは.

冊杓11.転弔うfTl学の羽子/f=.徒 も利用す るためも少叩ヌるo rfわ巧十川:.I,t明女 ともほとんどが･竹中tTTh.学

であり.パス利r日常はあまりI,i-いと.L戦われる.1'71任は1別 l,H銘fTliJキャソプ･--･r,!の学/+.零や,行瀦

r rS.:への訪問才が増えたが確光′(スの[1lTTlがほとんどで申''tIノミスのIlHrTlはあまt)/ZL.三わっていI1-い｡ま
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た,この他蛾では日同いに出る人が多いが和英者のマイクpノくスを利用するため定期バスの利用と

は関係ない. このように現在では.1m 4往昭の硬1mバスも棚 と晩 の傍が中心であ り.スクール,;

ス的存在に/Loているといえる｡
一一r･一 J,

袈 41 1- 4 神姫バス大塔～碓山稚叩行状況 (附和 52年 7月現在 )

l後 山 方 而 行 .大 原 万 両 行

大 原 一 存 野. - 後 山 ー 絶 山 二 -;-1,- 野 了 大 間

占:40- 8 :52 - 7:00 7 :00.- 7 :08- 7:2口

ll:20 - ll:52 - ll ; 40 ll:40 - ll:48 - 12 :nO

15 :40- 15 :52- 14 :00 14 :00- 14 :08 - 14:20

1ム :55 - 17:07- 17:15 17 :15 - 17 :25- 17:55

(2) 交通路 の窄選 と現状

7.に薬今村の窄.lTTl路をながめナこ哨令,歴史的に限 り立てて見るようfJ街道はlLL､o近くを珊る街道

としては,埠虻IL1快活 とl岬昏河を鞘ぷ碩道であった閃弼往来が挙げられる那,この街道 とて,佐ffl

より大原を埠て爾来fH寸内を判 って瓜TTJlこぬけるものであ り,煎薬 介を滞 るものでは/Lかっ7-0ま

-[=残念なことに,木村には叩治.･大正.1!t7和初糊の各時代に関する印判が乏 しい. したがって,こ

れより枚の 4巧円にわたって,主に戦後の窄珊蹄の呼確竜.なかめることlこする｡

打) 朝来大間線の確垂

噴発令村における交柄杓の中心は,なんといっても,村を縦rrする主巧舶道朝来大隈綿であろう.

村を売 る唯一の定叩,,'･スもこの同格を拘 るわけで,路幅 も昭TT755年現在,広い所では6.75mあ

るO当然,昭和 5 占年公布 された串軒制限令 とも深いつなが りがあるわけで,そのあたりのことを

tjiえ･なが ら,発達の凋符を泊ってみたい｡

県Vill'q釆大原線が発生したのは,明治 5 1年のTI巾によってであるOそして当時は大体 5ul道路

であったらしいO しか し,県連 といって も,ずい分ひどい筒所もあったi:うで,W7和 2ム年胡来大

原線県消喝 1吹改良が行なわれたが,その時の記述は次の滴 りである.

｢即 即羽柴大筒純の吉引峠は県道に桐 入されては揖たが,大字後lL11,5 9 4柿地古市か ら千印町

耐 Ll部務までは辛 じて牛馬 と人の涌行HIl来る醐 Ll臓lこ咽ぎず,掛 こ西山側は｢曝落 し｣などもあ

る文字捕 り急増かつカー7'の多い挟陰な原的鴨で.串の:殉行など全 く思い もよらぬ状熊であった｡

しかしなが ら.本村にとっては将来環 もrn噂 な精根牧に之を(a.'L良fIJ用することの急務なるに思を

和 し,同日川･果庁及 潅作土木珊瑚 と鴫訴合意の上,長和換庁,干卿 汀と零時をTFれ 各々含

即 円和 26'弔噂から5カ年言1滴 で同I時節工,同時完了の申し合わせを行ない.木村分は初年度,節

醐 丁市 H順 より250mの丁市を雫勘 埠 5カ年{咋耶 柄 滴 り.Hn珊 50年度完了し, ‥･｣

･･ . (r煎ji7E介吋詣｣ (帯柿)●Ltり)
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朝来大原線の発達をILがめる喝令,m和 5a-年 7月 17日公布 され.同時に実施 された串柿制限

令 (政令第 2A5号)の膨坪を見逃 すわりに山 ､かfn,.,この市佃制限令は,側 rlの餌を1順 する

ことにより･ 瑚 古のITV良に掃引を与える阜服 とも[1-っlJ_のである.すなわち5･5m以下の.tq掛 こつ

いては･大q･1申輔の補l行を禁rけ ることになっTIため.どうして も乗命い/,'ス71ど大AJJl･欄 を苅す

必賓があれば,規定踊 りの;･棚 を作 らねはな らなくrJLlっ[=O前述 した1うlこ,東葉介村において も

大原～後山l･1日を抑姫ノミスが満ってお I).またJ,Tt作物や材木の均巧さこ七郡市柵を欠 くことができない

1:U),叫柄改良竿(こ叩分労力 したのである｡ しか し/:L･が ら.叫予叩糊の珊め切りでL･もろnn和 57年

2月 1日が到来 しても,まだまだ中称 刷限令に適合 し/Lい僻見の個所がすこぶる多かった.阜胴 ,

この'特は今岡的にもこの状況が余 りlこも多すぎ,令即 rr村会という今岡約純による町 rnT･l岬が 大い

に力をふるったため,TF･M -,111(R令の実施け1珊 140'･F7月.架まで竹 rqされること(こ/,Eった. この当

巾の村弼今満都録 を見るとRiLi-粟分村のP･lq釆大筒線に対する見方が.よく表われているので抜粋 してみ

る｡

｢OFし辛責で考えねはならfL･L､輯附 <t,化r乍 15171を埼低唱に大雅 弔印#.ぴJ(ス叩 根 5 00pt晦 に.

待避所を作ったとしても特称 ま.a.5〝Iに本町改良し叩くこ舗装を喝するに拘 らず , 牝の際 ユ5〃=こ

必甲な隅か/L土Jlb,杏.ErlL､上げるのみで.tf.11の柊再び5ZJ7/LYI'trlいlこけろやり方は 1回/さけで も哨 る開

･rltで3)る｣:‡{･. 2FrlFlの5桝には一円の咽IVが予-!7!されるので. ･lr.の冊ノ少しで もL.'てい上げを巧する

(.'相 はJ･!.i.いけ)っでl買い上げておこうではfL･L､/)･と云 う咋卜対はo)LII!'乍に,.;巧今も;>_キ令冊1t)に了壊

し†こ｡

柑再,･htね土木で･r;1.,'lLhlIl,係員等が,捕-iLJ.･1.t本-･H･桶 に~tふき.P'l々 のナF_b.怖部 に･'棚,qTi,1FT.てTll地の門

収は一応打.:末がつき.村は.rLILl･上こけ奄 紬のまとまっT:ものについてli食滞立 ち帝え払いを了し,

将来爪の礁準評棚のTT珊 LTこL･q格差についてはJ/_を必TI'b_陳常に賛付すること.ム57nEこ改良する

環のiLT;1は/JEうlミの地価老lこ於て竹 Ft作rrlHi来ることを''<JL.tltの確は弟':し当 り.串柿制限令施行Iこ文

相なか らしむるための･!''良待婚FTrの叩殻執こ,土木竹輔研it･々 令力i_,尽し.-･･I.｣

(卜Ert仲村譜｣ (草稿)J:り)

これからもわかるよう(こ.村 として も･'iq凍大間純の町f帥J三を十二分にもTtI.ためていたわけで.昭ITTT

40I,-F7月潔までに,中仙 ['.畔R令実施に-,･YiL貰え!汁 ､甥,必懲IJL･-･杵築は完全Iこ完了さtH=のである｡

ところで,申楠1洲呪令はfT;lTL-!lとrFT]印 tJ叩山tT,より,再ひEE/ytb'E･･lI:WJlが決ま 57.昭和 4 1乍 8月か らの

I,b行と/i-･Y,た｡ し/こか ってili顎(-T村 も.一昨Eln,主TPirLjr_7',.J]き道の御 岳故良工-･Tf(5･5m) に力を

入れf=のであるが.IIli和 42咋聖か ら木 IFIl伽こ,伺Tk七同役の叱柄杓良の柁取 りとIiった｡

朝来大仰 勺!は,HIiTTT4OIF-41l1R付で立野 -I.A:fViに 叫 t-_されてお り,=-芭朽化 した野末甥の/R執 こ

より.大筒nTT稲か ら竹 LJの,:ス;'冬,･5.までのt''rl.食滞永久l巧にな り,所Rを--TTしていIr:. したがっ

てf円fr142年以後 も.こnlt''M 一hI謙T.i.ナ榊rf･について常 しく布T-flfこJJ時IlHした｡ そして.噸近に挙って

ち,･TT:殊･セ即 巧-和 ･杵築として.･Lミ17FT150咋より町1.日:.汀が行/,i.われ ろ など,ml-ATc大同軌 iますま

す･:-(.)TrT:巧性を認められて いる｡そのT-1f(/'-和 として, 'T.'i-印 5 5年か らT_刊欄･','tiが=T-碇されてい

る17即r勺の･lI?-T_r<:こして i,.dI〔=7川吊Ti,ム/5･J.･ (現 5･5m)柿にするとい う0
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･TLH J･,煎粟合1-1は,り･7挿口4 4年頃 より.網来大筒経 と仲山大原線を一本化 し,和田山まで延長 し

て,同市 として緊急撃聯することを喝WIJ.し御 ナているが,次の未か らもわかるように,交旬爪がそ

れほど多くないため,｢Fq弔辞橘｣は当分無印.なように思われる｡
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(ロ) 棒潤の発達

帖TTjの御 FJli,欄確

弔梁命村Eこおいて,休確 が耶琴な咋･%-であることは冨 うまでもない｡そして,柿沼は桝 こ木材招
桝とか林繋輯常に役立つはかりでなく .一般交1<伽こ利肝 ごきるほか,和光而からも威 く司郎持されるこ

とより,こ こで托苛Fr!JI良i'1T紗 .喋 を唱って･みることにする.

末 4- 1- 6 年次別柿帯r相良父は巧 諏

年 碓 別 大字 恨 市 名 怖員い〝) 唾長(〃Z) 耶二即 せ(円) 内補rrJl金(円) 愉 考l

昭和 25年ff.'F狩野 晋野 官 奥 2.5 2,140 I
〟 〟 形 / 奥 2.0 570 400,ロoo 2□8,000

〟 峰山 l舟 木 2.0 270 2〔川80 5⊂川口0

? ムI_｣ J中谷且 ニ_竺_ 5.□ 85【ーl 450,000 225,000

〟矧ー｣371'仙寺皇5,5 1.500 2.078,800 .1,059,ODD ■

27上唇 背 5.0 928 l 840.ロool 420.000

?_8 I香田!'ト .,(i 5_0 2.500I 780.00(〕 59〔】,80029韓日l小筒 lJ 5.0 1,954 700.000 550.000

; 5,中谷F登米 l 2,5 595 575.000 112.500 巨 oe,信 助52 〟 〟 2.5 510 50.008 90,00CI

55 後山 蔓奥 . 海 .5,C) 554 420,000 126,800 上 oFof削

54 ′′ 〟 5.cI 275ー 420.000 126,000

55 〟 〟 5,0 260 500,000 90.000

57■ 巾谷 中谷引谷柏 さ.d 426 2.780.000 12_占,000 庵 冨

40 〟 〟 5.8 474 五200,O〔… 1.boo,008 .
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/i'かでも,モ!て西1'Tr1-分村JiF,つ/i･ぐ,L]I谷綿は昭和 57年促の)t正純改良によって,櫛 2.57TLのL,'王冠1に柁

繋冒し,邪粟介付からiJq軍■';'THに中日中桁nこJ:る軒 的 ;可伯に71った｡

(I) L'作TTT58年の大水譜と改良矧 円lfr某

岬冊r58年 7月H El,主として聯英丙Tn',.特に北:粥に,W地類雨が郊来し,大水#-が もたらされ

たo特(こ,邪蘭介村は法榔 こより.竹花災繋Jlfiの塀印を号けI=ほどであり,その棒状は文字1･巾t)言

語(こ他し.暢1,Tfたるものであったらしい,当然,符17TF'tも-JCm:L;ITをうけたらしく.当崎の.:Ll'J..76iこ次

a)よう/,fものがある｡

｢牛乳,=半場早ノL:.大【!の概,Lliは 4日叩不鴫 とIL川 .子のt･EJ.t曹flいて中'･'巨指川が稚いた-･･-｣

(r-FE準今村誌｣よF))

したがって,屯照付(.LFは令関でも2位,I,rl下府･11のlTI.7嘩ik̀l仰iLrTJ(98.4率) に決記 したo il互邦

E.tTEとして,県休災と稚,稚h災 (土木lH順)lこ大別さiLろが, ここで汀.Rすべ きことは,!rl.!苛牝に対

する今FTIの矧 FTは,いわゆる碑良子叫RTは濃であったT=れ 全村内各栖熟 iL､ずれも敬?.'前のものに

化し.永久的かつ近代的顎計に耗づくものであり,両目をJiく一所 してしまっ7こことである｡

)-i:4- 1--7 姥 て号災 (土木Iilト怖)JQIR叫･ヤ 毎T笥
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末 4- 1I 8 1,熱'71-,主習L'隻Itni!汚染nJ]柵

if. 染 47. rr手年月 完成年月

境 怖 41. 7 41.10

中 島 甥 59.ll 40. 5

下 の 谷 橋 58. 9 58.ll

寺 璃 59. 9 59.12

LLl 路 簡 58.10 59. 5

官 桶 58.10 59. 5

小 谷 碕 42. 2 42. 5_

罪 / 珊 摘 41. 5 41. 5

神 柿 .柄 59. 8 59.12

て シ 谷 橋 40. 1 40. 5

戸 の 市 橋 40, 2 40. 4

帝 宮 橋 41. 1 41.l5

印 日 柄 40, 9 41. 1

川. 合 確 59. 1 59. 5

偶 染 名竹 下 柄 弟手年月 完成年月40.10 40.12

大 木 元 朽 4一.1D 41.12

広 棚 橋 41. 8 41.1【】

河 鋼 橋 41.ll 42. 2

こ う ら 橋 41.ll 42. 5

行 者 輯 5& 9 Ba ll

下 の 谷 橋 58, 7,15 5& 7.18

墳 橋 7.20 8.10

山 路 F'6 7.15 7.18

茅 輔 璃 7.l2 7.12

中 島 橋 8. 1 ?_ 1

戸 の 市 弼 7.15 7,20

H 合 冊 7.12 7,15

袖 下 椛 7.12 7.15

(I) 砂の大坪線林道

きて,これまて, L:,耶軽大頂禄の雅趣を中心に安77Th'.'行の変遷をながめてきたが,明後に,昭和 52

年現れ 村にとって倍大の糊心巾の一つであるr&'の*枠線休講日 に?いて締介する ことにする.

これIi,巧粟巾村の志引峠付裾を極点 とし.鞘粟lT村,岬rEI町,郡峰山牝を縄噸し,哨北町を獲

て.苫阿郡に到るという壮*な計両にス⊆づ く幹線林沼であり,関係部の関では,r大坪緑林諮態作

煎絶｣と呼ばれている｡以下この枠線林道について宅喝までの超韓を迫ってみたいo

町冊 56年,でrF地域喉卵協読会の巧指交.75部会において,東粟倉朴罷井上良太nlSftは.大幹線

休TFl'弔作市媒 (仮称)の構想を公lこ持ち出したO同人は.ね らいを林蔑碓び(こ槻光開発に大きな'h=汐

印を与えることとし,実現の可稚性も-1だ分であると確信して脚 持しかけたのであるが,これが大枠

緑林]71'If作項線の始まりである｡

1F上村長は,その後 も辛抱強 くこTLを喝 ()堰したが,当初,噂英二隅においても反印は鈍 く,関

係町村を伺拝 して'Lf現株確を図るまでには確馬い感 じであった｡

そんな斬,自由貞軍神 '.嘗fr剛 蔓卦 'jg乳 後山那岐山系の喝光岡卸Hl,nBとqE行Jt.*心に,この間垣と

杓 り約む苛朝を示したoそこで,井上村長は,凝臥 叩田二部を代噺する大槻柏林.TEE:の㈹懲を一時

あきらめ.所領や相馬と料 こ差 し当たり,両村をつ/J=-ぐ榔 千林箔として'-kl現を岡るTrl:もやむなしと

し,自損村長と共に .剛LltlIT.･庁及び林野庁lこその1.qlTlJを行なっナこのである｡

両対馬は,昭和 4日f増 で完曜する-1巧作 lヒ繰 (滞 日rn工TB)に絹き.n,lfn4･1iF･厚からの実施を

望んだが･J'主も苛御 トに蔑まれた-Y:L作骨'{'.ill---7,?-叫で 托Etl･rL的 されたため,ちょっと矛先を祈 られた
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感 じの折柄.昭和 44年 10月,HT,,Al.円IV掩Tllm元治EtJ:り.井上付1毛の脚 ,R.Eこよる大幹根株)7T!周 作

A('k鰍 こ畔rR鞘も同調する恥 こしたか ら.会合の茄.q7iを搾 るようIこ窄作があり,構気を.iIり.;桓した｡

このような甥調を r̀'Fて,rFl和 44fF･11月14日, Ltl'Fr一対 11I柳所に丸 岡照倉,肺臥 奈飛,

rp{'i:北の 5ケ町村長及び謂会郡長がを11きし.｢大幹噸林荷電(･'F屯線雄飛促進q成同照会｣が特球され

たのである｡

その後の促進邦勅

｢大幹線林河-TiYF東根建設促推同照会｣の竹柳 ,何;畦方をますます蘇 く噂g_した絹果,昭和 4

4年 12月4日,県縄会において採択快調が行llわれr二Oそして, 4 5年 9月 11Fl.=T3作mT筆作

無恥 こて略会が開かれ,従来の大坪綿休講鵬想に は柁択茶掛 こ萌合しない咽所があるp和に夜rltL,

大幹線林消ほて開卿 こl'句合しない精根部分は,,77他紙あるいは渦疎代等を利関して林It作工萌を行fL

い,噂終的には従来の梢熱 こ匹敵するlllI佃鞘即輯鱒 として巧桶を周る叫,嘲,識会は｢怖英山珊開髄

節緑林浦項准ⅦFTV会｣と改称,Fl的穎伐まで布托する竹が決定された｡托いて同年 12月.JI;ill肝

において,千秤町長及び報命郡長を招 き,鴨叩係lfl,びlこ再畢今村蒋及び珊余珊長が州併 し,大幹

線休碍計両(こは千弼町側 の協力を得る-･flが必喝な所トよせ鞘nTlした輔果.千f･ff側 も御句を約 したので.

ここに.｢弼契大幹線林ItFil1q柁会｣が鮒 花された｡

こ0').tうに,大坪相称ILtT-Yj作7巨純建設IP_推叩唯同料金は,噂葵山地間帝幹線林消頂椎咽球余と改

称 し,一両千稚町 との!JnrlEこ.巧で大坪誠林苅lrqrTqr7Tlm食が7,t/1:_する年.本作lこ州する利きが朽苛に

.W制 しかかったIrT巧,林野庁の大喝特称や節目搾想 (今岡71IJ).rjf.)が11ちめられ.,YF=YF一円はもちろん

山r_ll.1,1･に雫る間がその円内に旬合 され.特定が実現 した｡ したがって.この汁両に作東LT.:林It即こ

特朽する--fItこそ,行千'tTFltnは少々遅れても,より有刊に取 り根われる:代iJ抄も考えられる(こ到ったた

め,その方向で,邦状勢Iこ対朽して実現を叩し,柿;!f=することになった. (岬和 4 占if=･5月)

そしてその巧.Ftq係考のJ努力で.大場碑林頂門への現人.?･,Rの大幹線林箔の額現が決まり.PT1和

49年,後日l志引地内lこ,･T:のT_布が/pfTまった｡

第2節 現在の道路交通

(1) 物町11送1A:沢

的 概況

lJi平弁村の物巧や送状稚石ノみてみ7,ど,本村に人1てくるイりrrのほとんどは剛 JJ万両か らの もol)

であり.肥札 J.'tと藁がその≡F./eLlるもので.その叫LlIj.1杓 幣.J;笠甲-,EI.一等があろ｡ まTこ,本村か ら他地

域-Zljていくものには,i:iだいこん,いんげん,悪.Ji=_しいたけ,サ ソシ,の%',.打と栃 ,乾燥 しい

たけ竿の肘′FJ.t,),求 ,材木/Jどがあt),T_に,尉符竹的方へ州荷 されろ. これ らの均咋埼送lr-おい

てL.i.叩来七頃噂がてtl用され,大岡町を拘って各-jJ-帝 :t'l捲されているO

′+･7朽!rrBi.1ナをあげてみると次のとおi)であるO
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蒲 4-2- 1 東平合村のrY,出入 (単位 トソ)

入: (剛 ｣-東軍鮒 .) 出 (東菜食村-市阪神地方)

肥 料 . i I.' 340.0 雷■たllい こ ん 2.250.∩

Iよき 薬 15.0 い ん げ ん -5R_0

生 活 物 部 平 10.口

L!i r鞄 具 4.:_し い た け 2.2l

サ ソシ ヨの 栗 1.7

t7L7 栴 0.2

l'T 牝 燥 し いたけ 0.2

■. 材 木 不 明

ヽ 栄 22.2

(庄) 姫粟凸村越菜防同組合資料ftよt)作瓜

(p) 中側･%:iTr｣7耶 鴫 の!滋草空

中岡野EfT糾 岬 ;行目.大間附吹田市か ら下P,qに至る 420khrを 4印税で望ぶ ものである｡

珊照付村にt=･.ける町 ′岬 の形刑は,壬にレiIヤーに糊 してのみであるoすなわち,本村より佐川イ

ソクーまや即 師 で 50分かか り,そこから七将まで2時間でいけることとなっ†このである｡物狩

が 欄 には即 陣 かかるた9,,ほとんど柁われでおらず,本村から卿 守神地方への崎逆は姫路へ出

ての 2号鴇巧Fhが主であるO

.17

ー11d -I



岡 4--2- 1 中岡巧frFl･卿耳道
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(2) 交lVu!rt調禿 t

■

乗 4- 2- 2 東平台村発の行先訓 ･乗用碑 Ii即勿串 舟

先 帝 ノ ー ソ 乗 用 耶 楕 代 物 串 塀 l全 車 計

発 I 薪 乗 用 ノミ ス 計 小型代物 ,i背 tTn:1巧 物 汁

I ･‥モ チ ガ セ 町 0 0 0 1 1

サ リ 村 0 0 0 2 2 4 4

■八 頭 耶 計 4l o 14I 10 8 18 52

∫ 鳥 恨 県 計 ･8 i oト 8l24 l 11 10 21 591ヽ発作 町 24 0 58 0 5占 80大原 町 85 8 85 67 24 91 174東粟 介 村 158 015と】 17占 017ム 512

閃 葉 介 村 15 0l l5 l12 0 12 25

英 阿 耶 計 ?_56 8 25ム 291 24 5'15 571

岡 山 市 計 0 8 D l O 17 17 17
岡 山 県 計 258 0256 291 41 552 588

中 間 計 274 0274 5口2 51 555 ム275ム宍 粟 15 0 15 15 A 21

作 用 2【ー 1 21 a 0 6 27

赤 融 0 0 0 1 0 1 1

姫 紺 12 1 15 6 2 8 21

加 古 川 1 0 1 0 0 0 1

神 戸 5 1 4 0 8 0 4

兵 印 l,?,.汁 51 3 54 28 8 54 90

大 阪 つ55 0 2 0 0 8 2近 滑 計 5 5ム 28 8 56 92

西 九 州 l 0 1 0 D 0 1

九 州 計 1 D 1 0 0 0 1

域 外 計 54 5 57 28 8 5ム 95
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兼 4- 2- 5 1日の東粟倉村内発生1]沖 変通.I (世相.･'台)

乗 由 串 731 i
軽乗用 乗 同 市 ′､ ス 計

自軍用 帝懲ff1 日実用 伺業用

東粟倉村 65 2650l 1 2 551l

I 1号 物 巾 確

軽噌物 小型代物 f津 浦 17号 ｢ ~
自家用常韓用.曙寄推 自√亨m I常賃 用 特殊

(症 ) ｢岡rlJ県OD調木 上 よl)作r'貨.

上の毒の数字は.岡山県庁が行なっ†こODFTI布 (originaldestination TearCh)

をもとに希.V.したものである. このOD調布は今岡の巾の所有車 (オーナー)の 10多に 1Elの車

0-);r･Lbさを記入して もらい,ある地域における市の確4=.及び111･中を調べrこものである｡

発生 ････ある地域か ら他他 _lr屯へ碓LTFhL†こもの

鴨中 --他地域か らこの｣l帥号へ入ってき7こもの

(3) q在o)lL咋鞘状況

昭和 50年 4月m在の発禁介村の苅精代泥をみてみると次の桶 r)である｡

寵項倉村 而tr'1 2.80QkJ

人口 1.ム2 8人

乗 4- 2- 4 等級別道路実延長

襲 延 長 (knI)

･a) 1 枚 1.5

b) 2 級 _5.2

小 計 (a十b) 6.5

C) そ の 他 54.5
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棄 4- 2- 5 退路賀延長の内訳 (弾位 :km)

1)改良靖 .末r7L(良内釈 2)稲粍別内訳

相 怖 改 良 末 改 良 適 精 確 長 楕 梁
将 碓 長 延 艮 個 数艇 長

a) 1 純 0.0 1.5 I.5 1
b) 2 級 5.2 0.0 5.1 5 0.1

小 計 (a十b) 5.2 1.5 a.4 6 0.1

C)そ の 他 0.5 54.2 54,2 45 0.5

計 (a十b+C) 5.5 55.5 40.占 51 0.4

裏 4- 2- 8 '/煎葉介村ITj格巾艮別内訳 (if1位 :k甥)

呪 格 改 良 荷 未 改 良

市 河19,5 m t唱 汚 毒15.071.,朝 酒巨 5"(lfL_,I qff5.5′〃ー 市 nl5.5〃/ 市 道 中 道 5.5〝7

5.5ノ〝以 上 未 満 うち日刊恥以 上 以 上 目 上 iLl 上 以 上 交 摘 不 純

a) t 紳 I 1.日

b) 2 轡 5.2 I

小 計 (a十b) 0.8 0.0 0.0 5,2 D.0 l.5 0.2I 0,0

C)そ の 他 0.5 54.2 8.5

表4- 2-7 東平今村111絡而別内訳 (単(ill,:A-q)

上 … 輔 p 粒 苗

セ メ ソ ト系 アス フ 丁ル ト系 汁

'T.t 叩 開 局

a) 1 鞭 ∩.0 I.5 1.5

･b) 2 頓 1.2 4.0 4.0

小 計 (a+b) 1.2 0.0 0,∩ 5.5 5.5

C)そ の 叫 79.5 1.2 5.8 l 5.0-



東釆分村においては,先に述べた_よう(こ,体系が帝王等の中心であるので,柿)TEにかかる比花は大

きいように思われる｡主1,Ll休称.i,次の 5純であるo

㊥ 中筋鴇 (大字緯IU)

@J)上丸頴 (〝 後山)

@) 杉 ノ輿線 (〝 育野)

(命 坊 ノ呼蛸束 (〃 中谷)

宿) 山釈根 (〟 吉Ffl)

吋17!は次の踊 りである.

Fl･Tr網子箔 5絶

〟

〟

〟

〝

･--指 4- 2- 8 軽米介l寸の村116-

㊥下谷線 (i)小守絹

布)吉-1F手根 (71埠Ifl緑

(Ii)吉rElfT･ミ (抱t,I;船縁

6Tl)/ (17) /

eAlI./ ･5･il下毛戸(rJ

(豹JlT†lI!寺独 瑚 砺′奥柁

･11)7lT'の口柁 辞令ItTrF･?I.i

由利 Jl柁 画 /

(4IlJ / 娘坊/fft!2朝 食

･I-f,lt'午引絹 ㊥平畑鞍

a-i)中隅緑 ㊧17-'E堺 lJlf'J6線

由石の1-榊 と ･57喚 ,;.･J.維

r･i鳩 引谷線 .''.ll.枚1'･f{'t両中谷綿

伶庄堺純

(Al,!LT精根

(¢三一日抑1轍

⑩ 丁f断絶

L･こけ:下1'1.

(諦TC大/'̂･l

くまタへ余や裸

胸中飾線

個性 ケ市均

(ゆ赤山根

⑳寺の輿維

仰八韓純
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(℃'ilT町精 巧) /

何 小裕根 けが軍馬緑

d7J山根確 ⑱野 際線

(玲平口碑 @.確偶根

､mnl一閃碩 感-'l八早口純

旬 ･◆さ/下･:'ri l･.,17,r/

I幼稚伸l彬繁 (I:i59力-/ド=,綿

くゆ / 射 木托

LJijgq木綿 (475)上J.L現

L砂ヒLl銀 砂 サンマイ谷線

如 ナゴウ線 鍋 ノ

:-'享埠 両帝山雉 F'O後山巾rT純
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第 3節 通信の発達 と現況

(1) 我同における郵便制度の創設

抑 明治以前における花岡の摘信

およそ純一同家において,その行政をとどこお り/L･く澗常してゆ くためには,まず安洞及び珊信

の制哩を紫えることが必窄 となる｡大化故Wrが行なわれ,律令かできあがって朝TEfの政治があまね

く今岡に及ぼされるに守 ったo こ こにおいて佃の制呼のfPqり入れに,iって,古代のT閏制は次軌 こ特

哨されていった｡ 邦か ら他プチへは七つの1,fi171が開かれたo駅制 とい うの(.i ,諸 苅 5 0里ことに 1駅

をおき,.R.鴨,伝馬 を代えつけ,I)レ一式に.lil-.に公の確信を伝達するというものであった｡ その

設竹,作岬などについては,明子の耕作すがRmの佃巧によってまかなわれ,相当の労粥が伴った

が, この日的は,中央政帝と他方との神格 を野 卑にし,中央イil-怖制を確降 しようとす るものであっ

た｡平安時代の中ばになろと神命体制が くずれるとともに,阿王制 もわ とろえ的めた｡,mその ものも

次称 こ廃稚 してしまい,駅のかわ りに術掛 T_は宿ができていった｡ そうした宿をつないで即今時代

には早馬が走 h,さらに冊臣秀吉の今岡雄一に雫って,交桶や涌何の鮪告別ま今岡にわたって幣えら

れた｡やがて徳川熊府(こなり,治叶の必琴か らWu-紬 確 立 され,茄帝は鞘飛脚によって公用をつと

潤llirは大収にE=tllT,した武士によってlT,Hかれ,これに/亡らって=_珊cr)靖人の手により,町子即切が譜け

られ三邦の閏を往来 Llt･. このよう に江戸明代において珊附か河(.:-ll,r)中心 とわーったが,鴨関がかか

り,甘食も璃かったことにおいて不便 さがγ吃った(～

(p) l｢rl均以後における一巧FFTの､T.I.1倍

明治になって も招脚は腔!,笹きれたが,m科Tl-】と弼門 司を1輔 'する市打 q:･が,叩治5年 占FT｢qT式

･ltF'lLTi｣の計画 を'+間 【こ栂 ,1'.L,これよ7-)5ケ月隼に太敢IiYで煎課されたことにより,こ こに花岡の

;rr代刊町帥rfカ叩偶 されるに弔った｡ これ以11･',I:の肘日管0-)笥甲を日.Tみると,次のようである｡

明治 4年 Fr式珂呼の糊譜を布駕 (1.2LT)

刊イ巧弔l喋 ,切手の確行 (5,1)

郎嘉一叩唄に利伸開評と(7･15)

H,q治 5年 弼仲 を今田に即̀[･i(7･1)

郡lrT!TでF令を全円均一 とする (4.1)

冊 fiT機 を拍困中華 とす る (5ll

棚 引iかきを･,rfY行 〔1211)

叩治 7年 Fr作 戦琴の珊菜 (1･2)

弼仲貯命07刊莱 (5･2)

明治 1D年 万同和町中命に加規 (2･19)

IirI治 1 t年 IaiP.憫 笑 (5251

;'Tl約 18年 Jlff''=.J省 (T)r垢Jlj(12･?2)
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tl fil,It

明治 22年 瀬端一熱.p.ttL･こ市外Tm を開設 (1･1)

電話交特を東商-Llyi･涙 tLY.開棉 (1211占)

RFI約 52年 圃仰法など公布 (514)

明治 59年 刊伺喉碍貯金の刊薬 (511)

このi･うに,明治時 代にわける巧式の刊価の発足によって,別便は雁卦 こ迅掛 こ,そして安I･wiに

W.遷されるようになり,潤時代の不仲 さを-掛 こ解決 したのであるo

u上.竣剛 こおける邦伸制壁の刷鰍 こついて述べてきT二が,これに茶づいて煎釆竹村における郵

丁軒作業 の推移について調べてみよう｡

(2) 東粟骨相にb･けろ郵便.涌倍の発達

71f繋倉村(こは.村内の郡 't.太EEl,野臥 吉田,Jl価 の地域を識籾の帯締 に もつ弔粟命郵便局 と,

中谷,碓山の地域を等萌の乍押目こもつ碓ILl怖易郵便局の二つがある. この煎茶や郵俺局,後山簡易

珂何局の二何のや料をもとに して.申軍令村における郵便 ,禰后の発遜をながめてみようo

㈹ 煎菜食御 車局の雁史

来襲や刊確局は昭和 6年 占月 26Fl.剛 u県英田耶両軍介村大字太lFtに,受持伯稚吊を-大原にも

つ項乗合和博板碑所 として稚和された (何q_辛,竹内豹治氏)｡顎頂内科 よ.満仲 ,貯金.刊価の

5雅であった. そして,nR和 11年 5月 11El.プゝ稗.貯金,郵便の上に,.甲/'/i,冊 缶.年食の 5

(Tl己を加えて,吋 Li刊の了rLi'軍命Tq嘩局にfl.粁 ㌻るはやったO その後,耶Tn51年 11月 9円.何件全

焼のため,仮局舎を関目川n,<萌m耶煎顎 丹ヒ快 事-太m18諒地岸元奄氏宅にflQ:け,吋仰 52年 9円 1

日,7rT局舎鞘収 とともに.再びqr局か こ稚 1),lVjFに至 っている｡

T.なrrt咽1rf確の'q選 を しらけると次の硯 りである0

年月日 tTq 根 耶 胡

S d･ 占･?占 プri狩.貯命,噸伸

S1l･ 5-11 熟稗,畔免,.言附官J,ri務に,相即 F.金,恩′l紬 ,r加わる

S14. 8.25 'TTT.軌 間訴賓準雅称18的

(.]) 後IL仰 易和叩局のJTE史

1'Tui158年 11月 1日,碓山杓区の顎脚に芥えて.吋弼会は｢T巧馬郵便局恐慌｣｢同年例｣を決

鞘 ~し,広島珂政局の承認を求めたo これにより,lmTT1214年の法律帯 2 15灸の師易邦牡馬法及び

冊 場輔何局即 u (昭和 24弔TiB政市命y,r7号) に進づいて,邦政大臣代冊広結花円政局長 とfr1--%-骨相

代-ff丹 毒仲村村長nfJ石:lY･代志氏 との1吉日に鞄?･()がなされ.昭和 49年 7月 25El剛 山(･IR英田叫く-Lh一箪今

村大字筏山芋命析坪 841の 1布地に後山｣阿易郵相局が設和され.簡易卿 更周_TTT巧7P･耳が行ItLlわれ

た｡･q花考は和名明代であり, ●77的 杭町和一切の博喝確常同氏色相で洋行 きれた｡

qH鞄当畔 のTRlで部矧 ま,111'･空,貯食.為坪.恩軌 得頂であったが,昭TTT45年,これ らの寄託

軒殉職関に同民年金を加えか72的がなきれ 同年 8月 1日よりfF･砲漠鞘が糊的され.岬和 こ弔って

いる｡
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庶莱分村は近 くの大原町の大関卿 で局の菜均の秤 1下であ り,咋イ!きrVJの東粟倉 弼仲Fll及びflJ'il山鳩

易弼柁局の甥特休配局は大同珊伸FJJであるOすなわ ち･技巧や刊便局の菜杓の管軒阿域にあたる村内

の育野 ,太M,野軌 苦臥 Jl情 の郁作物は煎栗介珂何局に礁め られ,大筒利伸局に送 られ る｡TlL..

連のr-I,,t合は大原所持価局か らそれぞれの他称 こ珂推きれ るので あるO中谷 .後山の地区を井筒の伸棺

とする後山冊易郵便局 も同報である｡

それ ぞれの耶坤局の千柳fFf.域 を下岡に示す｡

背野

､旦ノン .-
太 田

束菜食郵便砧

問 4- 5- 1 東粟巾町野矩r7.両哨同

(31郵伸71喋 の矧喪と推移

L(･準LLJ冊易刊便I.fJの鳩近の.'叩博物斗･yLの耶埠を蓑 4I-5- 1に示 した｡後 山fn易郁ql!-局 E.t先ErI述べた

A:うに句Jji-:1flJ局･TL･ので引 き受け半年のみである. この苛か ら.昭TT149年唯か らP77和 51年厚にかけ

てだいたいの邦作物において,:■1斤次械少す る均向を示 していろことがわか る｡

i･,'･二に来 4- 5- 2, 4- 5- 5Iこ特jrrの東男へ鞘佃局の柁在の貯金,為帝等の口WL及び命WILの粍

博 と後山Il.了易和他局の口靴を示 した｡ これによると,r｣JTtは 5カfT:Cこかけてあま り変わっていない

那,金師は次萌(こ哨加の頓向が FLl.らtlる.

両部確局において.qlJ顎当峠か ら珊花に雫 るまでの句嘩竹井 の草履と抑埠 を軌るにはfrF料がな く,

詳 しくつかL,･ことがで き!-rいので このあた りでとどglてお く｡
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末 4- 5- 1 待Il｣柑易邦何局の将近の郵便物鞄の壁化 (引き受け敬)

＼ヽ_ . _＼ 年 噂tヽヽ＼獅 物の邦潤 一＼ 一一､ヽ 昭和 49年度 昭和 50年度 昭和51年度

1) 幣頂涌市部確物 0 0 0

2) 円町7Tl常明確物 529 571 241

5) 価格巽記同館 0 0 8

4) 汗 涌 小 包 204tJ .112 12.0

5) 恕 岡 小 包 8 I 4 0

占) 代金引穐刊確物 ヽ 15 7 507) 代傘引穐小包 55 10､

. (江 ) ｢後山何易爾嘩局肇裾野甲虫 ｣より作成O

⊂:
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表 4- 5- 2 煎繋食郵便局の薬;VfrJ-:縦

昭和 49年度

1)涌 常 貯 金

2) 打ll 立 貯 金

5) 定叩 定 期 貯 金

4)貯 金 仰 付 金

5)為 稗

a)定 珂 小 為 帝

7)外 国 為 帯

8)和 qlj 梅 坪

9)噸 帝 預 入

受 入 の 珊 !- 支 川 の 珊

Ll ･1 ;介

l円fT150年r''f

1)涌 常 貯 金

?i Tttl' 丁/二 呼 ･食

5) ',･妄三研 7TffrJ1貯 食

4)貯 食 LLlIr付命

5) 1.1 ftL

a) 確 '竹 中 為 梓

7)外 同 為 舛

8) 珊 便 板 持

9)恨 帝 J'.fi 入

間税還付塘- 50

年度より各庁-71,.'eHl

金と合併

昭TT151年度

1) 渦 常 貯 金

2) ft'(' 立 件 食

5) 定 衝 定 llr,rlJFrf金_

4)貯 金 f- 付 食

5) 為 舛

a) I;E 咽 ′ト 為 坪

7)外 同 為 噂

8) 祁 仲 振 博

9 ) 悶 丁絶 納 付･&.

8 9. r｣7 Ll.148

'13 5.円8Cl

85,?_50.0O0

d.574,204

4.;15,040

.;7,900

rj :1 9
t15,り 占1,9P'9

?9,571,7nll

--1上7-

115,502.178

1,574,540

56.217,692

10,215,000

757,780

1占.00〔】

8
2.009,119

18.889.7Rd



表 41 51 5 後山怖易部何局の某務実績

｢

L ･受今竺 ___竺 竺
支出の邦 (ロ狗)

i. il

研和 49年呼

1)逮

2)ftlI1

5)I.-tI

4)貯

5)負

I.･:
･>
:
帝
'

街

金

A)I;i: 珊

7) 外

8)郵 確

9) 幅 帝

金

愈

金

金

特

帯

同

巧

入

貯

貯

貯

付

熱

唱

頂

糊

2
3

小

昭和 50年咋

常 貯 金

2)-F-i 立 貯 金

5):i三 珊 'rILlけn 貯 @.

4)呼 令 や 付 愈

5) 為 柿

ら)I,fl 甥 ′ト 為 帝

7)外 岡

8)朝 何 嘱 帝

?A)梅 坪 預 入

(同税荘付金)

l関都 5 1年僅

1)而 常 貯 金

2)I;'lt 立 府 令

5) -jq 珂 程 叩 貯 食

4う 狩 金 1~モ 付 愈

5) あ . 巧

る) 定 '･'･筒 中 熱 巧

7)外 聞 苑 仲

8) 喝 確 唱 拝

9) 将 印 和 人

(同税還付金_)

5.n40

0

247

2

10

I I rL 50

8 公金

7 5 7 (.802)

8

■■

l

一
_
-

､
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(i) 花信.唱苛7(敬

-･Jf常吉付和呼吊において町告,iT!.請交J串誹 碑が'r't!ll･･細 れTこの(+h■耶Tl14咋 8月 25日である0本村

における巧詳 1羊甥の苛喝をみてみ ると棟のとお りである〇

年月日

昭和 141 8･25

昭和 さi 6. 5

昭和 54. 6,ll

昭和 55.12.19

陥和 45. 1.10

昭和 4 4. 1.26

'･7T何,TW .I-/it一灼稽珊叩胎

-Ilt甥JifTT吉田 5･it同'稲顎Ham

無線′T,笥 (ILO,･村珊巧公雛TT,課)rl即而

咋絶珊苛を庵 ILL.有穐TrT.額に巧甲 (入谷～噂照や)

だ-と村†!洞 RT:Jl叩笥Il那荊

5 18戸 加入 局殉 7本

市外叩顎がrJP17Tf場所になる

令岡iJlJ4.40 0剛 こ対 し｢申 し込7川 蝉 碕笥｣が可確にな る

このような凋帝 を嘩て,この地区の'巾伺網は秋和 こ寄 Elきし.W,#.の煎粟介局碍御 n入句は,hI'･械

撒 村)咋閉瑠苛 516戸,即 巾町 方58戸, 2鵠同¶笥 10戸, 5it剛 1上 12戸.1/岬 局公衆

'Tft.ill2となっているO

(日周 佃 l7.･噂井 tl'LT:料)

-129-



第 5 章 経 済 構 造

第 1帝 Li 業

(1) 耕地の推移と土地利用の変才

(1) 耕 地 O.)推移

図 5- 1- 1.図 5- 1- 2を比救すると ,昭和 20年頃までの耕地面概の推移が田面郡の推移

とほほ一致する ことかわかる｡昭利5年から地利 54年にかけての耕地の息散在増加は田面徹の増

加iR:よるものである｡ この時細 .出面秋吐 1?･8Jtaの灼加 している｡そのうち 1Jraは荒地役旧のた

めの増加であることが明らかになったが .致 b1a8JLa比不明であるO同様に ,昭和 7年から8年

にかけての桝地面ql･の急政な淑少は凪'ILq]'もhtの淑少VLr上るものといえる｡この時糊 .tfI面椴は 25ha

の挨少を示している｡ところが ,昭和 8年から9年にかけてtB面概姓 11･4ha増加して .桝地面軌

を増加させている｡次に図 51 1- 5の畑地両横の推移をみてみると 一昭和 20年頃まで仕ほほ一

定で .約 44IZaを維持してレ､たことがわかるo

桝260

触
258

両

君L-240

6250〟 -I-し - / /し

L-- ⊥ - -⊥ _

昭和 5年 10年 15年 20年 25年 50年 55年 40年 45年 50年

rL715- 11 1 耕 地 面 Eiの 推 移

(注 ) 昭和 18年まで吐｢統計費綬 ｣よb, 6日和 25年以降は

rttt界此林芝-t'ノナ ス J(1950,60,占5,70,75年)にJ:り作成B
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∵

…

i

仏力

昭和 1D 20 50

図5-1-2 田 両 税 の 推 移

(症 ) 図5- 1-1の (注 )と同様 ｡

昭和 10 20 50 40 50

図5- 1-5 畑 面 倒 の 推 移

(注 ) 図 5- 1- 1の (症 )と同様 ｡

(p) 作物別収替面研
頚 5- 1- 1 作 物 収 穫面 田 の推 移

m -~~｢ Li 稲 陸 稲 小 麦 大麦.裸麦 買 謝 意 誌lQ)困①①回⑦ 可可⑦ q)ltq)匝

1950 戸 kzz59217215 -l戸 ぬ95 32 - 戸 lui170 5.5 - 戸 舶 戸100 9 24

1940 戸594178247 4 05 -. 戸1229 9.7 1

1965 578149257 15 1 - 68 2 1 P ha -211 2 - P 由168 5 _

1971】 571175589 8 01 45 2 2 71 5 4 戸256 1 1 47 8 1
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(注 ) 1･ ①収私良家数 ②収穫面耕 ⑨版充血家政である｡

2.r世界曲林菜センサス』より作成｡

上の乗についてみてみると ,収横面横の一番広いの比 〝水稲 〝である｡しかし1980年に 178

halとった収牲面横 もしだいに減少して .1975年忙仕 149haとなっているO次に収穫面が広い

の比 〟だいこん"で参る0 19占5年では4haたったものが 1975年に比28haと急増 している｡

収穐出家数をみても水稲のそれよりも多いことがわかる｡また〝くり"忙ついても1970年では

成関 (-年間の粗収入が年rijtj果樹鮒 択用をまか71えるようになったもの )の両横が dぬたったが

1975年に蛇 12/taと在ってお り,かなりの増加が監められる｡以｣二の5つの作物が現在で比収

稚面税の広い作物とt̂えよう｡さらに上の表からわかるように .大麦裸麦 ,大豆 .あずきT3:とは

19占5年当時ではそれぞれ 9如 .9ha.6/Jaと ,かなりの収牡耐概があったか現在ではそれらの

収牲面秋は汲少して ,′J､さくなっている.

昭和 10 20 50 40 50

図 5-11 4 桑 畑面 棟 の 推番

(注 ) 昭和 1 1年までの数倍は｢競針襲穀｣.からのもの ,帖和5 5年以降は

r世界凸林英センサス｣にfl:I)作成｡

-1551



~ ぐう 桑畑両税の推移

馨轟は明治から昭和20年頃まではかなりさかんであったが ･全国的に戦後急激に蔽少したこと

はよく知られているO東莱倉村においても,昭和初湖において比 45haほどの桑畑があったことが

上の図によbわかるoLかし .19i0年 (昭和55年 )の姓粟セyサスによれーば知 はわずか4･d

I,aと戦前の.10分の 1に叔少しており.1975年では 0･2haとなっているo東粟倉の輩薮蚊消淑

したといっても退官ではないと思 う｡

(井 ｣: 隆 治 )

(2 ) 労働力の構成変化と米菓

打) 人 口

年齢別人口柄成を見てみると ,20歳代 .50歳代の人口の変化が注目される凸男女共に昭和55

年当時の20歳代の人口壮男女合せて2ム1人だ-ったものが昭和50年には 129人に ,また50

歳代の^ロは528人から155^にそれぞれ大幅に淑少してい卑B

それに比べて40歳代 ,50歳代の人口は淑少してない｡ これは .高度経済成長の中で山村の過

疎化の現われであD .昭和40年当時の 10掛 t.20歳代の人々は過疎化の波に乗 って外に出てい

ったのである｡次の葬をみてみるとそれがよくわかる｡

袈 5- 1- 2 拙 家 人 口 の 推 移

(単位 :人 )

棚 r蛸 ! 男 女

I旧和55 昭和 40 旧知 50 ･脚 5 l - 40 日 約 50

0-14歳 525 249 lsd 575 5001 12占

15 So 22 14 24 21 8

ld～ 19 42 ■dd 42 27 占0 42

20～ 29 151 72I d5 150 95 dd

50～ 59 155 154 dq 175 170 75

40～ 49 94 1241 158 89 155l 158

SO～ 59 85 85 105 112l 111 128

60～ 49 90 占9 98 74

7CI～ 75I 831 占3 l 8D

計 7I 957 708 1051 737

(荏 ) r世界出林業セyサスJ(1940,70,75)i:b作成｡
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男につV'てみれば .昭和 40年に 10歳代であった者が 199人だが .昭和 50年には 20歳代

の者は45人に減少している｡女について も同様で .225人から46人に減少 しているのであるn

昭和 40年に20歳代だった者につV,て もかなりの汲少率がみられる｡このように過疎化の現象が

現れて .昭和 50年で比 20歳代 ,50歳代屑の人口が少ないとい う現象を引きかこしている｡

これは労似刀の絶対立の減少とともに.盛業経営の中心労働 刀となる者の年齢屑が40歳代 ,50歳

代-と変化ぜざるを得ない状態-と追い込んだ｡今後もこの老齢化傾向は続 きそ うである｡

&･5- 1- 5 ㍍ ~女 別出超 労 助 力 の 批 移

199
iZS

72L ＼ぅ85
iZS

154､ ~＼〉d0

･予 ･.三 -15%l 11

89 1 - 1

申) 吋ヨ牒 別段家教

表 51 1- 4 時 弊 某 別 戯 家 数 の推 移

昭和 55 408戸 125 285 18.7%

40 584 25 541 44.8%

45 580 52 548 88.4%

50 575 50 545 76.0%

(往 )r世界凸林菜センサス』より作成 O

総凸家数についてみると .昭和 55年から昭和 40年にかけて 22戸減少 しているがその後は横

ばい状態である｡専業出家でもやはり昭和 55年三から40年にかけて減少が著 しく.その後比大 き

な変化壮見られないO噂薬出家の減少と相反 して大醇に増加 している｡また特に注目すべ きは第 2

種兼粘 家の増加である｡昭和 55年には雅軸 家のうちの 16･7%を占める忙すぎなかったもの

が昭和 40年には44･4% .昭和 50年に比 74%を占める忙至っている｡これは怨家が曲外収入

に頼るようになってきたことを示してV,るo前項で述べた労働力の絶対ia:の減少とともに .戯家の

中心的労働力となるべ き者が典薬以外の仕事に従林する傾向は盛業労働力の老齢化をますます進め

るように思 う｡
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H 就 業 状 態 別世 帯 負 数

裳 5- 1- 5 就 葵 状 態 別 世 樽 見 数 の 推 移

lIi l1占才以上の 自 家曲集だけ持 家曲菜 とその他の仕Zlfに従軸 その他の仕郡だ 仕事に従前

自家盈共が壬 その他の仕事の者 が主の者年 総 世帯負 数 把従離 した者 けに従萌 した者 しなかつた者

昭和40 罪 575 125 142 257 ll 62女 824 535 84 107 9 91

昭和50 罪女 558 124 42 559 18 55

(狂 ) r世界此林荘センサス｣より作成 ｡

忠初に 1占才以上の総世帯見放をみると ,昭和 40年で吐男女を合せて1199人であったもの

が昭和 50埠に比 1161人となっている0 10年間で58人の減少であり,ほぼ一定 してい舟と

いえるであろう｡次に自家曲菜だけに従都 した考をみると .男女 とも著 しt̂変化はみられなVl｡

自家虚業とその他の仕事に従机 した者の うち自家瓜弟が主の者をみると ,男の場合昭利 40年で性

142人だったものが昭和 50年には42人と ,大麻に淑少 してLrlるo女の場合もかなりの減少が

みられる｡これIJC対して .その他の仕Ijtが主の者をみると 一男女共に著しく増加 しているO との

10iL･-一間で .自家典薬が主であった者がその他の任那が主l/Cなるようになったといえるo以1のよ

うに自家典薬だけに従事した等 ,自家曲業 とその他の仕恥に従ホ した者の絶対数にはあせb変化が

夜vlo自家舟菜たけに従召与した者が 10年附 蔑とんと城少 してL̂夜いのは 一男の場合 ･そFC)労働力

の主体が中高年齢層であり .消極的VC自家虚業に従耕 し ,継続している結果であり .女の場 合では .

自家鎧菜経営の中心労Jm刀として継続的に自家出井7tけに従軸する傾向があb ,その結果と思われ

る｡次に昭和 40年の耽業状態別世帯負数の年齢別黄を_上げて上記したことa}根拠 としたho

▼

来 5- 1- 6 地 業 専 従 者 数 r

(単位 :人 )

区分柵自家凸英男16～1920-2⊥二I50-59i40～49 50～ 59 80～る̂I25■ ll 14 85

(江 ) r世界蝕林菜セスサス J(1965年 )より作成 Q

-156-



F) 出 家 労 働 力 の 現 状

衷 51117 JEi家労 働 力 の性 別 存 在 形 態

園 .Ⅱ 1 - - - ⊂ 軸 p-- 16 ･

(荏 ) 1･ 政美従事日数 占8日以上の丑凝武井人口の負数区分別戯家数0

2･r世界幾林業センサス｣(19川 年 )の戦料より作成.

上の表から ,姓弟従訴 日数が占0日以上の者のt̂ない良家が全体の 25%を占めているとととな

.O ,1人いる出家が27･1% .2人t̂る出家が35･5･% .5人いる出家が ?･2% .4人いる虚家が

5･2%となっている｡ これからわかるように .1人もいない曲家 ,1人しかいない出家が全体の半

分以上を占めている｡ これらの良家は曲菜収入たけで生活柴をまかなっているとは考えられない0

第 2種兼菜出家が増加し .良家が出外収入に徹る細向があり,i-i家の中心的労働力となるべき戸主

が鐘菜以外の仕加に従ljJiしているため .本来の腹賞経営をするには労働力が不Jt_し ,曲共は粗放的

となってt̂るとV､えるO

(江 ) 1･曲薬従事 日数 占0日以上の企業就共人口｡
21r世界出林業センサスLI(1970年)よ))作成｡
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塊業従前日数 80日以上の者の年齢別衆を作ってみると .1人いる良家のうち男の方をみてみる

と60歳臥上が 22人で虫も多 く祖父 1人で典薬経常をやっていることが考えられる｡女の方では

/+0歳代が51人で ,妻が中心的労働力と夜.'ていることがわかる0 2人いる鹿家で ,男のみ .女

のみの出家は少なく.男と女の2人の負家が大部分であTb .40歳代 .50歳代の者が中心労qJ力

と茂っているとviえる0 5人いる塊家で .男2人女 1̂ の相成になってtnる虚家をみると若夫婦と

祖父が中心になってかD.男 1人女 2人の出家比岩夫揃と祖母が中心9.''髄刀と在っているとtハえる0

4人いる曲家で ,男 2人女 2人の椴成忙71っている鹿家仕老若夫婦が渡英に従車 しているといえるO

次に良美改発者の年齢別をみて凸共労働力の耕成の現状をみると ,40歳代が 5 1%を占めている

が ,5D歳以1が約半分を占め ,&黄経営が高齢者によって営まれてV,るといえるO

黄 5- 1-9 LEtR一労軸力の中軸階扱iJ'ui.W成

年齢 1日 ～ 29I 50～ 59 40～ 49 5【】～ 59 80～

虚業就薬音数くべ l 14 95 157 188 158

(井 上 隆 治 )

(さ) LB菜技術の発達と生産力の増大

H)生産力の増大 (水和の反当収丑を中心として )

水稲の反当収丑の変化をグラフにしてみると ,東粟倉村 .岡山県の反当収丑は非tn:増加傾向を示

し七いるQしかし.膵JuJ鮎の平均の反当収丑と比敬して東粟倉村のその値は平均して約48Kg希少

ないといえる凸変化の様子 をみてみると ,岡山県 .瀬粟倉村は類似して居 り,昭利 50年頃までは

ほほ一定して ,岡山県は 5001(脚 後 .京葉倉村は260Xグ前後を保ってLnる｡昭和 58年以降 ,

岡山脱 ,党粟倉村ともに反当収丑の増加傾向がみられるDただ ,岡山県の平均反当収丑が割合に順

調に増加しているの把対 して ,東葉分村のそれは年によぅて較差が大である｡これは .東粟倉村の

自然条件が水稲栽培に必ずしも適して孜く,その彰帝によるものと思われる｡以上のように ,東粟

倉村の水相反当収丑は変化して来ているが .ここで昭和50年以降にかける反当収丑増加の要因を

考えてみたVIo一般に水稲収丑の土か加要因として .化学肥料 ,虚英 .凸英傑城 ,栽培方法などの出

発:技術の進歩とかんがい施設の整備やj=地改良が進んだことが考えられるo東粟倉村の昭和 20年

代のば の中心は永稲栽培であったため ,水頑栽培技術の向上をめざし ,村全体として意欲的に水

稲収iJiの増加に取り組ん産ことが姓媒振興計画諾なt'か ら車知で 卓る｡侍に剛 ミ晋防除の対米 ,か

んがい施設の缶佃 .晶穏改良などに選点が厭かれてt,17tQ

(Q) 病虫宕防除の対米

油菜倉村で比 ,昭和 24年に 〟vlもち病〝の大免生 .昭和 25年に壮青野地区を中心 として村全

般的に稲熱病の先生 という番態がか こっている｡そのため次のような改良前項が示めされた｡

1･ 敬子消額の共同化｡

2･ 共同苗代の敵役を奨励し .苗代期の消鶴を徹底するO
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5. 植物防疫班を強力化活動せしめる｡

4･ 各部落の病虫寄発生速報に努める｡ ト

Oj) かんがい施設の盤備

兼業倉村では当時 .数十ヶ所の井戸によb水田の約5割をかんがいして居 り,他は溜他により約

1割むかんがいして居た｡その他紘ほとんど冷水に上るかんがV,であり.かんがい水の水温を上昇

させる為に次の2点を示してV,る｡

1･ 水の串入口に潜池をつ くる0 .

2. かんがV'水を蓬回させる水路を範価する｡ '

その他 .a.･bにも関連･Tろ ことたが .温床折衣苗代の普及も欠かせない｡温床折衷苗代は下の図

のようCl'(苗床の地温を1.げろ7tめに上を油紙iたは どこI JL,でかおったもので ,東粟倉村のような

寒冷地にかV,ても.稲の早舶苗作 りがL･T能になり.また健全夜苗ができるようになり .収且の増加

i/C大きく斉献したことは間迎いないb このようにして良家の^々比次第に水稲栽培技術を向上させ

てV,ったと考えられる｡

か もLVヽの士

i-,二'';A:::f '-土 工 二｣ 土三

/'/

･シ⊥⊥ __ 碓 もみ

仙 紙 ･ ビ ニ ー ル

.,,, '読了/
＼- -′ ノ/

図 5-1- 5 温床折衷苗代

病虫芋防除の対策 .かんがVl施設の整備 .温床折蜜酎 t:の普及などがどの程旋実施されたかの架

証的幣料に欠くが ,昭和50年以降の反当収丑増加の一つの要因として考えられるDなお .曲共機

械の啓及比 ,近年の曲某VCかける労働力不足をおきない .水稲生産力の維持 .増大にとって大切な

ものであるので次項に別にふれることにする｡

P)曲 用機械 の普 及

(a) 魚用機械の普及の一つの要因として .一般に良家の労働刀不足が上げられる｡東粟倉村に

かいても ,それが明白に現われている｡ 19dO年から1970年にかけて .総^口紘激減し ■専

業曲家の大幅な減少と兼菓血家 .特に第 2徴 集貴家の敢増がみられ .典家の労働力不足は探刻な

ものとなった｡ このような傾向に対応して食用機械蛙普及していった｡ 1940年で吐動力耕 うん

機は個人有 .敷戸共有とも0台であった｡これは .当時また労働刀に余裕があり.また家事 (牛馬 )

が典作美の主たる源動力となっていたためと考えられる｡ところが上に述べたような労働力不足の

傾向が現れ比じめ ,動力耕 うん機.食用 トラクターの台数 (個人有+歓声共有 )たけをみても章一

5-1-18にみられるように .1985年では70台 ,1978年には 214台 .1975年は
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297台と台数は激増しているo動力桝 うん複は 1975年では .ほとんどの蝕家が所有している

といえよう｡同様に,執刀噴む機 ,動力散粉畿 ･乾燥機 も1975年には .約半数の瓜家が所有し

てV'るとvIF)状況になっているOまた ,田植横 ,動力刈取磯にかいても近年めざせしく普及してい

ることがわかる.さらに所有形態別にみると.敷戸共有の必用機械の台数は減少傾向にあり.個人

有のものが多 くなっていることもわかる｡

何 次に .凸用機械の所有出家を .偉営斬地面研規模別 .曲産物版売金観別から考案してみ

る｡苛料姓 1970年の出発センサスを便偶した｡まず .経雀紺t地面都規模別との関連をみるQ表

5- 1- 11をみると ,必用機械の愚対数では ,0.5ha-1.Ohaの階層の良家が多 くの必用機械を

所有していることがわかるcLかし,この菜では各階層の農家の何剖程度が缶用機械を所有してい

るのかわからない｡そこで .それをみるためL,=費 5- 1- 11を作成した｡表5- 1- 11%･みる

と ,u5Ita未満の凸家は食用磯城をほとんど所有してなく,0.5Jta～0.5Ilaの姓家は ,動力耕 うん1

機で約4割 ,動力散紛機 .乾煉機は約 1割が所有している｡ 0･5ha以上の経営耕地 をもつ曲家では

動力耕 うん機で約 4割以上 .動力放物殻 ,乾燥機で約4割以上の出家が機械を所有している｡特に

0･7/1a-1･5haの牌屑の生家吐 .その上下の階層に比較 していくぷん必用機械の所有率が高く .こI

の階層の瓜家に卦V,て ,凸用機械を僻入 して .それによる余剰労働力を盛業以外に向け .その曲外

収入でi.た必用機械を購入するという循環が予想される｡

次に.並直物版売金額別との関連をみてみるQ表 5- 1- 12により .曲用機械の絶対数では 5

万円～ 50万円の階層が圧到的に多いといえるoまた衷 5- 1- 12でRt用後械所有良家削合をみ

ると ,大きく4つの階層に区分できるo

版売なし･.･.･･････････HA 20万円未満---.･･--.B

28万円～ 100万円-t-･C IOO 万円以上--･･･--a

上のようにA.ち. C.Dを決めると .Aでは必用機械は少なく.所有農家はほとんどないとい

えよう.王】では .桝うん磯所有曲家が約 4割で他の出川機械所有曲家の割合は低いo

Cで性,動力耕 うん機が約8捌以上 ,動力散紛機が4割～7別 .執刀噴銘機が約 2刺の所有出家割

合となっているo 工)で壮その割合は動力耕 うん機 ,執刀散紛機 ,乾換機ともに 100%をこえてお

り ,1戸の拙家が2台瓜用棲城を所有 してV,る場合もあると考えられる｡

玖上のように .姓用倣械所有煉家の階層区分を試みてみた｡也用機械の普及比 .労働力不足を埋

合せるものとして丑賓であb ･生産力の維持 一増大に果たす役割も本jtnといえる｡

■ l■L L -も ･
■

1 い-r J,.l

日 ､一-1 ●1 }､
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(4 ) 曲 民 層 の 分 解 と曲 地 攻 寄

H) 蛮地改革以駒の凸民屑の勧 さ

- 大正期～昭和初撒 --

曲弛改革以前の日本の軸菜は .前近代的 .半封超的な地主的土地所有制を基底とするO叱主と小

作農を両篭する半封建的小作関係は .明治維新の地租改正により法記され .明治後期IJC確立し .大

正中耕(/C円,拓LWLlを迎えるOとt,では .筏料の関係から .窮一次世界大槻後の大正収から金融恐熊笹

の昭和9年までの出民屑分塀の凪向を見てV,くことにする｡

まず ,小作関係の変潜の概観として ,桝作両所托対する小作地の削合の変化を見てみよう｡黄 5

- 1l l4によると大正初期より数年間は全 く変化は見られないが ,大正 15年を実損に ,抱は連

続的に懲増の傾向を示す｡しかしながら ,ピーク時の昭和 9年rLかV,てさえ .57･5%とやや低い

数値で3_)ると言える｡

衷 5- 1- 14 日小 作 別 反 別 耕 作 面 噺 の 推 移

年 I自 作 地 小 作 地 自作 .小作 小 作 地の 割 合｢｢㌻i i,田 計 田 畑 計 田 畑 計

大正 4 1148 59.5 174.5 552 82 65.4 257.7 2占7%
5 1148 59こ5 1745 552 82 占54 2577^ 28.7

8 ● 1148 59.5 1745 552 82 占5,4 257.7 2/A

9 114.8 59.5 1743 552 82 ム5,4 2577 2占7

10 114.8 59,5 1745 552 8.2 占5.4 237.7 2dJ

ll 114.8 59.5 174.5ヽ 552 82 65.4 257,7 287

12 114.8 59.5 174.5 552 82 占5ノー 257.7 267

15 115上】 57.a 1720 占4.9 1O.4 755 247.5 50.4

14 162.0 5占,6 158ム 59.1 108 占9,1 22;ワ 5□5

昭和 1 102.5 55.1 1554 占40 15.i 77ム 253.0 555

2 10d5 54.2 1dD5 占48 125 7d5 257.0 522

5 J'IrLJ:占5 53.1 159.4 占4D 158 77,占 257.a 527

一 5 107,5 5W 1585 占2.8 157 785 257.0 5i1

占 1122 515 1占57 82_2 ll,A 9エ8 2575 5占.4

7 日 12.a 51.8 1占44 82.5 125 94,i 一 299.0 565

8 i 111.9 512 1占5.1 白エロ 1I29 95.9 2998 57.0

(旺 ) ｢現勢靭査博｣(大正･1年～昭和 9年 )よt)作成.

但 し .大正 4,7年 .昭和41'Fについては不明｡
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次IrC,菜 5- 1- 15によって .自小作別JJ生家数の変潜を･見てみよう｡著しい特徴として .大正

14年以前と昭和 1年以後の不迎綻な動 きかあげられ/-1｡ 52%.5占%. 51%とV,うコンスタ

ン トに保たれていた均衡が .昭和期に入ると .25蕗.57%.20%となり.自作曲 .小作出の

自小作鵜への転化とい う形で破 られるqL)である｡そして .この割合が昭和 9年までほとんど変化な

く保たれているOこの断JEJ綻 ,何を:意味するのであろうか｡ 自作出 と/｣､作良問にかける自作地の売

買による小作凸の自/J､作E'i化 .自作農が新 しく借入地 を受け入れることによる自作農化が同時に進

行 していることによって起 こb得た変化であることOそ して .その背Jl;lLとして比 .自武経営の行 き

詰まりや .小作料がこの時Xl].比較的低率であったことなどがあけられるが ,斬屑的な変化の意味

はよくわからない｡

滋 5-1--15 日 小 作 別 BI 家 戸 数 の 推 移

自 小 作 塩
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三三 日 :8三

80 】 582

(往 ) ｢現勢粥韮鮒｣(明治 45年-澗和 9年 )より作成.

但し ,大正 27 5年 ,6- 7年 ,

昭和4年については不明｡
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自作曲 .小作凸の分解の様藩を ,経営耕地規模別出家数の助向によってみてみよう○衷 5-1-1i

Kよると.やはb,大正期から昭和期-の移行の年にかいて断層がみられるOそれは .5反- 1町

屑と1町以上層から反未満層への転化という原著な動 きであ9.5反未満屑は昭和9年まで微増を

続ける.･5反- 1町麿 も昭和5-J5年に滅少した後 ,微増 しているO昭和9年には ,1- 5町膚が

分解し ,5- 5町周 .5- 10町屑へと｣:向するという新 しい動 きが見られるが ,その後の苛料が

ないので ,はっきbLたことはわから夜vl｡

以上 より ,大正期にかける中温肥大化傾向は .通知期に入 b.全般的 を簡届 ,5反未満膚の増大

l といった零細規模経常化に取って代わられたことがわかる｡

韮 5- トー18 経 営 耕地 両 歌 広 狭 別姓 家戸 数 の推 移

年 5反未満 5反-1町 1- 3町 い ～ 5町 l 5- .0町 吉十

大正1i155 200 50 585

254 [ 155155155 20■0 50 585

200 50 585

288 50 585

5 155 20Q J50 585

占 155 280 50 585

7 157 2ニ2 0 5【】 58'7

8 - 155 20.0 54 587◆

9 157 208 ` 50 587

ll f 155 200 5.4 587

1_2 155 200 5-4 587

伽 1: ! 1.558, 208ー 5:1 597
ー87 57 - - 581

2 140 18.1 57 5 - 581

5 185 17.6 57 5 - 581

5 1占5 170 57 J - 575

4 1占4 178 57 5 - ■ 582

7 14占 17 8 57 5 - 584

8 ー 167 179 57 3 - 588

(江 ) ｢現勢調査符｣ (大正 1- 14年 )より作成｡但し,大正 10. 14年は不明｡

｢統計裁粗｣ (昭和 1- 9年 )より作成｡但 し,昭和 4年は不nBo
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零細化傾向を ,兼業化との閑適にかレ､てみてみようO衷 5-1-17をみてみると ,昭和 1年の

断層的変化は .寺井塊家と米英出家の割合の逆転 ,十夜わち .発覚曲家率が総払家の 60%を占め

るようになったことである｡ これは:.附加 5年まで拭 くが .昭和 占年には再度逆転し;.しかも米英

出家輩は 16%と榛鑑に減少している｡しかしながら ,この昭和 1- 5年における報菜化の動 きが .

零細経営をJR進させる動機となったことは認めてよいだろうOしたがって ,自作塊の自小作塊への

転落と ,少作曲の自小作怨への上昇が ,自作曲の意図的孜経営規模頗少による土地売却によって起

こったと仮定することができる｡とすれば .昭和 1- 5年にかいて何らかの米英機会の増大が当村

にもたらされた比ずである｡英田郡全体にふいでも.当停舶 .瀬美化傾向が認められるのであるが .

いかなる雅文機会がもたらされたのかは .確かめてL̂なしへ｡

(江 ) ｢現勢調査紡｣(大正 1年～個和 9年 )より作成O

但し ,大正 2-5年,d～ 7年 ,

昭和 4年比不明｡

-14?-



(p)i"i地 改 革

大正年間に敢化した小作料波免を要求する小作争故は .弟一次世界大戦後の健性的戦後不況の下

に迎えた他者畔 欄に吐 .耕作権確立の争議-と .そのPTを変化させていlるo高率な現物少作料制圧

を根幹とする′J､作制度の矛循比 ,日本政府に .その改革を企図することを余韻なくさせるO

出地改革以前の捨恩の中JLh 昭和15年の33地調盤法比 ,小作隣係の改善を骨子とするものであ

り,昭加 14年の小作料統制令も.当時の土地保布政策の｢般動向の指針として有用で壮あっ7(･｡

しかし,これらの括僅比 .小作人に土地所有梢を趣裕する有効な手段を与え得ず ,抜本的な変革吐 ,

放敬という試練を経 .占領軍による敬後改革によってはじめて達成された｡

日本政府は ,昭和20年 12月,｢曲地謁竪法改正法 ｣を制定 ,公布しTt｡ これが弟一次濃艶改

革と呼ばれるもQ)で .その内等結 .5町歩を襲える不耕作地主の一切の所有耕地の只収と売渡 ,小

作料金納制などであったが5町歩とvlウ駿やかな韮準や ,家族への土地分散の容認など地主本位の

性格を拭い去れず .小作制度全廃に岐笹避V,ものでQHJたo

昭和 21年 12月 .政府吐占領Fi総指令部の強力な要諦 .指示の下に.｢地軸的整再改正法 ｣と

｢自作曲特別措置法 ｣を6-促 し.よb.徹仮した第二次改革が爽施されることに在る｡その重要な規

定は .政府が不在地主の所有する′J､作地全部と平均1町歩を超える在村地主所有小作地を毘収 し,

小作人に売b渡す柁l現を布する .という強制只収方式をとった点にある｡ この乗施椴朗は ,/J､作 ･

地声 ･自作の階㍍別の遵奉によって鍬 出された委員によb構成された地軸委員会であb･各都道解

脱 ,各市町村に設けられたn盤地の現収は .(朋 口22年か ら昭和 24年の細楓に計 1占回実施され払

出地改革の尭歓を ,表 5- 1-18からみてみようo当村にか L̂ては ,改革前 65%てらった自

作地等が ,改革後I.{比 95%となり.ほほ荒壁に小作地の異収 ,売渡が行覆われたと言えるO

同山娘の89% .英tB郡の91%と比救しても高レ､数値である｡また .塊地を只収された地主はd2

戸 ,不在村地主7占戸で ,合計 158戸 (5 r̂% )でrDb,只収された土地の売渡を受けた盛家は

555戸 (8占% )である｡ (費 5- 1- 19)

地主 - 小作関係の変化は .敬前の哲科の不他で .昭和9年との比故においてみるしかをい｡表

5- 11 20からわかるように .出地改革の成典蛭よD.ノJ､作曲紘わずか5戸と71-A.25%にす

き'在かった自作曲は 7ム%忙増大している｡小出的で吐あっても .99%の戯家が土地所有者とな

った ,とレ､う串実比 ,寄生地主的土地所有か払拭されたことを証明している.

表 5- 1- 18 £生地改革後にかける自作地 ･ノJ＼作地面戟

!昭和 20.ll.25現在伽 b帆 1(皮 ) 順和 25.8,1現在鑑地面芯 (皮 )

地域 !自作地ノJ､作粘 雷十 自作軸率 I自作地下 石完 Tど首~弓で Eも 上 レ一 吉† 自作嘘

448A201.〔汐7.511 59/a 980547 11227占 5121.1Oi155 B9(2

12511 37.550 占7 5占.186 5ムdd ] 59B59 91,a,-

(荏 ) r塊地等解放契敵調査Jより作成a

115O-



釆 5- 1- 19 塊 地 を 只 収 され た 地 主 の 戸 数

売渡を受けた出家戸数 = 555 (江 ) r出 地等解放薬殺酌査 A Lir')作成｡

Xl5- 1~20 凸舶改革前後の自･′｣､作別曲家数の比戟

nfj和9同25512(76薙 218 (

77(-T'嘉T

小 作

82(21%)

19(4%)l 5(1%)

訂

586(It)0%)

411(100%)

(荏 ) ｢統計表壌｣(rRMr19咋 ),F世地 株丑センサスJ(昭和 25咋 )より作成｡

経営観凝別の出家戸数を .昭和 9年とF'LJ,和 25年0比較に.1,-.いてみてみよう. (未 5- 1- 21)

個別的には ,20町以上屑の穀失 ,D･5町末梢Id,□･5- 1町桝と 1町以上層の .1.0- 1.5町例

-の吸収と在ってい るか .相成比にはほとんど変化カないO増加峯は ,1.0町以上 5町未満層の 70

港 .0,5町未満屑の9% ,0･5- 1･0町肘の7%の肪となっているが ,1町以上屈は .それ自身 .

1･0- 1･5町柄に脆約されたとみてよいので ,上缶層が中規化 したと言ってよいであろう｡また ,

倣後 ,LtiL地改革の法令発布前後の寄生地主'k(]崩壊 を軒にして .地主の土地取上げが故化 したことが

知 られているが .土地取1け紅よる地主の出民化は .この表の此軟でみる限 り .中曲化 ,零細姓化

として7{_た祝われてレ､るOそ して .地主の土地取上げ比 ,零細自作凸を増大させ .政府の毘収小作

地の売渡の進行は .新設塊家の増大 (分家.帰出.入植 )i･もたらし ,零細 自作凸化が併行すると

いっ-rtように ,改革による自作LA豊的土地所有比 ,L̂ きおい従来の日本の凸其の等柵経営を-a-ら忙引

き継 ぐものとなつTc.0

表 5- 1-21 出地改革前後の経営規性別戯家 戸 畝 の 変化

二~ 7~甘㌻軒年 l菜 摘 D.5～0.5 誓丁 .1_.105 1 12'.日 1 25_L～Do ‖ Oo 鳥 :

帆.1軸 9 1 7 179! 21 i 16 5

同 2.5 72 】111 192育 55; 1 i o｢ ~㌃｢ _olI l旧和94.5.5%.4i4 5.4 ! 41i o_8

(往 ) ｢現勢調査酔｣(昭和 9年 ),l腿休演 セ ンサスJT(昭和 25年 )よ ･'.-)作瓜
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次に .丑地改革の地主への彫轡をみてみようO凸地改革では ,不村地主の 1町未満の焚付地保有

を降めていたのであるが ,改革後 ,高率現物小作料の低率金納小作料-の転化が行われたことは .

従前通 りの収益を地主が確保することを3阿 能忙し ,地主的土地経営に因むなきたした｡地主の保

有小作地親疎別良家数の変化を .襲 5- 1- 22tn:よりみてみると .故地改革前後にかt̂て ,0.5

町～ 5町届の老成 .a1- 0.5町屈の徴賊 .0･1町未iJBJ酉の君増とV,う厨雷を零細規模化が起 こっ

ている占

黍 51 1- 22 地主保有小作地組准別出家故の変迎

規模i年 0.1町未 満 0.1～0_5 0.5～0.5 0.日1.0 1.0鳥 計
昭 和 2 0 15 40 17 7 1 .78

2 5 19 54 12 2 D 占9

昭 和 2 0 18.7% 51.5 21.8 89 1l 1.5 100.0

(江 ) ｢虚地統計調査関係綾｣ (昭和 20年 )より作成｡

｢/J､作契約事故｣ (昭和 25年 )より作成｡

H 鎖 触 改 革 以後

以 1 みて きた よ うに .出 地 改 革 吐 .寄 生 地 主 的 土 地 所 有 を基 本 的 に解 体 し ,

写経ではあるが盛民的小土地所有の広汎な創設を上からの改革として実現した.創乾された士地所 ~

有者としての良民屑の分解比 ,改革後 .どのように展開してい くので4'ううか｡

表 5- 1- 25によると .横付地をもつ出家戸数は .凸地改革以後確実に萩少 していき.fe付桝

地面攻比昭和 55年には半減し .全経営面掛のi5%を占めるにすき′なくなった｡昭和50年には .

1反以上の坪付地をもつ非曲家は消失し ,寄生地主的土地所有は ,ここに完全に摩滅したと言えるO

避 5- 1- 25 貸 付 地 を も つ 公 家

守 地 家 戸 数 貸 付 耕 地 計 経 常 耕 地 総 面 哉

昭 和 2 5 F出 5dl畑 52 1ム町 9反5畝 258町 8反

同 5 5 ! 47 8, i 9 258町4反

(注 ) F世界戯林薬センサス』より作成｡
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自小作別曲家戸数の変選を表 51 1- 24にかいてみると .自作典の割合は13_地改革によって大

幅に拡大され ,以後着乗に増大 していったことが伺える｡こうして .所有と経営が一本化された改

革後にかける鹿民屑の分解過程比 .経常規模別VCAてい くことが重要であろう｡

去 5- 1- 24 日,｣､作 別 良 家 戸 数 の 変 蕃

勾三 自 作 t自小作 小自作 小 作 引 自 作 自｣､作 小自作 t小 作

大正4年 127 1 9 117 585 55.2 3 5 50,5

昭和1 88 2 i 77 さ81l 25.1 5&7 29-2

9 8占 2 8 82 58d 22.5 5&5 21.2

25 512 77 la7 5 411t 75.9 1&7 4.6 0.8

35 551 40 ?.8 5 408 8占.0 ♀8 2.9 1.5

45l SOD 0 0.0 0 380い omo 0.0 0.0 0.0

(江 ) ｢現勢調査沖｣(大正 4年.昭和 1.9年 ),

『世界袋林業センサス Jl (昭和25, 55, 45年 )により作成o

教 5- 1- 25によって .経営耕地面耕規模別戯家政の変遷をたどlDてみよう｡

昭和25年から28年の側の変化は .0･5- 0･5町村 .n･5- 1･0町属の狭少 .Dl5未満眉の増

加である｡ 1･0町以上朋に増減が7thので ,0･5- 1･O町層の凸家の経営規模崩少によるものと考

えられる｡その背紫としては ,灘茶化の増大が考えられるが ,乗 5- 1- 26によると .それとは

全 く逆の結果が表われている｡十をわち .専央串比 ,暗部 28年に比むしろ粥勤口し .しかも.0.5

- 1･0町価にかいて専英出家数比 24戸棚である｡ 0･5町未満届を除いて各層とも兼糞良家が磐城

してV,るので ,臨時雇としてA家に凍用されるという形態をとる特発鹿家が増大したとも考えられ

るか .はっきりしたこと壮わからない｡

昭和28年以降55年まで比 .015町未沸層 ,0･5- n5町屑の若狭 .015- 1･0叩11膏の徴増 .

1･0- 1･5町屑 .ll5- 2･O町屑の増加とvlう.各層の上昇傾向が続いてVlる｡昭和 55年までは ,

自作地による経営規模拡大が意欲的に行なわれてtnたことが分取できる｡表 5- 1- 26によると ,

この間 ,専薬出家数が培増 し .しかも,V'つれのWlにおいても尊薬化が進行してt̂る｡しかしなが

ら,昭和 50年～ 55年の間にBt家戸数の総数は搬少している｡これは ,零細凸である015町末梢

屑の淑少に鼎応するものであり.経営廃止拙家がその労働刀を都会-と流ti)させたことが伺えるo

昭和55年以後 もひきつづ き,出家戸数の繊 比涙少 し抜けるが .胞勅 40年にかいては 1.0-

1･5町屑,1･5- 2･0町屑 .2･0町以上億の減少が妓じめて見られ .上向する中盤の士軸集中も行

き結まDの徴候を見せてVlる｡そ して ,0･3町未満僻の脱良化紘顕著である｡全般的にみて此教的

安定してt̂るのは ,0･5- 1･0町屑である｡しかしながら.その内容は大 きく変化している｡

表 5- 1-2丘をみてみよう｡ 015- 1･0町JV ,110- 1･5町席の兼業率が .= %1.97% ,48

%- 87%と敢増したのをはじめとして .昭和40年に至ってはじめて ,尊.煎薬他家の割合の偉

劣が逆転したのである｡簸=推米菓姓家の増加が第一覆難業生家の増加を上回っていることも .特
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徴としてあげられる｡以上みてき7tように ,当村の良民屈の分解は ,出地改革後Q:｣上向 ,下向の動

きを経て ,零細農の脱曲 .すなわち ,賃労働化 ,一部の貸典膚の形成 .そして兼薬化を余番な くさ

れた零細曲 .中也屑の滞博という付湖的射 沖成を維持するに至ってLnるo

袈 5- 1- 25 経 営耕 地 面Gli規 模 別曲 家政

年 0.5町未満 n5～0.5 ∩.5～1.0 1.0′､-1.5 1.5～2.0 t2.0以上 株 数

昭和 25 72 111 192l 55 1 o ll 411

28 I 86 109 1 8 2 1 55 1I 0 415

50 82 104 185 45 5 0 417

55 72 95 185 48 8 2 408

40 占占 95 18 2 40 5 0 58占

45 59 88 18.～ 4D 5ー 2 378

25 17.占% 27,0 4&7 85 0.2 0,0 100ー0l

28 20.aI 2ん4 44.1 85 口.2 0.0 100.0

50 19.7 24.9 45_9 lo†s 1.2 0,0 100.0

35 17.6 22,8 45.5 ll.8 2,Dl 0.5 .100,0

t. 40 17.1 24.1l 47.2 1t〕.4 1.5 0.0 100.0

I(注 ) 『世界脇林菜センサス』(昭和 25確～ 45年 )によt)作成o

tELL,昭和28年は『岡山県市町村勢要寛』による｡■
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去 5- 1-26 経 常 規 校 別 ･啓発 井 別曲 家 戸数 の変 速
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(荏 ) 『LLl界鹿林業 センサス』 (ITtj和 2 5 , 55.40年 )

『凧山県統酎叫 報 』 (H7]和 2 8 年 ) に J:E)作成O (元 成 仲 子 )

参考文献 川 上 正 道 LF日本 の仏英 』 他
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(5) 東粟倉村曲村振興計画の歩み

東粟倉村で比 .昭弁口25年にgbL村振興第一次計画案を作威し.今後の方策を明確にしてVlる｡そ

の内等を卦かまかに記すと次のようになる｡

(1)-･.品種改良対策

1. 東粟倉村地産物品種選定審盛会の設立｡

2. 試作展示等による晶花の優劣判定｡

ま 各部落に原種凪を投促し.優良品筏の曹及に努める｡

(2)--施肥改尊と自給肥料増産

1. 緑肥増殖の奨励.

2. 線肥種子の村内自給確保を期するため採8BE)を設位する.

5. 底収位土佐改良対策として ,酸度検定を共施し,石灰覇の適用施用を指串｡

(5)････病虫晋防除
I

11 病虫等発生予察｡

2. 病虫事防除班の損成C,

¢)--輪作方式の改良

1. 現行輪作方式の限査0

2･ 研究協議会を閑催し輪作方式の規準を設定する｡

このように .姓菜振興上の遁辞的な方針が明らかにされ .解に相 ,変の生産増大に刀を狂いでゆ

こうとする傾向が強い｡その後 ,昭和28年に虫村振興第二次計画案が作成されてt̂る｡その内容

は一次計画案とほぼ同じであるが .次の点で新して慣向がみうけられるo

1. 小規板土地改良司f菜の推進｡

2. 日給肥料の増産を図 りながらも金肥の凍価購入 .化学的知取の普及徹底｡

5･ 家畜導入の奨励｡

以上のように ,一次 .二次計画案とも.斬稚魚業を主体として盛業振興計画が企画書れたが .東

栄分村の自然環境吐出業にとって厳しいものであり.典薬振興上の阻晋条件が数多くあったdそれは.

① 水利が樫めて悪 く･生琴が不安定であり･常時冷水かんがV,を余儀な くされること｡

q)桝地が息傾斜面に点在し .掛作に板めて不快であることo

⑦ 日照時間が少 く.また秋冬作作付不能の多t̂ことO

6) 交通が著しく不便で生乾物の版充等が極めて因雛であること｡

などてるD,新種曲集主体の振興計画は著しt̂成果をあげるに比至らなかったようであるO

昭和50年代に入ると .地業振興政兼は耕租姓典中心から敢凸中心-と移ったO昭和57年の良

美振興計画の碑憩 には次のような記述がみられる｡

鼻 菜 振興 の構 想

本村の地理的離 及び自然条件を総合すると総両横の67･5%を占める山林と更に 21.1%を占

める採草地と畜産との有機的な結合によって有効適切に利用すること比本村劫葵振興上最も重要を
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都であるので畜浬帝に馳 和牛を重点的に振興させるため自給飼料確保対策 として湿田を解消して

表作を番人する｡更に ,林野の開発による典約牧野の造成 .牧道 .牧さく等を設置して放牧による

省力多節飼育を硬極的に推進する｡

又 .気候条件から本村は高冷地野菜の栽培に適 しているので近郊典薬の追既を許さぬ高冷地野菜

の増正を図るo

このように.東粟倉村の典薬は自然条件を生かした掛金 .高冷地野菜栽培を中心とした主産地形

成 をめざし始めた｡昭和41年には県に対して ,虚業構造改巻本業計画地域聴定申開調香を漣出し .

敬可を求めている｡その内容は散曲 (特に乳牛の導入 )を中核とするものであったO

安 5- 1- 27 榔近攻沓耶某(こかけるL:5最近興計画

年 乳牛現数 搾乳蔚赦 年間版売数丑 単 数 販売金瓶

42年末 205 162 占49 40 259占0

45年末 252 201 855 40 55520

44年末 501 240a 112占 40 45040

(江 ) ｢酪出振興計画昏｣ より作成 ｡

酪曲を中核とし ,軽索などを含めた柄造改啓折井は次のようなものであった｡ この構造改尊計画

は綿密にたてられてお り.,U,-tの思可が取れれば昭和42年から爽施されることと毛ってtJlた｡とこ

ろが ,①曲秦構造改巻本集束施計画中 ,乾点協業については ,経営計画笹より綾射した希果 ,経営

上非常に不安である｡②串薬夷地に伴ない ,公犀軽金借入についてBt協が公庫より借受け .酸鼻協

菜に転貸できるかどうかの点についてLL協理事会の決議が不明瞭であって ,さらに .組合長の意見

もはっきりしてV,ないO

という点で鹿の認可を受けることが困難 となD.昭和42年夷雄は断念苔れたoその後 も馳 中心

の振興朱が企画されてはいるが ,苛料不足の為 .その成果吐不明である｡しかし .現在 (昭和 52

年 )の東粟倉相性高冷地野菜 .主にだvlこん栽培が急速に成長しつつあb.格段の地位は低下して

しまっているとvlえる.

臥上 '振興計画を列挙 したにとどま b .それらの計画がどの程度実施されたかについては不満足

ながら東証できなかった｡しかし .東粟倉村にかける農薬の動向は把握できたと思う｡

(井 _ヒ 隆 治 )
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